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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「ガウェインせんせい！　あれはなぁに？」

　幼おさない頃ころの養い子は、分からないことがあるたび、なんでもかんでも尋たずねてきたものだ。あのお花は何？　あの青いのは？　ねえ、先生。

「フェルディアちゃん、あれはね……」

　そのたびに答えるのが楽しみだった。少しずつ知識を増やしていく我わが子この成長を目まの当あたりにしているようで。真っ先に頼たよられるのが誇ほこらしかった。

　その一方で、いっかな頼られなかった面もある。

「フェルディアちゃん、お洋服はいいの？　だってそんなボロボロじゃ……」

「いいんです。服なんて着られたら十分じゃないですか」

　成長してからの養い子は、欲ほしがるものが極きよく端たんに減った。たしかにうちは貧びん乏ぼうだけれど、少しくらいおねだりしてくれてもいいのにと、娘むすめの健けな気げさを誇らしくも寂さびしく思っていた。

　──だから。

「ガウェイン先生。お願いがあるんです。ちょっと分からなくて困っていることがあって……それで、欲しいものがあるっていうか」

　結婚を間近に控ひかえた養い子から、こんなおねだりを切り出されたガウェインは、当然、顔をほころばせた。

「どうしたのフェルディアちゃん？　改まっちゃって。なんでも言ってくれていいわよん」

　にっこり笑うガウェインに、彼女は指をもじもじ合わせ、はにかみがちに俯うつむく。

　珍しく控えめなその仕草に、ああやっぱうちの娘可か愛わいいなあと、嫁とつぎ先の毒どく野や郎ろうを衝しよう動どう的てきにぶっ殺したくなる。奴やつは奴で、もはやすっかり息子むすこも同然なので、幸せになってほしいし祝福もしているが、それとこれとは別問題だ。

（ひっさしぶりだな、この子がわからないことを尋ねてくれんのは。しかもおねだりまでしてくれて。ううっ、この連続技わざは、やっぱ親おや冥みよう利りに尽つきる……）

　だが、じんわりと幸せに浸ひたっていたガウェインの脳のう天てんに、養い子の落としたひと言が直ちよく撃げきする。




「先生の官エ能ロ本ほん貸してください」




　──のちに彼は語った。

　傭よう兵へい時代の差さし迫せまった経験全部をさしおいて、人生でいちばん卒そつ倒とうするかと思った、と。
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　さんざし月の第一日は立夏祭ベルテイナ。

　天高く大気は澄すんで、熱気を増す頃、聖せいなる乙女おとめたちが松たい明まつをかざし、清めの花を撒まきながら市街を練り歩き、いっそう生命力みなぎる季節へと向かう日を祝うのだ。

　その前夜、『ワルプルギスの夜』は、王おう侯こう貴き族ぞくの婚こん礼れいにおいて、ことさら特別な意味を持つ。新しん郎ろう新しん婦ぷは、この日まで清らかな関係──白い結婚を強しいられ、床とこ入いりすることができないためである。

　通常は、輿こし入いれから初夜まで、半年から一年を空あけるものだ。が、もしも急ぐのならば、柳やなぎの月つきも後半に入る前に、婚礼をすませてしまわなければならない。例外的に、あまりに時間が無い場合に限り、挙式の日にそのまま新婚初夜となる場合もあるにはある。

　そして、エルラント帝てい国こくの若き宰さい相しよう、黒こく龍りゆう公こうクロヴィス＝クルヴァッハ＝エルラントと、その妻となるユナイア王国第二王女フェルディアの来きたるべき婚礼は、そんな『例外』のひとつだった。




「おうクロウ、この馬ば鹿かちょっと面つら貸せ」

「断っても連行されるんだろう、それ」




　新婦の実家である孤こ児じ院いんの面々は、その身分にもかかわらず、結婚式に全員招待されている。養い親であるガウェイン＝ヘラルドも主しゆ賓ひんの一人だ。

　城じよう下か街まちに手配された宿から黒こく龍りゆう城じようの執しつ務む室しつまで血けつ相そうを変えて駆かけつけてきた、というか半なかば殴なぐり込んできた舅しゆうと──本人は『姑しゆうとめ』だと主張しているが、迷いつつも今のところそちらに分類している──に、娘むすめ婿むこことクロウは半歩ほど後ずさった。

（何があったんだ）

　まず、ガウェイン最大の特とく徴ちようとも言うべきオネエ言葉が消し飛んでいる。この時点で、相当おかんむりだと察せられた。何より、こめかみに青あお筋すじらしきものが、正直見なかったふりをしたいけれど間ま違ちがいなく浮ういている。握にぎりしめられた拳こぶしが震ふるえているので、「あ、殴られるかな」とクロウは粛しゆく々しゆくと覚かく悟ごを決めた。

（歯は……食いしばっても、下した顎あごごと粉ふん砕さいされるならあまり意味はないか。むしろ頭部が残ってたら御おんの字だな）

「ひょっとして、宿泊先に何か問題でも？　窮きゆう屈くつなようならもう一軒借り上げるが」

　恐おそろしい自分の末路をさらりと想定しつつ、クロウはいちおう、怒いかりの理由を尋ねてみた。以前ガウェインが滞たい在ざいしていた城内の黒こく陽よう宮きゆうは、四十人以上の子供たちが入るとさすがに手て狭ぜまなので、城キ下カ街ラにひとつ大きめの宿を貸し切ったのだ。

「違う。宿は十分以上に贅ぜい沢たくさせてもらって申し訳ないくらいだ」

　意外とガウェインが冷静に見えたので、長なが椅い子すを示して向かい合わせに腰こしかけ、待たせておいた侍じ女じよに茶さ菓かを運ばせる。万一に備えた痺しびれ薬ぐすりを盛もらずに済すみそうで本当に良かった。もっとも、盛ったところで効きくかは大いに疑わしいのだが。

「宿でないなら何が？　今さら結婚を認みとめない！　ということなら、さすがに本ほん腰ごし入れて話し合わなくてはならないが」

「んなわきゃねえ。じゃなくて……昨日、うちの娘がおれのところに訪ねて来たんだよ」

「ああ。それなら知っている」

　──〝式が終わったら、きっと先生たちすぐ帰っちゃうんで。今のうちに、みんなに会いに行ってきても構いませんか〟

　ちょっとためらいがちにお伺うかがいを立ててきた妻を一も二もなく送り出し、ついでに菓か子しやら何やら手て土産みやげをわんさか持たせたのは、他でもないクロウ自身である。

「彼女がどうかしたのか？」

　あいだに挟はさんだティーテーブルからは、オレンジピールを練り込んだバターケーキや紅茶の香かおりが混じり合って馥ふく郁いくと立ち上のぼり、心なしか場の空気も柔やわらかくなる。

　お互いが大切に思っている少女が話題になったことも大きいのだろう。ガウェインに勧すすめつつ、クロウも一口、紅茶を含ふくんだ。

「ああどうかした。昨日あの子に……」

「？」

「官エ能ロ本ほん貸してくれと頼たのまれた」

「ガフッ」

　──紅茶が鼻から出るかと思った。

　一国の宰相として醜しゆう態たいを晒さらすのをなけなしの気合でなんとか押さえ込んだクロウは、それでも激はげしく咳せき込こんだあと、呼こ吸きゆうが落ち着くのを待って訊きいてみる。努つとめて冷静に。

「……すまない。不適切な聞き違いが発生したようなんだが、もう一度」

「おれの、官能本、貸せって、頼まれた」

「聞き違いじゃなかった……」

　クロウは額ひたいを片手で覆おおった。

　尊そん敬けいする舅兼けん姑の口からまさかそんな単語が飛び出す日が来るとは思いもよらなかったが、それ以前に同じ言葉をあの妻が言ったかと思うと大問題だ。

　ひとまず冷静になろう、と、クロウは挙手する。

「ちなみに興味本位で訊くんだが、ガウェイン殿どのは官能本を持っ……」

「歯ァ食いしばれ？」

「悪かった。失言だった。忘れていただきたい」

　やっとこぎつけた想い人との挙式を前に、しょうもない理由で肉にく塊かいになるのはさすがに避さけたい。早さつ急きゆうに謝罪すると、クロウは「なんでまた……」と眉み間けんを揉もんだ。

「それが分かれば苦労しねえ。っていうか、おれはまた、お前が妙みようなことをあの子に吹き込んだんじゃねえかって思ったんだが、心当たりはないんだな？　誓ちかって本当だな？」

　ジト眼めのガウェインに、クロウは腕を組んで呆あきれる。

「何を吹き込むっていうんだ、俺が。ただでさえ、フェルが俺の求きゆう婚こんを受けたあとに、目からのみならず顔面のあらゆるところから諸もろ々もろの液体を垂たれ流して『うっ、うっ、ブェルディアぢゃん、じ、じあわぜになっ、グジュウ』とふやけまくった祝いの言葉を結局言い損そこねていた貴き殿でんの気苦労をこれ以上増やすような真ま似ねをするわけが……ちょっ、待ってくれ。話せば分かる」

「問答無用だ」

　まさに『紅あか髪がみの悪あつ鬼き』の形ぎよう相そうで睨にらみつけてくるガウェインに、クロウは即そく座ざに降こう伏ふくする。今日は失言日和びよりらしい。

「で、ガウェイン殿は貸したのか？　官能本」

「だから、そもそも持ってねえよ！　万一持ってたとしても、娘の結婚式にまで持参してくる親ってどうよ!!」

「だよな」

　はーっとため息をつき、二人は顔を見合わせた。

（それから……）

　言葉を選びつつ、クロウはガウェインに切り出す。

「実は俺も、フェルの様子が最近少しおかしいと感じていたんだ」

「へ？」

「こちらに来た当初はそんなことなかったんだが、たぶんここ二、三日くらいだな」

　妻はもともと、クロウが距離を詰めると極度に恥ずかしがるたちで、──そこがまた可愛いなどと語り出すとおそらく脱だつ線せんしたまま戻って来られなくなるので割かつ愛あいするが──真っ赤になって飛とび退のいたり、は日にち常じよう茶さ飯はん事じだった。

　しかしここのところは、どちらかというと浮かない顔や難むずかしい顔が増えるようになっている。どうかしたのかと尋ねてみると、「いいえ、なんでもないんです！」の一点張り。心配なのだが話してもらえない以上は助けることもできず、クロウもどうしたものかと手を出しあぐねていたのだが。

（悩み事があるなら相談に乗るのに。いったい何が何やら……ん？　待てよ。日取りからして、挙式のその日がワルプルギスで。官能本？）

　ひょっとして、彼女が悩んでいるのは。

「殴らずに聞いてほしいんだが、ガウェイン殿」

「殴るかどうかは聞いてから判断する」

「ではせめて顔面は避けてくれ。妻に心配をかけたくない。じゃなくって、俺の予想だと、フェルは……」

　そこから先のクロウの『予想』を聞いて、ガウェインはたじろいで目を丸くした。

「そ、それは──」
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　クロウとガウェインが不毛な会話に花を咲さかせていた頃。

「ラナ、ちょうどいいところに！　お願い、助けて!!」

　部屋に入るなり血相を変えて縋すがりついたフェルを、領りよう主しゆ付づき改め、奥おく方がた付づきの侍女に再び戻った親友が「家具の向こうに小こ銭ぜにでも落としたような慌あわてぶりね」と苦く笑しようして窘たしなめていた。

「どうしたのよ？　いきなり……っていうか、あんたこんな時に何してるのよ。もうすぐ殿でん下かとの大事なお式の日……」

「そう、その件なんだけど！　わたしもうどうしたらいいのか!!」

　結婚式の日程は、よりによって立夏ベルテイナの前夜、ワルプルギスだ。

　やんごとない身分であれば、婚礼後初めての夜を迎える記念すべき日と同じである。

　今月はじめにクルヴァッハに輿入れしてから、挙式が数日後に迫っている。「時間も惜おしんで肌はだや爪つめを磨みがくべきじゃない？」と提案するラナに、フェルは半泣きで訴うつたえた。

「わ、わたし。大事なもの、なくしちゃって……！　あれだけは、絶対になくしちゃいけなかったのに!!」

「えっ!?　まさか殿下との結婚指輪──は、あるじゃないの。驚おどろかせないでちょうだい」

　狼ろう狽ばいしきった花嫁の様子に、一いつ瞬しゆんあり得ない想像がよぎって眉まゆを曇くもらせたラナだが、フェルの薬指に輝く指輪を確認し、ほっと胸を撫なで下おろす。

「違うの、見つからないんだってば……！」

　一方のフェルは首を振ると、ぐす、と鼻をすすり、顔を両手で覆って泣き崩れた。




「寝しん台だいの下にこっそり隠かくしてた官エ能ロ本ほんがどこにもないの……！」




「何言ってんのか分かんないけど詳くわしく話せ」

　──ラナ、今まででいちばん顔が怖こわかったよ、と。

　フェルは後日告白した。




「は？　初夜の作法を知らない？」

「うん」

　結局膝ひざづめで問とい質ただされ、あらいざらい事の次し第だいを白はく状じようすることになったフェルは、うろうろと視線をさまよわせた。

「ガウェインさまとは、『赤ちゃんはどこから来るの？』って話はしなかったわけ？」

「なんか、キャベツ畑がうにゃーとか、コウノトリがうにゃーとか、小さい頃に」

「あんたそれまだ信じてんの？」

「さすがにそれはないから困ってるんです……」

　ガウェインの悪友などの影えい響きようで、いかがわしい店の存そん在ざいや、子供を作る際に何がしかソレ的なほにゃららが行われることだけは、中ちゆう途と半はん端ぱに知っている。

「詳しよう細さいについては、ゼファさん……えーと、先生の友達の語フりイ手ラさんに訊いてみたこともあるんだけど、『おっ！　やっとお年頃っすかあ、それじゃあっしが手とり足とり』とか冗じよう談だん言った瞬しゆん間かんに彼、先生に片手で吊つるされて二階の窓から」

「あっごめんそこまででいいわ」

　あのときの、尾を引く悲鳴が忘れられない、とフェルは虚うつろな目をした。しかし、軽い打だ撲ぼくだけで「もー！　勘かん弁べんしてくんなせえよぉ旦だん那なぁ」などとこぼしながら元気に這はい戻ってきたのだから、ゼファもそこはさすがに『紅髪の悪鬼』の旧友なのかもしれない。

　とはいえガウェインの気持ちも分かる。今ならば養い子の数も増えているが、フェルの時は慣れない初めての子育てで、しかも相手は女の子。そういう教育をしなければいかんだろうなあと理性で分かっていても、何をどうしていいやら、だったのだろう。

「でも、世の官能本がそういう内容だってことは知ってたのね。ははあ。じゃ、あんたの現状をぶっちゃけると、何も知らないままだとあまりに不安で、数少ない心当たりに頼ろうとしたってとこ？　まさか買ったの？」

「……ええと、まあ。本当は昨日、みんなのいるお宿に行った時に先生のを借りるつもりだったんだけど、『クロウの馬鹿ね？　あいつの入いれ知ぢ恵えね？　明日にでも、ちょっくら締しめ上げて挽ひき肉にくにしてくるわねん』って目が笑ってなかったから結局ゴリ押おせなくて」

「危うく新郎が命の危機に晒されてる件については突っ込んだほうがいい？」

「やだな、先生だって、いくらなんでも実行まではしないはずだから大だい丈じよう夫ぶだよ……たぶん。それで、しょうがないから、宿からの帰り道に見つけた古本屋でなんとか一冊仕入れたんだけど、なんだかんだ読む暇ひまないままで、ずっと寝台の下に隠しっぱなしでね。さっき読もうとしたら見当たらなくて……」

　おそらく、掃そう除じに来てくれた侍女の誰だれかが発見して、そっと処しよ分ぶんしたのだろう。というか、清らかな乙女である奥方さまの寝台下から、『（仮）かつこかり花はな嫁よめのけしからん情じよう事じ』などという冊さつ子しが出てきたら、誰の悪戯いたずらだと真っ青になるに違いない。たまたま手に入ったのがあれしかなかったのだが、大問題にならなくて本当によかった。

（わ、悪いことしちゃった……でも、アレ読んで勉強できなくなったからには、クロウさまにいろいろバレる前にどうにかしないと……）

　悶もん々もんと頭を抱かかえるフェルに、ラナはすっかり半はん眼がんになっている。

「寝台下に官能本って、思春期の男子かあんたは。それであたしに新しいやつ買ってきてって言うんなら断るわよ」

「えっなんで分かったの」

「分からいでか」

　はあっと深い深いため息をつき、ラナは軽く眉間を指先で押さえる。ちょっとクロウに仕草が似ている、と和なごんだのも束つかの間ま。

「ちなみに侍女仲間にも連れん絡らく網もう回しとくからね！　あんたに間違っても変な本を与あたえないようにって！」

「ええぇ!?　そんなあ！　ご慈じ悲ひを!!　お願い、あ、アレをちょうだい……アレがないと、アレがないと……わたし、わわわたしぃい!!」
















「怪あやしい薬の中毒者みたいな台詞せりふ吐はいてないで、そんなこと、実地で教わりなさい！　くだらないことで悩んでる暇があったら肌を磨く!!」

　それから立て続けにわらわら他の侍女たちも入ってきたため、ろくでもない話は打ち止めになった。

（新しい本を買いに行く時間はもうないし。ラナに頼れないなら……他のみんなもだめだ）

　寝台下官能本事件さえなければご年配の侍女のどなたかに指南を請こうこともできたかもしれないが、よりによってあんなものに頼ろうとしていたことがバレた時点で廃はい案あんである。

　使用人に頼るのは論ろん外がい、とすると。さて、どうする。

（他に教えてくれる人を探さないと。ええと、気が置けなくて、初夜の作法を知ってそうな人……）

　幸い、式を直前にして、この黒龍城にはさまざまな人が招待されている。

　身内の中から相談できそうな人の顔を思い浮かべ、フェルは「よし」と拳を固めた。
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「はぁっ!?　しょっ、初夜の流りゆう儀ぎを教えてほしい!?　なんでオレなんだよ!?」

　──最初に頼ってみた相手には、まあそうだよなという返事を頂き、フェルは「すみません」と素す直なおに謝あやまった。

「まったくだぜ!?　普ふ通つうにおかしいだろ！　よっ、よっ、よりによって男に訊くとかあり得ないし！」

　真っ赤になって言いい募つのる栗くり毛げの青年は、『紫し龍りゆう公こう』ユアン＝ヴァゼタ＝エルラント殿下である。青せい灰かいの瞳ひとみをぐるぐる回して震える、エルラント皇こう族ぞく兄弟きようだい一の常識人。

　招待客の中でも、最も気心の知れた人間の一人だ。

　とはいえ、その言い分はまったくもって正しい。しかしフェルにも引けない事情がある。キッと顔を上げ、誠せい心しん誠せい意いかつ当あたり障さわりない言い方で頼み込んだ。

「おっしゃるとおりです。でも、背せに腹はらは代えられなくて……。招待客の中でもいっとう信しん頼らいできて、いちばん節度があって、それでいて一いつ般ぱん的てきな青少年らしくその方面の知識もありそうで、ついでに人が好いいから頼まれたら断れなさそうで、なおかつ『まさかそんなことを兄あに貴きの嫁よめに教えたなんて口が裂さけても言えない』と、このことは墓の下まで持って行ってくださりそうなかたがユアンさましかいなくてですね!!」

「出てる！　本音超ちよう出てる！　なんか涙が出そうなんだけどオレ!!」

　即座に突っ込みが来た。おっと、とフェルは口を閉とじる。

　ユアンは、視線を落としたフェルにため息をつき、「ま、いいや」と肩を竦すくめた。

　ちなみに現在、黒龍城の貴き賓ひん室しつで話し込んでいるが、ユアンの足元では例によって飼い獅じ子しのモリガンとマハが転がってくつろいでいる。少し離はなれたところに用意された止まり木には、首を翼つばさにうずめて眠ねむるハヤブサのネヴァンの姿もあった。相変わらずの動物王国だ。

「や、けどさすがにオレも、何をどうするって具体的な話するのは無理だぜ。気分的に抵てい抗こうありまくるのもそうだけど、男と女じゃ違うしさ。侍女に教えてもらえなかったのかよ」

「いちばん仲の良い子に断られてしまって。あと、寝台下の官能本も……」

「は？」

「なんでもないです。とにかく、彼女たちには頼れなくなってしまったんです」

　フェルがしょんぼりすると、ユアンは眉まゆ尻じりを下げた。

「本当になんにも知らないのか？」

「ええと。なんにもというか」

　フェルが知らないのは、「最終的に何をどうすれば初夜を迎えたことになるのか」だ。

　その際には服を脱ぬがせるもので、ゆえに裸はだかでいるのがなんとなくいやらしいことなのだとか、胸や尻などが破は廉れん恥ちな意味を持つらしいとか、もやっとした印象なり知識はある。

「さ、さわり的なことなら……？」

　もごもごと口ごもるフェルに、ユアンはきょとんとしている。

「なんだよ、さわりって？」

「たとえば、抱きしめたり、触さわったり……が、そういうことの前ぜん段だん階かい、なのだとかです」

　──〝フェル〟

　気づけば、柔らかい声で耳元に囁ささやく声を自然と思い出していた。

「口づけとか、あと、ぎゅっと身体からだをくっつけたりとか、髪をいじったり、耳を触ったり」

　あの、身体の奥がふわふわして、もぞもぞして、心臓がぎゅうっと苦しくなるような感覚は。

（そうだ。口づけも、最初は触ふれるだけだったけど、中央教会に行ったあたりから、長いというか深いというか、いろいろ……あう）

　一般論を話しているはずなのに。

　立て続けに思い浮かべてしまうのは、クロウと一いつ緒しよにいる時のこと。

（いつも、クロウさまといる時は）

　並ぶと際きわ立だつ、フェルよりもずっと大きな背。長椅子で並んで腰こしかけて、逞たくましい腕ですっぽり包まれるのは、安心する時もあるけれど、そうでない時もある。

　至し近きん距離で見る、彼の瞳に宿る群ぐん青じようの一いつ対つい。抱き寄せて、こめかみや、首くび筋すじに唇くちびるを寄せられて。それから、軽く歯を立てて、舌が触れ、ひんやりと濡ぬれた肌に吐と息いきがかかって。低く甘あまく鼓こ膜まくを揺ゆらす、艶つやを含んだ囁ささやきも──。

「あとは、……寝台の上で、の、のしかかったりとか？」

（そういえば、ティカルで。最終日の晩ばんクロウさまと同じ寝台で眠った時に、なんだか、ちょっと危ない感じになりかけた……気もする）

　──〝ワルプルギスまで待つべきなんだろう。だが〟

　離り婚こんしたいとばかり思っていた時は、恥はずかしくて深く考えなかった。彼がフェルにしてくれていることのひとつひとつ。あれらが全部、欲しがってくれていた、のだとしたら。

　──〝穢けがしてしまおうか。今、ここで〟

「ぎぃやあぁ無理ですってば!?」

「何が!?」

　脳内で旦那さまの声をうっかり再生してしまい、フェルは悲鳴を上げた。何も言わないうちに自動で茹ゆであがったフェルにユアンがぎょっと身を引く。がたん、と椅い子すが大きな音をたて、モリガンとマハがぴくりと顔を上げ、ネヴァンがばさばさ翼をはばたかせた。

　しかしフェルはフェルでいっぱいいっぱいである。

「なんってことを思い出させるんですかユアンさま!?」

「知らねえよ！　表情だけでのろけんな!!　恥ずかしいのはこっちのほうだっての！」

「まったくですねすみません！」

　両手で火ほ照てった頰ほおを包み、顔を上げられなくなるフェルに、何か察するところがあったのだろう。ユアンはユアンでとばっちり的に真っ赤になる。

　こうなるともう初夜の話どころではない。しまいには、理り不ふ尽じんに二人がかりでクロウに責任転てん嫁かを始めた。

「そ、それというのも、どれもこれも、全部悪いのはクロウさまです！」

「あーそうだなクロウ兄貴が悪い！　つーかもうこの世で起きることの大半は全部兄貴が悪い！　冬が寒いのも夏が暑いのも兄貴のせいだぜ！」

「ベルファスティスの夜間市で割わり引びき商品を剛ごうのおばちゃんに横取りされたのも、その後小銭をどぶに落としたのも、箱買いした芋いもが三つくらい傷いたんでたのも全部クロウさまのせいですね！」

「いやそれはどうかと思うけどな」

　ぎゃあぎゃあ叫さけんで気を紛まぎらわせていたところ、部屋の奥から不意に静かな突っ込みが入った。




「何やってんですか、ユアン兄上もフェル義あ姉ね上うえも」




（え）

　気配がないので誰もいないと思っていたら。

　寝台の、天てん蓋がいから垂れたカーテンの蔭かげに隠れたところに、顔色の悪い、ぼさぼさの黒髪の少年が一人腰かけている。ブラックオパールに似た遊ゆう色しよくのある不思議な黒青の瞳に浮かぶのは、心底面倒臭そうな呆れ。

「ヨミさま!?」

　最近になって背がぐいぐい伸び始めているという噂うわさで、「成長痛つうまじだるいです」が口くち癖ぐせになっているらしいエルラント第五皇おう子じ『黄おう龍りゆう公こう』ことヨミ＝アグラヴェイン＝エルラント殿下だ。

（噓うそっ！　いつから、なんでここに!?　っていうかさっきの全部聞かれてた!?）

「最初からいましたよ。せっかくクルヴァッハまで来たので、城の図書室からめぼしい本を失しつ敬けいして、ユアン兄上の部屋でごろごろしながら読んでいたのです。聞くというか聞かされてましたよ強制的に。……いや義姉上、『なんで心が読める!?　超ちよう人じんか!?』みたいな驚きよう愕がくの表情されましても。全部顔に出ちゃってますし」

　正確に心の叫びを言い当てられ、フェルは顔を手で覆った。筒つつ抜ぬけにもほどがある。

　言われて見れば、ヨミの周囲にはいくつも革表紙の分厚い書しよ籍せきが散らばっている。中にはフェルが判読できない異い国こくの文字で書かれたものまであり、さすが『書庫番の皇子』と妙な感心をしてしまった。

「さてと」

　ヨミはことん、と首を傾かしげると、ごく無表情に一冊を取りあげ、淡たん々たんと口を開く。大きな黒青が、じっとこちらを見つめてきた。

「その強制的に聞かされた話によりますと。義姉上は、初夜の作法についてお知りになりたいとかどうとか」

「ぎく」

「変な相談事であまりユアン兄上を困らせないでください」

　はあ、と軽くため息をつく異い母ぼ弟ていに、「ヨミ……！」とユアンが感激のまなざしを向けている。この反応に、さすがのフェルもちょっと反省した。

「だいいち、調べ物をしたいなら当たる先が間違ってます。幸い、黒龍城の書庫はものすごく充じゆう実じつしているのですから、自分で調べましょう。自分で」

　正せい論ろんすぎる。安易に人に頼ってしまったことを指し摘てきされて、フェルはさらに凹へこんだ。

（ううっ、ぐうの音も出ない）

「し、調べようとはしたんですが、わたしの『けしからん情事』が……」

「は？」

「なんでもありません」

　うなだれるフェルに救いの手を差し伸べるように、ヨミは抱えていた本を突き出してきた。なかなかの分厚さだが、こともなげに片手で扱あつかっているヨミは、ひょろく見えて実は意外と力持ちなのだろうか。

「調べ物には、はい。こちらを」

「……？　なんでしょうこれ。ええっと……し、『新明快共用語辞典』？」

　西方諸しよ国こくでは辞書の歴史は古く、博物学や百科事典とともに発はつ展てんしてきたのだという。各国でさまざまな種類の編へん纂さんがなされているが、目の前にある茶色い革張りの本は、ユナイアで受けた花嫁教育の中でも触れたことがないものだ。

　何げなく編纂者の署しよ名めいを確認し、フェルは目をしばたたく。

「これ、パーシヴァルさまが編集に関わられてるんですね」

　パーシヴァル＝エルラントは、クロウの亡くなった同母弟おとうとだ。亜あ麻ま色いろの髪と明るい青の瞳という外見どおり、明めい朗ろう闊かつ達たつな性格で、ユアンやヨミとは特に仲が良かったという。

「パールは南東部総そう督とくだったからな。あのへん、民族のるつぼだろ？　イル族とか、少数民族の言語との通つう詞じのために辞書作ったり、そういう事業にも力入れてたんだよ」

　隣となりから、ひょいとユアンが口を出してくる。兄の補ほ足そくに、ヨミは深く頷うなずいた。

「はい。そうなのです。ちなみにこれは、通つう称しよう『新快さん』、だそうです」

「……『新快さん』ですか」

（ご自分の仕事もお忙しいでしょうに、統治される少数民族のことまで考えられるなんて）

「すごいかただったんですね、パーシヴァルさまって」

「そのとおりなのです」

　フェルが思わず感かん嘆たんすると、ヨミは我がことのように胸を張る。

「基本的には、専門の語学者に任せていたみたいなんですけど、この『新明快共用語辞典』だけは例外的にパール兄上も結構関わったらしくて。ちょっと語ご釈しやくが独特だって、一部のあいだで愛好されてるそうです。これは初版だから、ことさら兄上の性格が出てるかもですね」

「わ、そうなんですか。面おも白しろそう。……項こう目もくじゃなくて頭かしら文も字じごとに調べられるのが使いやすいですね」

　くすくす笑いながら、フェルは何げなくめくった頁ページの単語に目を走らせる。





『【初恋（はつこい）】　少年少女時代に、あぶくと消えた恋。（しばしば数年越しで引きずる人もいる）』






「…………えっと」

　フェルは思わず黙だまった。隣で同じ項目に目を走らせたらしいユアンも同じ反応である。

「ヨミさま……あの、これ」

「なんですか義姉上」

「だいぶ、編纂者の主しゆ観かんが入っちゃってませんか」

「はてな。そこだけかもですよ」

「と、とりあえず他のも調べてみようぜ」

　ユアンの提案で、フェルは、とっさに思いついた別の単語を調べてみる。





『【兄（あに）】　きょうだいのうち、齢よわいが上の男性を指す。対義語：弟。しばしば頼んでもいないのに弟のために要いらぬ責任感や自じ己こ犠ぎ牲せい精神を発はつ揮きし、自分を擦すり減へらすこともある心配の対象。数え方：一人』






「主観だらけじゃねーか!!」

「この『数え方』って必要ですか!?」

　ユアンの絶ぜつ叫きようが客間に響ひびく。まったくだとフェルは顎を落とした。一方のヨミは平然としたものだ。

「どうでしょう。間違ってはいませんよ。ねえユアン兄上」

「エッ」

　無表情に異母弟から指摘されて思わず蒼あおざめるユアンをうっちゃり、「では、いよいよ本題を引いてみましょう」とヨミは慣れた手つきで『新快さん』の頁を繰くった。

『初夜』

（うっ！　来た！）

　いくら編纂者の主観入りまくりの辞書とはいえ、いちおう、そのものずばりな解説にはなっているはずなのだ。

（まあ辞書だし、そんなに具体的な手順は書かれてないと思うんだけど……何か摑つかむきっかけになったらくらいで！）

　いざ！　と、覚悟を決めたフェルは、開かれた頁を覗のぞき込む。茜あかね色いろの瞳は、すぐさま驚きに染そまった。





『【初夜（しょや）】　新婚夫婦が初めて迎える夜の営み。基本的に合がつ体たいをともなう』






「……？　なんですか？　この『合体』って」

　首をひねるフェルの隣で、「パール……」「兄上……」と、ユアンとヨミが額に手を当ててうなだれている。どうしたのだろうか。

「？　あの。どうされたんですお二人とも。というか、合体って」

「一万と二千年前から愛していればできるものですよ」

「は？」

　何かを諦あきらめたらしいヨミの得体の知れない回答をよそに、「んなもん、それこそ調べりゃいいだろ!!」とやけくそ気味に本を奪うばったのはユアンだ。





『【合体（がったい）】　（略）　この辞書では、しばしば初夜に迎える夜の営みも指す』






（あれ？　初夜が合体で、合体が初夜で、しょやがったいしょー……）

「ざ、雑ざつい！　語釈が雑い！　意味が巡めぐってんだけど!!　パール、絶対あいつこれ途と中ちゆうで面めん倒どうくさくなってるだろ!?」

　混こん乱らんするフェルをよそに、ユアンの絶叫が再び客間に響ひびき渡った。

（うん、つまりさっぱり分からん!!）

　唯ゆい一いつ分かったのは、パール編纂のこの辞書でクロウが『兄』を引いたらガチ泣きするかもしれないなということだけだ。ユアンどころか自分にも、墓の下まで持って行くべき秘ひ密みつができてしまった。

　その背はい後ごで、「うわ心配になってきた……あれ全然大丈夫じゃないだろ。何か言ってやれよヨミ」「いやですよ、なんでぼくが。兄上がやってください」と、兄弟が不毛な押し付け合いをしていたが、悶々と頭を抱える花嫁には聞こえていなかった。
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　結局、──初夜の謎なぞは深まって終わった。

　ユアンの部屋を辞したあと、フェルは深いため息をつく。

（はあ……どうしよう。ユアンさまもだめだとすると、あと頼れる人は）

　行き先を決めあぐねてうろうろと回かい廊ろうをさまよっていると、案の定な人物から声をかけられた。

「おや？　奥方さま。お探ししておりましたよ！」

「ケイさま!!」

　若わか草くさ色いろの丈たけの長い上じよう衣いをまとう、浅黒い肌の青年は、ケイ＝サリタ。

　藤ふじ色いろの切れ長の目と、色素の薄うすい金きん髪ぱつが特徴的な黒龍城家か令れいで、実は本名を『景けい蔡さい泰たい』といい、東方帝国のやんごとなき血ち筋すじでもある。また、東方商人でもあった彼は、『エルネットさりた』という、「何でもいつでもどこにでもお届けできる」をモットーにした有名な商会を持ってもいた。

（なんという渡わたりに船！）

　ちょうどこちらも探しに行こうと思っていたのだ──と、言いかけたのを、フェルは慌てて吞み込む。

「間もなく結婚式ですからね！　最終の衣い装しよう合あわせをしたいのですよ。ユナイアのセタンタ陛へい下かがご用意されたドレスに合わせる、首くび飾かざりと髪留めを決めあぐねておりまして」

　フェルはユナイアの王女として、そしてエルラントの皇弟に輿入れする姫君として、両国それぞれで用意された衣装で『お色直し』をする予定だ。

　貧乏症のド庶しよ民みんとしては、総額いくらかかるのか計算したら胃い袋ぶくろに巨きよ大だいな穴あなが空くこと請うけ合あいなので、必死に考えないようにしているのだが。

「は、はい。でも、わたしが選ぶより、ケイさまにお任せしたほうが間違いない気も……」

　以前、新婚旅行に行くための衣装選びが半ばトラウマ化しているフェルだ。おそるおそる素直な気持ちを述のべると、家令は「とーんでもない！」と目を丸くした。

「そんなことはまったくありませんよ！　我が君の分はまあ、野郎なんでどうでもいい感じにサクッと終わらせるにしても、花嫁といえばお式の主役でございますから。高級な布地も美しい宝石も羽根飾りも、たっぷり使っていただきたいですし。やっぱり花嫁ご本人様のご希望は大事ですねえ」

「わたしの希望を申し上げるなら高級品たっぷりはご免めんこうむりますけれど、はあ……」

「何をおっしゃるウサギさん、ってやつですよ！」

　それこそ主観と私し情じようの入りまくった前提を述べつつ、「ではでは、合わせるのはあちらで」と回廊の奥を指さしながら先導するケイは、やたら楽しそうだ。

（まあ、装そう飾しよく品ひんでもお花でも、たぶんケイさまの商会経由だもんね）

　肩を竦めながら後に続くと、「あ、そういえば」とケイはふと振り向いた。

「我が君が気にかけておいででしたよ」

「え？　クロウさまが？」

「ハイ、まあ。奥方さまが、何か悩みを抱えておいでのご様子だと」

（ぎくぅっ！）

　なんてことだ。──よりによってな相手に心配されてしまっている。

（これは一いつ刻こくも早く片かたをつけないと……！）

　密ひそかに決意を固めるフェルの前で、ケイは笑みを深める。

「あと、衣装合わせなんですが、お部屋でお待ちですよ。関わりのある方々が」

「はい？」

「ふふふ。顔ぶれをご覧らんになれば、きっと驚かれますよ。我が君には内ない緒しよですけどね」

　しかもクロウではないらしい。

　ともかく、客人がいるなら相談しづらい内容だ。今のうちに質問をしておこうと、ケイが押した扉とびらをくぐる前に、フェルは「あの！」と引き留めた。

「奥方さま、どうされました？」

「ケイさまにお願い事がひとつ」

「はいはいなんなりと！　花嫁の希望をできるだけ叶かなえて最高の式に仕上げるのが、家令として、また我が『エルネットさりた』としての崇すう高こうなる使命でございますからね！」

　揉み手でもしそうなケイの様子に、「では遠えん慮りよなく」とフェルも笑みを浮かべた。

「初夜の作法をご教きよう授じゆいただきたいんです、ケイさまに」

　──イイ笑顔のまま、ケイは固まった。

　しばらく考えたあと、おそるおそる彼がひねりだしたのは、オウム返しだ。

「しょ、初夜の作法、で、……ございますかぁ」

「はい。自分なりに調べようとしたんですけれど──」

　そこで『新快さん』の話をすると、最初は神しん妙みような面おも持もちで頷きながら聞いていた家令は、途中で堪こらえきれなくなったように噴ふき出だし、最後は身を折ってひいひい呼吸困こん難なんに陥おちいり始めた。いちおう我が慢まんしているらしい引き笑いが余計に腹立たしい。

「ちょっとケイさま!?　わたしは真しん剣けんにですね!!」

「ぶはっ、もっ、申し訳ございません。いえいえもちろん真剣ですとも！　ほんとほんと！　前前々世から自分めは奥方さまの話を誠心誠意聞き続けておりますよ！」

「その時点で噓でしょうが！」

　まあまあ中でゆっくり話しましょうよと、いまだに笑いを止めないケイに誘いざなわれて、部屋に踏み込んだフェルを待っていたのは、人形に着せられてきれいに形を保った美しいドレスの数々と、それから──




「おうおう、おやおやだ！　嫁と黒龍城家令は、なんだか楽しそうなやりとりをしているじゃないかね!!　そうだなセタンタ王！」

「そう久しぶりでもないね、フェルディア。無む駄だに口数の多い裸ラ族ぞく……おっと失敬、ジルフォード帝ていと二人っきりで居心地が悪いったらなかったよ」




　明るい声と、くたびれたが少し楽しげな声が聞こえ、フェルは思わず顔を上げた。

　一人は、灰かい青せいの髪と空色の瞳を持つ、純じゆん白ぱくの衣装の貴き公こう子し。そしてもう一人は、蜂はち蜜みつ色いろの髪と湖こ水すい色いろの瞳が麗うるわしい、絵物語に出てきそうな青年。

　よく知っている──というか知りすぎている面子メンツだ。

「ジルフォードお義に兄いさまと……セタンタ陛下っ!?」

（なんでこのお二人が!?　ま、まぶしい……！　やんごとなき後光がまぶしい!!）

　そうだった。ユナイアとエルラントの純白のドレスだけではなく、皇こう帝ていであるジルフォードから贈られる予定の色衣装や、クルヴァッハの少数民族の連合から献けん上じようされた東方風の品などもあるらしく、当日はなかなか緻ち密みつな着替えが必要となるのだ。

（だ、だからって!!　たかが衣装合わせで、国王と皇帝にお越こしいただくなんて!?）

　お忍しのびの立ち会いらしい。まさか、こんなところに二国の頭とう首しゆが揃そろい踏ぶみとは思いもよらない。フェルは大いに動どう揺ようした。

　それに、セタンタが来るなら、ともなっているはずの人物が足りない。思わず心配になって尋ねてしまう。

「セタンタ陛下……あの、シレイネさまは？」

「少し体調を崩くずし気味でね、ぎりぎり前日に着くよ。お前の衣装合わせに同席できないのを、非常に悔くやしがっていた。代わりに余よ……いや私だけ、少し早く来ることにしたのさ」

　うろたえるフェルに苦笑し、セタンタはくしゃりとフェルの前髪を撫でた。

「!?」

　初めてされる仕草に驚くと、セタンタはばつが悪そうにそっぽを向いた。

「……まあ、いちおう。私もお前の兄だからね」

「え」

「さっき、ジルフォード帝のことは『お義兄さま』と呼んでいたから、乗ってみただけだ。気にしなくともよい」

　驚いて何も返せないでいると、セタンタはため息交じりにこぼした。

「シレイネからは、悔しがりついでに『お願いお兄さま、毒どく龍りゆうなんかに任せていたらきっとろくなことにならないから、ユナイア側の衣装はとびっきり素す敵てきに仕上げて！　あの子の晴れ舞台なのですもの』と耳にタコができるほど念を押されたよ」

「……ありがとうございます」

　病弱な身体を押して祝いの席に駆けつけてくれるという、恩人にして姉となった姫の口調を思い出し、フェルは思わず口くち許もとをほころばせた。

　しかし途中で、「愛だな！　尊とうといな！　兄きよう妹だい愛とはまことに結構なものだ、ワハハ！」とジルフォードの邪じや気きのない茶々が入り、セタンタはぱっとフェルの髪から手を離してしまった。

　こほん、と咳せき払ばらいをするセタンタをよそに、ジルフォードは「そうそう」と手を打つ。

「聞こえていたぞ！　嫁は、初夜の作法を知りたいそうだな！」

「ガゴフッ」

　盛せい大だいに噎むせるフェルに、「ん？　どうした？」とジルフォードは怪け訝げん顔がおだ。一方で背後ではケイが、室内にいた商会の部下らしき人間に何事か申しつけている。嫌いやな予感がしなくもない。

「しっかし分からんなあ。なんでまた、他の人間に訊きたがるのだ嫁よ。そんなもの愚ぐ弟ていその二に尋ねれば、一発で、暴れ馬の如ごとく鼻息荒あらく、涎よだれの滝のひとつも滔とう々とうと垂れ流しながら教えてくれそうなものじゃあないか？　なあセタンタ王！」

「いや……私に訊かないでいただけるか。というかその言葉そっくり本人に言ってみるといい。ああ是ぜ非ひに」

「わはは嫌だぞ！　殺されるではないか！」

　眉間を軽く押さえ、「それじゃああとはジルフォード帝に任せて、私はしばらく部屋から出ていようか……」とお茶を濁にごそうとするセタンタに、フェルはぼそっと突っ込んだ。

「以前、『新婚夫婦が夜ベッドの上ですることといえばひとつだろう』とかおっしゃってましたよね、セタンタ陛下」

「……ずいぶん昔の話を引きずり出してきたねフェルディア」

「それを具体的に知りたいんです。ここで。いま」

　当時、「この人意外にオヤジだよな」などと失礼極きわまりないことを考えた事実は、意い図と的てきに割愛させていただいた。

（本当は、セタンタ陛下とジルフォードお義兄さまなんて雲上人うんじようびとに訊く話じゃないと思うんだけど！）

　この際、なんでも渡りに船と考えよう。もう初夜のことが聞けるなら手しゆ段だんは選ばない。官能本に頼ろうとしていた時点で割わりと選んでいなかった気がしなくもないが、それはさておき、とにもかくにも！

（クロウさまに訊くのは論外だもの！　だって……）

　──その後を続けそうになって、フェルはぶんぶんと振り払う。

「お願いいたします！　初夜のいろはを教えてください！」

「よし我われ々われで請け合おう！」

「はっ!?」

　親指を立てて満面の笑顔を見せたのはジルフォードで、ぎょっと彼を見たのはセタンタだ。

「ちょ……ジルフォード帝。勝手に私を巻き込まないでいただきたいんだが」

「何を言う。可愛い妹姫の危き機きではないか。だいたいだな、初夜がうまくいかなくて困るのはそちらではないのかね？　……どうせシレイネ姫との関係やら勢力図の調整やら何やらでいまだに結婚できそうにないクチのくせに、お兄様呆れちゃうのだからな」

「うぐっ。なぜそれを……ではなく。貴殿は私の兄ではない」

「お兄様は世界のお兄様だ！」

　クロウも歯が立たないジルフォードの軽かる口くちの前では、ガウェインから二に枚まい舌じたとあだ名されるセタンタもかたなしだ。

「ありがとうございます！」

　勢いよく頭を下げるフェルに快活に笑い、──天てん井じよう裏うらから、ジルフォードの幼おさな馴な染じみの女護ご衛えいが「大丈夫か？」と言わんばかりにコンコンと板を叩たたく音が聞こえたが、きっと気のせい──ジルフォードは「とりあえず座ろうではないか！」と長椅子を勧めてくれた。




　ティーテーブルを囲み、長椅子に対面で四名。教師三人に生徒一人。

　かくして、エルラント・ユナイアの両国主と、東方帝国の皇こう統とうの庶しよ子しという、顔ぶれだけなら壮そう絶ぜつに高こう貴きな面々による、『初夜のお作法講義』が始まったわけだが。

「まず初夜とは──全ぜん裸らで始まり全裸で終わるものだ！」

　口火を切ったのはジルフォードだ。

「あっ、それは知ってます。問題は、そこから具体的に何をするかで……」

　中途半端な知識ではあるが、フェルは手を振っておいた。ついでに隣で、虚ろなまなざしのセタンタが「かえりたい……」とボソッと呟つぶやいていたが、聞かなかったことにする。

「ふむ。では、話が早いな。だが、ひとつ気をつけるべきなのは、王侯貴族の初夜とは、夏の神に捧ささげられる、神しん聖せいな儀ぎ式しきでもあることだ。通常の民たみ草くさのそれとはそもそも重みが違う！　まあ、コトの内容は身分で変わらんがね！」

「な、なるほど……」

（神に捧げる儀式かあ。たしかに、ワルプルギス前の『白い結婚』の初夜でも、最初の流儀は、『神誓ゲツシユ』の簡かん略りやく版ばんを互いに唱えることだもんね）

　ごもっとも──にとりあえず聞こえるジルフォードの説明に、フェルは頷く。

（ジルフォードお義兄さま、教えるフリしてからかってこられる可能性もあったけど、ひょっとしなくてもマトモなこと教えてくださるっぽい？）

　これは期待できるかもしれない。改めて背せ筋すじを正すフェルに鷹おう揚ように頷き、ジルフォードは人差し指を振った。

「その神聖な儀式にあたり、新郎新婦の身に着けている下着は、『マワシ』と呼ばれる」

「はあ。マワシ」

「そして、服を脱いでマワシ一丁になった新郎新婦は、お互いの顔面に向けて塩をぶつけ合う」

「……ぶっそうですね？」

　目に入ったらものすごく痛いたいんじゃないだろうか。フェルが気になって質問すると、「そうとも！　しばしば女性の潤うるんだ瞳に興こう奮ふんする男性がいるのは、都度この儀式を思い出しているからなのだ！」と、やはり力強い同意があった。

　そうなのか、とフェルは仕方なく納なつ得とくした。隣で聞いているケイが長椅子の背もたれに懐なついて再び呼吸困難に陥っているのも、セタンタが片手で顔を覆っているのも、天井裏で聞き耳を立てている女護衛が「おい、お前いい加減にしろよ」と言わんばかりに天井板をガンガン乱らん打だしているのも、たぶん不安に思う必要はないのだろう。

　義ぎ兄けいはさらに説明を続ける。

「で、肝かん心じんかなめの実じつ践せんだが。まずは男女でお互いの『マワシ』を摑んでひしと組み合い、『ハッケヨーイ、ノコッタノコッタ』という掛かけ声ごえとともに、激しく奪い合いを始める」

「え。奪い合いって、マワシのですか」

「そうだ！　そのまま、ちぎっては投げ、投げては絡からみ合い、押しあいへし合い……その際、寝台は『ドヒョー』と呼ばれる。体力と気力の限り、汗を飛び散らせ、壮絶に求め合う。それが初夜なのだ！　ちなみにドヒョーから先に転落すれば負けだな」

「待ってください、勝ち負けがあるんですか!?」

「ぶわはははそのとおりだ！　げに、『恋は戦争だ』とはよく言ったものだな！」

「ちょ……そろそろ妹に出で鱈たら目めを吹き込むのはやめていただこうかジルフォード帝！」

　耐たえきれなくなったように制止をかけたのはセタンタである。彼は深々とため息をつき、「出鱈目とは聞こえの悪い」と白い歯を見せて笑うジルフォードを睨みつけた。

「まったく、エルラントの皇帝が聞いて呆れるね。こちらが黙っていれば、他ひ人と事ごとだと思って道どう理りの通らないことばかり……」

「あの、陛下。ジルフォードお義兄さまの説明は間違ってるんですか？　全裸までは合ってますよね？」

「いやまあ……裸ラは合っているんだけれどね。初夜の流れというのは、そんな乱らん暴ぼうで騒そう々ぞうしいものではなく、もう少し艶つやめいて情じよう緒ちよのあるものだよ」

「艶と情緒……」

　たしかに、世に色ごとというくらいなのだから、艶をそこで出さねばどこで出すという話ではあるな、と納得するフェルの前で、セタンタはこめかみを押さえ、「つまり、何をもって初夜を完かん遂すいしたと言うかとは、だ」と言って、一度言葉を切った。

「初夜とは。要するにだね。ほら、あれだ。その……」

　なぜか、ジルフォードがいやににやにやしている。ケイも同様だ。固かた唾ずを吞んで見つめるフェルの前で、相当悩んだ末、実じつ兄けいはおごそかに告げた。




「……凹おう凸とつの結合だ」

「凹凸ですか」

「そうだ」




　言ったあとに後こう悔かいし始めたらしく、セタンタは「やっぱり忘れてくれ」とひと言告げ、ケイと同じく長椅子の背もたれに沈ちん没ぼつした。こちらは爆ばく笑しようではなく自己嫌けん悪おらしい。

（え。凹凸ってなんなの。人体で凸とつと凹おうがあるといえば鼻と口？　っていうか、それが『新快さん』にあった合体ってこと？　……鼻と口の結合が？）

　──なんのこっちゃ、と。フェルが顔に全力で出したのがいけなかったらしい。一連に笑い転げていたケイががばりと身を起こし、「お二人のご説明は双そう方ほうそれぞれにごもっともでございます！」とすかさず割り込んだ。

「我々『エルネットさりた』は、そんな素敵なご夫婦の初めてを、愉ゆ快かいにかつ華か麗れいに演出する商品をご紹しよう介かいさせていただきます」

「買いませんよ？」

「イイエお金は頂きません、すべて試し供きよう品ひんですからご安心あれ！　おはようからこんばんは、揺りかごから墓場、嬉しはずかし初夜から倦けん怠たい期きの上級者向け濃のう厚こうなあれやこれまで、あなたの国のエルネット、エルネットさりたをどうぞごひいきに」

　テーブルの上に、先ほど部下に運ばせていたらしい数々の道具を並べ、ケイは嬉き々きとして解説を始めた。

「こちら、たちまち夫が野や獣じゆうに!?　情熱的な初夜を演出する配合の練り香こう『たちあがれエルラント』です」

「勝負なのに相手が強くなったらいけないんじゃないですか？」

「……ハイ次！　こちら、身に着けたが最後、奥方さまの強きよう烈れつなお色気に我が君もめろめろ！　おばあちゃんのカヴィバエリと呼ばれるスガーモ市場から取り寄せた、お腹もお尻も冷えない股また上がみ深め・あったか肌色ドロワーズ（国産綿十割）！」

「なんか商品の売りが色気とは別次元のような。個人的には全然アリですけど」

「アリなんですか!?　……ごほん。えー、あとは、もっと濃のう密みつで忘れられない一夜を過ごしたい皆様にこちら、『麻あさ縄なわと仮面と蠟ろう燭そくと鞭むちの詰つめ合わせ』……」

「それはさすがにやめておけ!!」

　何やらさらに怪しげな商品を取り出した家令を、血相を変えて立ち上がった兄二名が異い口く同どう音おんに止めた。

　──やがて、ジルフォードの合図を受けて天井裏から乱らん入にゆうした凄すご腕うで女護衛の手で、調子に乗りすぎたケイは縛しばりあげられて強制退場を喰くらうことになった。

「あの、それで。つまるところ、初夜って……？」

　断だん末まつ魔まじみた絶叫とともに引きずられていく家令を後しり目めに、フェルは結けつ論ろんを兄たちに求める。彼らは顔を見合わせた。

　その時、両国首しゆ脳のうにより、何やら一瞬の政治的駆け引きがあったらしいことだけは見てとれた。

「……今、説明したのですべてだ！　まあ、嫁はぴんとこなくても愚弟その二が分かっているだろうから任せておけば案ずることはない！　なあ、セタンタ王！」

「……ああ。そのとおりだともジルフォード帝！」

（え……えええぇ？　だから、それじゃ意味ないんだって……!!　せめてどこまでが正しいのかだけでも！）

　結局──高貴な三さん馬ば鹿かによるお下げ劣れつ初夜講義は、実りの有う無むすら不明なまま幕まくを閉じた。
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　数日後。

　黒龍公クロヴィス殿下と、ユナイア王女フェルディア姫の婚儀は、ユナイア中央教会第一聖せい席せきカイズ＝ベディヴィアの立ち会いのもと、つつがなく執とり行おこなわれた。

　立夏ベルテイナの前日らしく、素す晴ばらしい晴天。抜ぬけるような蒼そう穹きゆうに、真っ白な綿雲が浮かぶ美しい日だったが、それ以上に、純じゆん潔けつを示す雪色のドレスを身に纏った花嫁の麗しさは、祝いに集つどった人々のあいだで評判となった。

　ユナイアからは、姉姫シレイネの輿入れの際のドレスを仕立て直したという、練ねり絹ぎぬのラッフルを幾いく重えにも巻き、薔ば薇らの花のように見せる逸いつ品ぴんが。

　そして、花はな婿むこが選んだエルラントのドレスは、真しん珠じゆを雨だれのようにふんだんに散らし、スカートにあしらった純白の造花や凝こった刺し繡しゆうの上から、極ごく薄うすのシフォンを重ねて透すかしており、まるで砂さ糖とう菓が子しの人形のようだった。エルラント皇帝自らが見立てた群青のドレスは、花婿の瞳と同じ色を使っているのが粋いきで、兄であるユナイア王から贈られたサファイアの額飾りによく映はえる。

　淡いライム色のクロスがかけられたテーブルには紅や黄の彩いろどり鮮あざやかな薔薇が飾られ、東西の珍味を揃えた豪ごう勢せいな祝い料理や酒が所ところ狭せましと運ばれる。

　しかし、きらびやかな衣装や酒しゆ肴こうより人々の話題をさらったのは、新郎新婦の幸せそうな表情だ。割れんばかりの拍手と花はな吹雪ふぶきを浴び、花婿と視線が絡むたびにはにかむ花嫁と、そんな花嫁を一瞬をも惜しむように見つめる花婿の睦むつまじい姿に、誰もが目を和ませた。

　ユナイアからも賓ひん客かくを招き、市し井せいにも祝儀しゆうぎをふるまい、祝祭はクルヴァッハの都キカラを挙げて盛大に催もよおされ──身分の貴き賤せんなく、これから訪れる両国の平和な時代を予感して盃さかずきを交かわした。

　賑にぎやかな祝いの宴うたげはきっと夜通し続く。しかし、新郎新婦は、夜になればたけなわとなった宴えん席せきを早々に辞し、お定まりの展開へと進む次第だ。





[image: ]






「き、緊きん張ちようする……」

　まだ耳の奥に、祝福の声や人々の笑い声が残っている気がする。自室に戻ってクロウを待つあいだ、じんわりとそれらを反はん芻すうし、フェルは喜び半分、不安半分だった。

（先生、泣きっぱなしだったなあ。孤児院のみんなも、『フェル姉ちゃんきれい』って喜んでくれた……）

　幸せになるのよ、と繰り返してくれた先生は、最後「……なんだかごめんね、フェルディアちゃん」と申し訳なさそうな顔をしていた。謝られる心当たりは皆かい無むだったので、とりあえず「？　大丈夫ですよ！」と返しておいたフェルである。

（シレイネさまも間に合って、……抱きしめて祝福してくださった。『何か辛つらいことがあったら、いつでもおっしゃい。どんな手を使ってでも毒龍なんて始末してあげるから』って物ぶつ騒そうなお言葉はきっとご冗談よね。満面の笑顔だったし）

　それから。

　──正せい装そうのクロウさま。かっこよかったな。

　緋ひ色いろのマントと金モールの衣装。求婚の時と少しあつらえを変えたそれは、びっくりするほど彼に似合っていた。思い出すと頰に朱しゆが上り、フェルは視線を落とす。

　互いに交こう換かんしあった新しい結婚指輪は、鈴すず蘭らんの意い匠しようのそれに重ね、今もフェルの薬指を彩っている。優ゆう美びなたがね彫ぼりの蔓つる草くさ紋もん様ようが、きらきらと宝石をはめたように輝き、美しさにほうっと息がこぼれた。

　今日一日の記き憶おくをゆっくりとたどりながら、侍女たちの手伝いで婚礼の衣装を脱ぎ、風ふ呂ろに入れられ、髪や肌に香こう油ゆを揉み込まれる。香りに要望があればと問われたので、「それじゃあ……」とおそるおそる注文までしたものだ。

「では、失礼いたします」

　侍女たちはフェルをすっかり仕上げてしまうと、微笑ほほえんで部屋を辞していく。

「頑がん張ばって」

　こそっと囁かれて顔を上げると、ラナが片かた目めを瞑つぶって小さく手を振ってくれるところだった。隣で他の侍女たちも拳を握って笑顔をくれる。フェルも笑って頷き返した。

（元気出た）

　それでも、緊張は解けない。

（……どうしよう）

　手持ち無ぶ沙さ汰たになって寝台に腰かけ──周囲をぐるりと見回し、フェルはため息をつく。

　薄うす闇やみを照らし、銀の燭しよく台だいでとろりと燃える灯火。金の猫ねこ足あしの長椅子。『フェル』には必要のなくなってしまった、続き間の浄じよう室しつ。そして、豪勢な天蓋つきの寝台。

　この部屋で初めて彼と出会ってから、もう一年半が過ぎた。あの時は、儀式上の初夜だったから、花嫁衣装のまま彼を待っていたっけ。

（まだ一年半、なのかな。むしろ）

　過ごしてきた時間の濃密さを思えば、そのほうが正しいかもしれない。くす、と苦笑を漏もらすと、不意にさやかな音が夜のしじまを揺らした。

　銀の鈴が三回。

（ひゃ、きたっ！）

　花婿の訪れを報しらせる合図に、フェルは慌てて寝台の上に居住まいを正した。

　戸口に向かってぬかずこうとしたが、不意にいろいろなことを思い出して真っ青になる。

（結局、初夜のあれこれほっとんど知識ないまんまだよ……！）

　いったん気になりだすともう止まらない。フェルは一気に恐きよう慌こうに陥った。

（ど、どうしよう！　あとほんのちょっとだけ覚悟っていうか、外に控えてるラナに、『あの方々が、あんなこと言ってたけどそれってどこまで正しいの？』って確認くらいはしときたいというか……！）

　やがて、こつこつと回廊の向こうからかすかな足音が聞こえる。

　まずい。

（もう、クロウさまが来ちゃう──！）

　そこでフェルの思考回路が限界に達した。
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　一方。

（さてと。どうするかな）

　妻が、初夜の作法をあちこちに訊いて回っているらしい──というのは、いちおう、クロウも知ってはいた。

　官能本の話でだいたい察しがつき、ガウェインに確認してみた結果は、案の定だ。

　──〝あ、うん。初夜の作法だったら……たしかにアタシ、教えたことないわぁ……〟

　育ての親から言げん質ちをとったこともあり、ガウェインとふたりでこっそりフェルの動向を追ってみれば。まずはラナ、次にユアンとヨミ、ケイとジルフォードとセタンタ。

　たどった面子以上のことは知らないが、ずいぶんと苦労して情報集めをしていたようだ。

（……やはり、気にしなくていい、とひと声かけてやればよかったか）

　純じゆん粋すいに言いづらいのはあるが、──そうしなかったのは、自分との初夜のために、フェルが頑張ってくれているのが嬉うれしかったせいでもある。

（そこまで調べようとしたということは。緊張しているだろう）

　いつも、触れるたびに真っ赤になって抗こう議ぎしてくる愛いとしい少女の顔を想い浮かべ、クロウは少し苦笑した。

　こうして『初夜』を迎えるために部屋を訪れるのは、偽にせの花嫁としてやってきた彼女と会った冬の日以来だと、自らのおとないを花嫁に報せる銀の鈴の音を聞きながら、ふと思う。

　あの時は、腹に何を飼っているか知れない毒花だと信じ込み、よもや失ったはずの初恋の相手だなんて思いもよらなかった。首に短たん剣けんを突きつけ、窓から吊るして脅おどしたのは、正直、悔くやみきれない苦い思い出だ。

（……あれで徹てつ底てい的てきに嫌きらわれたのに）

　それでも彼女が、自分の想いに応こたえてくれたことが。奇き跡せきのようで、だから。

　無理はさせたくない。

　大切にしたいから。

　──今日も。これからも、生しよう涯がいをかけて、ずっと。

「フェル。入るぞ」

　彼女の私し室しつの前で声をかけ、扉番の侍じ従じゆうの押し開いた扉をくぐる。

　室内は、月明かりと灯火に照らされた淡あわい闇やみで満ちていた。部屋の奥に目を向けると、つつましやかな絹の夜着に袖そでを通した花嫁が──




　窓から逃とう亡ぼうを試みていた。




「ちょっと待て!?」

　幸い、扉が閉まったあとだったので、悲鳴というか突っ込みは扉番には聞こえなかったらしい。

　初夜に花婿のした最初の仕事は、花嫁の夜着を脱がすことではなく、三階のバルコニーから身を乗り出す彼女を抱えて戻すことだった。
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　問い：新婚夫婦が初夜、寝台の上ですることといえば？　──答：膝づめ説教。



　どことなく久しぶりな気もするが、至し極ごくくだらない冗談が浮かんだ。

（いやそんなこと考えてる場合じゃないし！）

　だらだらと背中にいやな汗をかきながら、フェルは真っ青になる。

「……とりあえず事情だけ聞いておこうか」

　三階の窓から壁を伝って逃げようとした花嫁を無事にとっ捕つかまえた花婿様の、呆れと脱だつ力りよくとその他諸々の入り混じった声に、フェルは震えあがる。

　ちなみに現在、抵抗むなしく連れ戻され、寝台で向かい合って座り込んでいる。楽しい尋じん問もん時間の始まりだ。ちなみに楽しいのは仮に第三者がいた場合で、この場合は新郎新婦ともども愉快さを感じる余地は零ゼロである。

（あああこういう時に限って心底どうでもいいことばっかり浮かぶのはなぜ！）

「で。……なぜ逃げようとしたんだ？」

　旦那さまの声は地を這うようだ。きっと、というか絶対に怒っている。むしろ怒らないほうがおかしい。

（なんて言おう！　ほら、早く理由話さなきゃ!!）

　混乱のあまり声が出せないでいると、──不意に。

　すっ、と。頰に手を添そえられ、軽く顔を持ち上げられると、瞳を合わせられた。

「鈴蘭の香りがする」

「え……」

「以前、その香りは元気が欲しい時につけると言っていたな」

　苦笑交じりの、穏おだやかで低い声。

「……そんなに、嫌だったのか？」

（！）

　その言葉に、思わず、フェルはぱちぱちと目をしばたたいた。

　見上げた彼の群青は、夜の薄闇の下だったけれど。

　怒りの影かげは微み塵じんもなくて。困こん惑わくと、何より、気き遣づかいがあって。

　宥なだめるように髪を梳すく指先は優しいばかりで、どうして怯おびえていたのか分からなくなる。

「すまなかった。お前の覚悟が決まるまで、待つ時間を与えてやれなくて」

　次に、顔を引き寄せられ、こつん、と額を合わせられる。

「……クロウさま」

　少し低めの体温。彼の声には、心配が滲にじんでいた。

（そりゃ、初夜でいきなり花嫁が部屋から逃げ出そうとしてたら、びっくりするし衝しよう撃げき受けるよね）

　怯えがすっと引くと、ずん、としでかしたことの重みが胸に響いた。

「申し訳ございません……決して、逃げようとしたわけじゃなく。ましてやイヤなわけじゃ、ないんです」

　この言葉に、クロウはちょっと何かを考えるように視線を落とした。

「知らせないのも公平じゃないから伝えておくが。お前が、今日のことをいろいろ調べて回っていたことなら聞いているぞ」

「えっ」

　ぎくっとするフェルに苦笑すると、「おおかた、ジルフォード兄上たちあたりに何か妙なことでも吹き込まれたんだろう？」とクロウは眉間を揉んだ。

「何を聞いてきたんだ？」

　尋ねる声があたたかだったので、フェルは改めて姿勢を正し、一連の記憶をたどりながら知識の集大成を披ひ露ろうする。

「実はですね……」

　──そうして。

　何を教えてもらったのか、何があったのか、長い説明が明けると。

「……ええっと。やっぱり間違いですよね？」

　これに対し、旦那さまは朗ほがらかな笑顔で応えた。

「フェル、少しだけここで待っていてもらっていいか？」

「はい？」

「馬鹿どもを始末してくる」

　静かに寝台から立ち上がったクロウを、フェルはぽかんと見守る。

　彼はそのままクローゼットに歩み寄ると、勢いよく引き開けた。そして、見慣れた若草色の上着の人物を引きずり出す。

「ひぃっ！　自分め見つかっちゃった！」

「……はい一匹目。減給どころか毒どく責ぜめに遭あいたいらしいな、我が家令どのは」

「いやいやいや誤ご解かいでございますって！　自分めはちょっと隙すき間まに入りたかっただけ、じゃなくてお二人の初夜を純粋にご心配申し上げてですね！」

「申し開きは明日、実験に付き合ってもらってからゆっくり聞こう。ちょうど、お前に取り寄せてもらったクサリヘビが届いていたな……？」

「ぎぃやぁああソレ血が固まって即そく死しするやつーっ！　ご慈悲っ、ご慈悲をー！」

　襟えり首くびをひっ摑んでずるずると引きずっていくと、クロウは次に扉を思いっきり蹴けり開ける。「うわっ！」「あれま」「ぐえっ」「おっと」など、とりどりの悲鳴とともに、回廊で複数名が倒れ込む音がした。裏側に張りついていたようだ。

「揃いも揃って……」

　もう怒ど鳴なる気力もないらしい。

（えええ!?　何!?）

　慌ててショールを引ひっ掛かけて、扉の前で背から怒ど気きをくゆらせる旦那さまの隣に駆けつけると、床に倒れている面々は、なんというか、案の定だった。

「ユアンさま、ヨミさま、ジルフォードお義兄さまにセタンタ陛下まで……」
















　──ガウェインがいないのだけがせめてもの救いである。

「違っ……オレはこいつらを止めに来たんだよ！」というユアンの言葉はたぶん真実だろうが、「別に、お二人のことが心配になったわけじゃないですからね」「いや……あんな説明でうまくいっているか気になっただけさ」「わははは面白そうなことを見み逃のがす手はないからな！　単なる興味本位だとも！」という末まつ弟ていと実兄と義兄の言葉は大いに怪しい。怪しい以前に多少は包んでほしい人もいる。




「お前ら全員、毒どく蛇へびの餌えさにするぞ」




　──最終的に、旦那さまの冷え切ったひと声により、おせっかいな面々は蜘く蛛もの子を散らすように退散していった。
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「とんだ邪じや魔まが入った……」

　寝台に腰かけ、さすがにげっそりしたクロウの背をさすりながら、フェルは「すみません」と頭を下げた。

（なんかもう、始まる前から疲れた……）

　新婚夫婦が初夜にすることといえば、花嫁の逃亡未み遂すい、花婿による膝づめ説教に続き、デバガメの排はい除じよときた。そろそろ趣しゆ旨しが行方ゆくえ不明もいいところである。

　しかし、フェルの謝罪に、クロウは不思議そうに首を傾かしげる。

「……なぜ、お前が謝る？」

「いえ。皆さんに、初夜のことを尋ねたのはわたしなので。皆さまは、まあデバガメはアレですけど、悪くないというか！　いえ悪いんですけどそこまで悪くはないというか!!」

　焦あせりすぎて何を言っているかだんだん分からなくなってきたが、フェルは必死に言い募った。このまま放っておくと、明朝あたり血の惨さん劇げきが起きそうなのだ。

　フェルの混乱でクロウも頭が冷えたのか、思いとどまってくれたようだ。しかし続けて、はあっと深いため息をつかれる。

「……あの馬鹿どもにはおいおいお灸きゆうを据すえるとして。そんなに不安なら、俺に訊いてくれてもよかったんだが」

「それは嫌だったんです！」

　とっさに喰いつくと、怪訝な顔が返ってくる。しかし、彼はすぐに納得したようだ。

「本人に訊くのはさすがに抵抗があったか？」

「いえ。うーん、それもあるんですけど……そもそもこの歳としで、初夜のいろはも知らないとか、どうなんだっていうのもありますし」

　なんだか駄だ々だをこねているような自分が恥ずかしくなって、フェルはそっぽを向いた。

「……でも、それだけじゃなくて」

「？」

「わたし、あなたに頂いてばかりですから」

　唇を軽く合わせるだけの淡い口づけも、吐息を奪い合い絡からめあうような、甘い甘いキスの仕方も。

　力強い腕で抱き寄せられる心地ここちよさも。

　指先で触れ合う温度に覚える羞しゆう恥ちも、安あん堵ども。

　──全部全部、教えてもらってばかりだから。

「それじゃだめなんです。あなたの前では、わたしだって……ちょっとはカッコつけたいんです！」

「！」

　フェルの言葉に、クロウは軽く目を瞠みはった。やがて、じっとこちらを見下ろして繰り返す。

「……格好をつけたい？」

「わたしだってあなたに与えたい、ってことです」

　全然、何も分からないままだけれど。

　経験も、知識もなくて、それでも与えてもらうだけの自分から脱け出したいから──。




「わたしも、あなたが好きで、すごく、大切なんです。あなたの前では、一番の自分でいたい……です」




　鈴蘭の香油を身に纏ったのは、それが、自分にとっていちばん大事な匂いで、特別な時につけたいものだから。

　見栄っ張りなのは分かっている。でも、意地でも、彼を幸せにしたいのだ。糖とう蜜みつみたいに甘やかしたい、くらくらするほど酔わせてみたい。いつも彼がしてくれるように──自分だって！

　だというのに、失敗ばかりでみっともない。

　話しているうちにどんどん照れ臭くなって、声はか細く尻つぼみになっていった。

　もう、混乱やら何やらで顔を上げられない。

「……」

　彼が黙りこくっているので、フェルはますます俯いた。

「あの。呆れちゃい……ましたよね」

　かあっと頰に血を上らせたまま、ぽそぽそ確認する。やっぱり返事はない。いよいよ本気で呆れられてしまったんだ、と肩を落としたところで、不意に強く抱き寄せられた。

「クロウさま？　……ん」

　唇を塞ふさがれたのだ、と分かったのは、声を呼吸ごと封ふうじられたから。彼の閉じられた瞼まぶたと長い睫まつ毛げが驚くほど間近にある。

　続けてきつく抱きしめられて、首の後ろに手を添えられる。びっくりして身を竦ませたフェルだが、すぐに目を閉じた。角度を変えて、吐息を交わす。何度も。

（苦しっ……）

　違う。苦しいだけではない。

　おなかの奥がきゅうっとなるような、胸が疼うずくような。まるでバターをじっくり溶とかすように、爪つま先さきから、指先から、身体がぐずぐずにほどけてしまうような。

　奔ほん流りゆうのような口づけが終わり、甘ったるい余よ韻いんに浸りながら、すっかり息の上がったフェルは、ぼんやりと彼の顔を見上げた。

「またわたしばっかり……。こ、これじゃだめだって、言ったじゃないですか」

　照れ隠しに抗議すると、彼はフェルの眼め尻じりに浮かんだ涙を唇で吸すい取とった。

「残念。聞いてやれない」

　柑かん橘きつ系けいのオードコローニュ──彼の香りがふわりと鼻先をくすぐる。

　視線を巡らせれば、シーツの上に、闇に色を沈ませた緋ひ銀ぎんの髪が散らばっていた。気づけばフェルは、腰かけていたはずの寝台の上に転がされ、投げ出された自分の白い手を見つめている。その上から、彼の大きなそれが重ねられた。

「まいったな」

　くす、と。

　カーテンの隙間から差す、窓からの月明かりを背に、彼はうっすらと微笑んだ。

　耳元に唇を寄せて囁く声に、びくりとフェルは身を震わせる。




「初めてで無理はさせたくなかったのに。……自制できそうにない」




（っ！　ああ本当、この人は……！）

　そばにいて、視線を交わして、そっと抱きしめて。

　彼となら、それだけでも幸せ。

　けれど、深く融け合って互いに熱を分かちあえば。きっと、もっと。

　──ずるいです。

　小さく呟いた声は、すぐさま次の口づけに吞まれて消える。

　今日はワルプルギス。

　甘い夜は、まだ始まったばかりだ。

























　──同おない年の兄が死んだ。

　花の薄うす紅べにと若わか葉ばの緑で彩いろどられる、美しい時期に。




　有あり体ていに言うと、兄は二度死んだのだ。

　一度目は、死に顔も見ておらず、葬そう儀ぎもなかった。報しらせを受け取ったのは、亡なくなってからずいぶん後で、おまけに証しよう拠こといえば素っ気ない報告の一文だけだった。

　二度めも本質は同じだ。死に目にもあえず、死に顔も見ておらず。騒さわぎがひとしきり落ち着いてから、もう少していねいに、彼は再び逝いったのだと、自領で手紙を受け取った。

『きっとまた会えると、お前たちに伝えてくれと言っていた』

　そう記していたのは、最さい期ごを看み取とった三番目の兄だ。屍しかばねを利用され、妖よう精せい王おうの器うつわにされていたのだから、散ちり際ぎわに自じ我がを取り戻せただけでも上等ではあるのだろう。

　そして、関わりの薄うすかった父も、ほぼ時を同じくして世を去った。兄に比して、父の死にはいまだ実感が持てない。こちらは葬儀を済すませたし、死に顔も見た。けれど、首と胴どうを蠟ろうで繫つなぎ、死に化げ粧しようして整えられたその姿は、まるでよく似た人形のようで。

　強く逞たくましい、父帝ウーベル。

　感かん慨がいもなかった。自分にとってこの父は、ただひたすらに畏い怖ふの対象であり、息をするように恭きよう順じゆんと敬けい意いを示す相手だった。

　ただ。棺ひつぎの中で花に埋うずもれたその姿は、安らかすぎるほど安らかなはずなのに。

　──どうしてだろう。苦しそうだと、感じた。
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（あーもう。なにが「また会える」だよ、パールの薄はく情じよう者ものめ）

　日中は容よう赦しやなく照りつけていた太陽も、この時間になると勢いを和やわらげる。

　夕ゆう暮ぐれ時どき、栗くり色いろの髪を撫なでていく風に目を細め、ユアンは心中で悪あく態たいをついた。

　噎むせかえるほどの濃こい緑、明るい黄や鮮せん烈れつな赤。夏へと向かう今の季節は、増しゆく熱気がすべての色をたぎらせ生命を吹き込む時。とはいえそれは明るい昼間の話で、今は草木も花も一様に夕ゆう陽ひを浴びて、淡あわい紅くれないに染そまっていた。

（明日は立夏ベルテイナ。つまり今夜はワルプルギス、……だな）

　ヴァゼタ領、紫し龍りゆう城じよう。高台に造られたこの城は、建物そのものは低めに造られており、市街の様子がほど近く窺うかがえる。

　眼下では、あちこちで夏迎えの篝かがり火びが焚たかれ、薄うす闇やみに沈しずみかけた街並みを明るく照らしていた。耳を澄すませば、華はなやかな歌や楽器の調べ、酒を飲んで騒ぐ人々の声が、かすかにここまで聴きこえてくる。

　その様子をバルコニーから眺ながめながら深くため息をついたところで、声をかけられた。

「ユアン殿でん下か、あまり外におられては、お風か邪ぜを召めしますぞ」

「アンドリューか。あのな……さすがにこの暑さで風邪引く気はしねえよ」

　すぐ後ろに控ひかえるのは、銀の混じる髪をきっちり整え、口元や顎あごに同じ色の立りつ派ぱな髭ひげを蓄たくわえた、初老の男。強こわ面もてで、濃のう灰かいの着衣がみっしりと盛り上がるほど大おお柄がらで筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうな彼は、名をアンドリュー＝ウリエンスという。今でこそ紫龍城の家か令れいを務めているが、ユアンにとって、もうほとんど育ての親に近いほど付き合いは長い。

　いかつい外見を裏切らず、先の挙兵でも、兄ジルフォードの加勢をしたユアンに随ずい行こうし、老体とも思えぬ一いつ騎き当とう千せんの働きを見せたところである。

（そーいえば昔は皇こう帝てい直属軍の重じゆう鎮ちんで、あの伝説の『紅あか髪がみの悪あつ鬼き』と一対一サシで渡り合ったって噂うわさもあったっけ……怖こわくていまだに真しん偽ぎのほどは聞けないけど）

　ふと脳のう裏りによぎった話を慌あわてて追い払うユアンに、アンドリューはあくまで渋しぶい顔だ。

「今夜はワルプルギス。春分節オースターラと違って民たみが主役の祭にございますれば、領主たるあなた様までも釣つられて夜よ更ふかしするのは感心しませんな。季節の境目の祝祭日には、あわいに寄りつく悪い妖精が人の子を連れ去りに来る、とも申しますぞ」

「迷めい信しんだろ。……いや、違うな。『悪い妖精はもう来ない』んだ」

「は？」

「……いや、こっちの話」

　先の戦いくさの裏側には、この世を異い界かいの化け物たちの餌えさ場ばにしようという、妖精王の企たくらみがあった。幸い、三番目の兄とその花嫁である少女の活かつ躍やくがあって、目もく論ろ見みは未み遂すいに終わったが、そんなことをこの家令に告げても混こん乱らんさせるだけだろう。

（さて）

　放っておくと心配症の家令に小こ脇わきに抱かかえて部屋に連れ戻されそうだ。軽く苦く笑しようしたユアンは「心配しなくても」と先手を打つことにした。

「暮くれきったら中に入るよ。風が気持ちいいんだ」

「さようでございますか」

　いかめしい顔のまま頷うなずき、「では、ゆめゆめご無理はなさらぬよう」と重ねた老家令の大きな背を見送ったあと、ユアンはバルコニーの下の景色に向き直った。

　──〝きっとまた会える〟

　思わず、唇くちびるが変に歪ゆがんだ。

「会えるわけないだろ」

　結けつ論ろんを、声に出して呟つぶやいてみる。

（だって……会えちゃ、まずいだろ）

　二度めの死をもって、彼は正しく天の岸辺アヴアロンに憩いこえたはず。再会はつまり、彼が無事に向こう岸にたどりつけなかったことを示すのだから。

（クロウ兄貴が看取ったんだ。絶対、ちゃんと満足して逝けたはず。でもオレは……オレはお前のために何がしてやれたんだろうか？　パール……）

　爆はぜる音すら聞こえてきそうな篝火の群れをぼんやりと見つめ、想おもいを馳はせる。

　ワルプルギスの夜は、あわいの日。夏と冬の境目に、あちらとこちらが最も近づく時。

　この晩ばんばかりは魔ま女じよたちは死者と踊おどり、妖精たちが浮うかれ歩く。祝祭に仮面はつきものだが、それは人に紛まぎれた人ならざるものをやりすごすためだと伝承にはある。うっかり鉢はち合あわせても、仲間と信じ込ませて魅み入いられることがないように、と。

（パール。たとえ間ま違ちがいでもいいから）

　バルコニーの手すりに、組んだ両りよう腕うでを預けて顎をのせ、ため息をつく。

　たとえば、通りを練り歩く、異い形ぎようを模もした仮面行列のどれかひとつに、とか。

　ふと思いつき、遠くで小さく燃える篝火の群れを摑つかむように片手を伸ばしてみた。

　五指の隙すき間まから、向こう側で闇やみに映はえる橙だいだいの火を透すかし見る。

　ひと目でいい。

「会いたかったな、……お前に」

　ぽつ、と呟いた瞬しゆん間かん。




「そっか。おれもだよ」




　あるはずのない返答が聴こえて、一いつ瞬しゆん、時が止まった。

「……へ？」

　視線をおそるおそるずらした先。バルコニーの、柵さくの上。

　少し離れた位置に、ユアンと並ぶように誰だれかが腰かけている。ちょうど、街を見下ろす自分とは逆に、街に背を向けて、編んだ亜あ麻ま色いろの髪を風に流している。

　明るい南の海の色を宿す瞳ひとみと、優しげな微笑ほほえみ。東方の意い匠しようを組んだ形なりも、すべてそっくりそのまま。




「パー……ル？」




　時間が、止まった。

　身を起こし、呆ぼう然ぜんと呟くユアンに、片手に持った革かわ表びよう紙しの本を挨あい拶さつのように掲かかげ、『彼』はにこっと笑えみを深めた。

「や。ユアン、元気？」

「元気だけど、……って」

（ゆ、夢……？　いや、違う）

　ぽかんと思考停止したのは一瞬。

　悪い妖精、来ちゃった。

（ってアホな冗じよう談だん言ってる場合か!!）

　たちまち襲おそってきたのは、心しん臓ぞうの凍こおるような恐きよう怖ふとなけなしの闘とう志しだった。

（パールのわけがない！　もしいるとすれば）

　──妖精王。

　パールの亡きがらを弄もてあそんで現世に出現していた、化け物の頭とう領りようだ。

（なんだってこんなところに!?　つーか、なんでまだ『こっち』にいるんだよ）

「な、『汝なんじが身を眼まなこより冒おかす、それすなわち冥めい府ふの真つつ闇やみ』……！」

　ここには、アンドリューも使用人たちもいる。いや、市街だってすぐそこだ。とっさに表情を引きしめ、聖せい詩し篇へんで対たい抗こうしようとしたユアンに、「わー！　待って待って」とパールの顔をした『それ』は慌てたように手を振ってみせた。

「そんな警けい戒かいしなくても大だい丈じよう夫ぶだし！　おれ、『妖精王』じゃないから！」

「信じられっかよ!?　胡う散さん臭くささ満まん載さいだろ！」

「いやもう胡散臭いのは十分存じ上げてますけど、それでも信じてってば！　おれ、単にユアンに会いに来ただけなんだよ。喧けん嘩かするためじゃない!!」

　身ぶり手ぶりを交えて説明する必死さを見ていて、ユアンはだんだん冷静になってきた。

（たしかにこいつ、どっからどう見ても、パールそのものだ。あの妖精王入りのパールは、口調も見てくれもよく似せてたけど、笑い方も雰ふん囲い気きも邪じや悪あくで全然違った。それじゃあ、本当に……）

　よく見たら、彼が抱えているのは、亡き異い母ぼ兄けいが生前につけていた日記帳だ。妖精王の支配から逃のがれる要かなめになったというその呪じゆ物ぶつの存そん在ざいに、ユアンは若じやつ干かん、張はり詰つめていた気を緩ゆるめる。

「……じゃあ、お前、パールか……？」

「違うよ」

「え」

　短い返答に、頭から冷水を浴びた心地ここちになる。あからさまに表情を強こわ張ばらせるユアンに、「ごめん、言葉不足だったね」と彼は微笑んだ。

「……妖精王じゃないけど、『パール』そのものでもないよ。人間でもない。聞いたと思うけど、おれの大半は、妖精王の消しよう滅めつと同時にきちんと彼ひ岸がんに憩えたからね」

　再び、全身に緊きん張ちようが走る。ごくりと唾つばを吞のみ、ユアンは慎しん重ちように彼から距きよ離りをとった。

「……どういうことだ？」

「妖精王は『モルドレッドの剣けん』で大方が消し飛んだ。けど、クロウ兄上が滅ほろぼしたのは、妖精王の自我なんだ。だから今も、いわば純粋な『力』の塊かたまりというか、外がい殻かくみたいなものは残ってる。あちらとこちらのあわいにたゆたうだけで、害意どころか意思すらないけどね。次に目覚めるとしたら、全然別の自我を持った『妖精王』だ」

　──パールに似ているが、パールではない。

　肩を竦すくめる『それ』に、ユアンは低く問う。

「じゃあ、なおさらお前はなんなんだ」

「なんだろうね」

　それは、ふと淡く笑った。

「妖精王と同化したまま、妖精王にもパールにもなりきれなかった。パールの記き憶おくも妖精王の記憶もある、……置いて行かれた残り物だよ」

　とりあえず、心は『パール』に極きわめて近いね、と彼は言う。

「この日記が、今のおれの『核かく』になってる。実はおれも、妖精王の一部分でもあるせいで聖詩篇が苦手なんだけど、よりによってその教典に偽ぎ装そうされた書物が依より代しろになるなんて皮肉だよね」

（うーん……？）

　よくは分からないが、妖精王もパールも、ほとんどは滅めつされたり浄じよう化かされているが、どちらも消し残りができたらしい。そのうち、妖精王寄りの部分は眠っていて、ここにいるのはパール寄りの部分。そういうことか。

「でも、妖精王の一部でもあるんだったら、お前が今日ここにいるのは、よくないことなんじゃないのか。聞いた話だと、ワルプルギスの夜に妖精王がこちら側に留とどまってたら、化け物がわんさか押し寄せてくるんだろ？」

「もうそこまでの力はないよ。あってもごめんだけど。絶対」

　くすくすと笑って、彼は「おれは番人」と言ってみせた。

「……眠りについた妖精王が目覚めないように寄より添そい、子こ守もり唄うたを詠うたって宥なだめ続け、少しずつその力を削そいで巻きとっていくのが役目かな」

「力を、巻きとる？」

「万一に備えてね。……そう、何事も起きないはずなんだ。このまま、あわいの地クルヴァッハに、戦で血が流れない限りは、ね」

「！」

「たとえば再びユナイアとの関係が悪化して、また大きな戦が起きれば……そうしたら、また同じことの繰り返しだ」

　不ふ穏おんな予告に、「……そうなのか」とユアンは歯を食いしばった。

　眉まゆを曇くもらせたユアンににこっと笑いかけ、「けど」と彼はかぶりを振った。

「おれは、クロウ兄上を信じてるから」

「え？」

「戦は、もう起きない」

　──あの人が、そんなことをさせないよ。決してね。

　静かな確信を秘ひめたその声を聞いているうち、ユアンはほっと息をついた。

「……おう。オレも、そう思う」

「だからおれは、実際のとこ、気楽なただの迷子。はざまの祝祭にだけ、ふらっとこちらにさまよい出てくる。……そういう、存在」

　百年か、千年か。

　眠り続ける本体が十分に磨すり減へり、次の世代に変わるまで、その時間は続くのだと。

　だが聞いた瞬間、ユアンはくしゃっと顔を歪めた。

「なんだよそれ……なんで、よりによってお前が残ったんだよ」

「え？」

「だって、オレはお前がちゃんと死にきれるようにって……」

　自分もヨミも、その魂たましいの安息を、ただ願って動いた。

　間違っても、永えい劫ごうに近い孤こ独どくな番人を強しいるためなどではなかった。

「だから、パールの大半は浄化されたって言ってるじゃん。ちゃんと叶ってるよ」

「でも、お前だってほとんど『パール』なんだろ。ほっといても危険がないくらい妖精王の力がなくなってるなら、なんでお前だけがそんな、むごい役割させられんだよ……」

　夜風が、彼の亜麻色の髪と、己おのれの栗色の髪を乱みだしていく。

　幾いく度どかぱちぱちと瞬まばたいたあと、ふっと『パール』は青い眼を細めた。

「むごくはないよ。だって、また会えるって、……言ったから」

「！」

「クロウ兄上たちに、そう言っちゃった手前ね。心残り、もう全部なくなったはずだったんだけど。ほんとのほんとはさ、きみやヨミが心配だった。それに、兄上と彼女がどんな風にこの先の未来を歩んでいくのかも見守りたかった。だっておれは……」

　呪のろいのためとはいえ、いたずらに命を奪うばってしまった黒こく龍りゆう兵へいやイルの民に償つぐないがしたかった。そして兄とともに守りたいと願った、クルヴァッハの、否、エルラントの進む道を見てみたいと思ってしまったのだ。

「おれ、意外と心残りの塊だったみたいで」

　我われながら情けない。生いき穢ぎたないよねえ、死んでるくせに、と。

　柵に腰こしかけたまま、宙ちゆうに足を蹴けり出し、からっと笑う『パール』に、ユアンはしばらく黙だまっていたが。

「なあ、パール」

「え？」

「パールって呼ぶぞ、いいな」

　いつの間にか、日はほぼ西に沈み、頭上には少しだけ明るさを残して星をちりばめた藍あい色いろが広がっている。

　以前のように、よく似たまがい物かもしれない。けれど、目の前の彼から悪意は感じなかった。よく親しんだ懐なつかしい気配に、己の直感を信じることにする。

「クロウ兄貴たちは知ってるのか？」

「何を」

「お前が……お前の心残りが、まだ消えきらずにいるってこと。そうだ。ヨミは？　会いに行ってやったか？」

　ユアンとしては、当然「あたりまえじゃん」と返ってくるかと思いきや。

「や、行かないよ」

「へ!?　なんで！　オレんとこ来る前にあいつんとこ行ってやれよ!!」

「ああ……そうだ、ユアンも今日おれに会ったのは内ない緒しよにしといてくれない？　ヨミやジル兄上にも、クロウ兄上にもさ……」

「なんだよ、それ」

　その言葉に、ユアンは若干気け色しきばむ。

「お前な！　あいつらがお前のこと、どれだけ心配してたか──」

「だからだよ」

　遊ばせていた脚あしを止め、彼はふわりと床に降り立った。

　風を孕はらんで、藍の上衣の裾すそが広がる。大理石に踵かかとが触ふれても、音がしない。まるで、質量ごとないように。

　不意に、実感する。

（ああ、──死んでいるんだ。やっぱり）

　ワルプルギス。季節も、昼夜も生死も曖あい昧まいになるこの日の、この時間に。自分は、現うつつにいざなわれた亡もう者じやと話をしている。

「会いたいんだけど、怖い。不安なんだ」

「不安？」

「せっかく思い切れたのに……おれが目の前に行くことで、また、過去にしがみついて生きるようになっちゃうんじゃないかってさ」

　──たしかに。

　殊に末まつ弟ていのヨミはパールを慕したうあまり、その影かげに縋すがりついた経緯いきさつがある。亡き兄を蘇よみがえらせようと、妖精王の唆そそのかしに耳を傾けてしまうほどに。

「おれという存在は不安定だから。霍香パチユリーを焚たく死者の迎え火に紛れて、きみに会えたのは運が良かった。条件が揃そろうのは……これっきりかもしれない。もっと言えば、あと一分、一秒後には、あわいに引き戻されてきみの前から姿を消しているかも。だからだよ」

「……そう、なのか？」

　自分はもう、この世のものではないから。前向きに生きようと誓ちかったはずの末弟が決意を翻ひるがえすことになるのは避けなければ、と。パールは俯うつむいた。

「これからの歴史はきみたちが紡いでいくんだ。おれはもう、ただの傍ぼう観かん者しやでしかない。だから……」

「会ってやれよ！」

　さえぎるように、より強い調子で押すユアンに、今度はパールが呆れた。

「ユアン。きみね、話を聞いて……」

「余計な心配しなくても、あいつは……ヨミは、そんなに弱くない。もうちゃんと自分の足で立って生きていける。それから、すぐにとは言わないけど、クロウ兄貴たちにも会ってやってほしい。だから、……これで最後とか言わず、絶対また戻って来いよな」

　──ちゃんとみんな、それぞれに未来を紡ぐ覚かく悟ごを決めているから。

「いつか、でいいからさ。お前が自分から会いに行くまで、兄貴たちやヨミには黙っといてやるよ。まあ、イグレック兄貴だけは泡あわ吹ふいて腰こし抜ぬかすかもだけど、それはそれで見てみた……イヤ、なんでも」

「……そう」

　ほのかに笑い、パールは上を見上げた。

「きみたちが、前に向かっていけるのなら」

　──おれも、安心して見守れる。

　その言葉に、今度はユアンが、ふと不安になった。

　時とともに歩み続けた、その果ては。誰も彼もが、必ずこの先、パールを置いて先に逝く。自分もそうだ。知らない人ばかりになった世界で、彼はどんな気持ちで妖精王を眠らせ続けるのだろうか。

「それでお前は寂さびしくないのか？」

「まあ、寂しくないって言ったらウソになるけど、しょーがないし？」

　そうなっちゃったもんは足あ搔がきようもないじゃん、と軽く流す異母兄に、ユアンは胸にざわつくものを覚えた。

　──〝冬の寒さは、朝の光を美しくするんだって〟

　ふと。いつか、彼と一緒に空を見上げた記憶が甦よみがえる。

　あれはこんなに暖あたたかい季節ではなくて。骨の髄ずいまで凍いてつくような真冬の夜更けに、雪を踏み分け連れ出して励はげましてくれた。

　──〝我が慢まんしただけ、綺き麗れいな夜明けが見られるだろ〟

　あの時、空を見上げながら飲んだ、胃いの腑ふに沁しみるようなバター茶の甘あまさが忘れられない。湯気の含ふくむシナモンと蜂はち蜜みつの香り。

（あの時からオレは）

「パール。オレ、お前のそういうとこ嫌きらいかも」

「え？」

　いきなりあんまりな宣せん言げんをされ、パールは少なからず面くらったようだ。絶句する彼に、ユアンはなおも言ってやった。

「お前って、いっつもそうだ」

　負の感情はちゃんとあるくせに、全部吞み込んで、周りに綺麗なものだけ与あたえようとする。いつだってするのは、人の心配ばかり。励まされてばかりではなく、こちらも同じ物を返したいのに。

　──だから。

「おし決めた。オレ、ヴァゼタ領をエルラントでいちばん豊かにする！」

「クロウ兄上のクルヴァッハ領を超えるのは難むずかしいと思うよ？」

「水さすなよ」

「……って、ホントさっきから、いきなり何？　あれもこれも、脈みやく絡らく皆かい無むなんだけど」

「まあ聞けよ。そんで、お互いを大事にできるような嫁よめさんもらって、子供十人くらいつくって、一いつ生しよう懸けん命めい全力絞しぼるまで働いて、老後はへらへら笑いながら孫に囲まれて暮らして、百歳くらいまで長生きしてコロッと死ぬんだ」

「？　う、うん」

「ヴァゼタのユアンってったら脳みそお花畑な幸せ野や郎ろうの代だい名めい詞しだと言われるくらい、うんと人生楽しむことにする。んで、死んだらさ……」




　──正教で葬そう式しき挙げないことにするよ。




　続きを聞いて、パールは一瞬、沈ちん黙もくし……やがて、当然のように仰ぎよう天てんする。

「はあぁ!?　なんで!?」

「聖詩篇でちゃんと彼岸に送られちまったら困るからだよ。教会育ちだけど、百年くらい経たったら影えい響きようも抜けるだろ」

「いや、そこじゃなくて!!　きちんと葬ほうむられなかった死者の末路、きみはよく知ってるはずだろ!?」

　妖精たちは、正しく送られなかった屍を玩もてあそび、魂を連れ去っていく。

　現に、パールがそうだ。もっとも彼の場合、並なみ大たい抵ていの聖せい職しよく者しやの詠う聖詩篇では歯が立たないほどの大物に目を付けられ、器にされてしまったわけだが──

「うん。だから、他のやつに捕つかまる前に、お前が迎えに来てくれ」

「！」

「オレは精せい一いつ杯ぱい楽しんで生きて、もう腹いっぱいだってくらい満足して死ぬから。だから死んだあとはお前にやる」

　頰ほお杖づえをついていた手すりから身を離し、アイアンレースに摑まって思い切り伸びをしたあと。くるりと振り返り、異母兄に限りなく近い『何か』に、にっと微笑みかけた。

　──明るい南の海の瞳はしかし、もう笑ってはいなかった。

「気軽に言っては駄だ目めだ。ユアン」

　怖いくらい真しん剣けんなまなざしで、彼はゆっくり確かく認にんしてくる。

「おれはもう、人ではないから。その場限りの噓うそや社交辞令なんて利きかない。声にされた誓いは本気にするけど、いいの」

　ぽつぽつと、パールの抱える日記帳が蒼あおい鬼おに火びを発する。呼こ応おうして、彼の足元の影がざわめいた。いつかのように無数の目玉や牙きばの並ぶあぎとが開くことはなかったが、思わずごくりと唾を吞み込む。

（……でも、妖精王とは違う）

　これがただの脅おどしで、本当に心配してくれていると分かるから、恐おそろしくはない。
















「いいよ」

　それが、少しでもお前の癒いやしになるのなら。

「死んだあとくらい、付き合わせろよ。だからそん時は、条件がどうのとかすっ飛ばしてでも絶対迎えに来い。つーかさ、……多少は我わがまま言えっての。同い年じゃん、オレら」

　ユアンが重ねたとたん、パールはくしゃりと泣き笑いの表情になった。

「……『汝、その昼が陽光の祝福とともにあるように』」

　不意に彼が口にした言葉に、「なんだよ、聖詩篇苦手じゃないのかよ」とユアンは笑う。

「もと人間だし、『知識』の末まつ端たん枝し節せつだからまだ平気なんだよ。……気持ちは嬉うれしいよ、ユアン。けど今は、話半分に聞いとくから。気が変わったら遠えん慮りよなく言いなよね」

「あいにくと気は長いほうなんだよな。あー、けど。クロウ兄上やヨミから同じ提案されたら断れよ。いかにも同じこと言いそうだけど、オレだけにしとけ」

　不意に──他人のように見送った父帝ウーベルを思い出す。

（棺の中で花に埋うずもれて……あれは、親父おやじが苦しそうだったんじゃない。あの人とろくに話もしないまま見送る、何もできないオレが苦しかっただけなんだ）

　ただの家族になどなりえない相手だった。けれど、その死も。存在も。記憶となり、過去になっても、少しずつ向き合って受け容れ、悼いたんでいこうと思う。

　リグレイン妃ひの私し生せい児じだというパールは、血の繫がりこそなかったが……それでも、あの父を中心に、『兄弟』という絆きずなを持てた。

　どんな姿になり果てても、パールは大切な兄だ。手を携たずさえて苦く難なんを乗り越えていける存在を与えてくれたのは、紛まがうかたなくあの父なのだから。

「パール、言い忘れてたけど。オレはお前にもう一度会えて、嬉しい。お前が……パールそのものじゃなくてもいいよ。自分勝手な言い分でごめんな。……お前が、お前の一部が、オレたちを心残りだと思ってくれてたことが、嬉しいんだ」

「……そっか」

　それきり、沈黙がその場に落ちる。

　夕暮れはもうすっかり藍に染まり、ほとんど夜だ。暗くら闇やみが濃くなったから、祝祭の火がこんなにも映える。

　次はいつ、彼はこちらに来られるのだろうか。ふと、そんなことが気になった。

　死んだあとは、己の自我がどこまで残っているかなんて分からない。自分が自分であるうちに、生きて話せるのは、もう、これっきりになる可能性もある。

（なら、……）

　だからこそ、今は明るく誘うことにしよう。

「パール。こんな風に、ちょくちょく寄ってけよな。兄貴たちに会うとか、償つぐないの墓参りとか、用事がない時で構わないし。次は立冬サウインか？　季節のはざまの祝祭のたびに、この場所で待ってるからさ」

「あのね。だからおれは、これからもこちら側に来るって約束できるわけじゃ……」

「──毎年来てもいいようにしておくから、ってことだよ」

　きっぱり断言すると、街の灯ひを背に、腕を回して部屋に戻るユアンに、パールはぽつりと声をかけた。

「きみは変わったね、ユアン」

「ん？」

「……努力家なとこは変わってなさそうだけど。昔みたいに、イグレック兄上に怯おびえたり、自分に自信なくしたり。そういうのはもう、ないんだろうなって」

「どうかな」

　──いつの間にか、日はとっぷり暮れている。

　相変わらず、自信ならしょっちゅう無くすし、この夜空の闇のように暗く重い気持ちになることもある。思い悩んで眠れない日だって。

「けど、寒さに耐たえたぶん、綺麗な夜明けが見えるって、お前が教えてくれたし」

　夜の中にも、目を凝こらせば星が見えることだってあるだろ、と。

（太陽にも、月にもなれなくていいや。星ほし粒つぶには星粒の、よさがある）

　人差し指を上に向けて天を示すユアンに、パールはわずかに目を瞠みはった。

　眼下に広がる民の焚く篝火は、いつの間にか熾おき火びとなり。初夏の星座が覆おおう夜空と相まって、まるで天と地の両方に星空が広がるようだ。

　向き合えば、ほら。闇に紛れるかすかな光だって──ちゃんと美しい。

「そうだね」

　──ありがとう。

　宙にほどけたかすかな礼は、たしかに耳に届いたが。ユアンは口くちの端はを緩めたきり、あえて聞かないふりをした。




　──同い年の兄は死んだ。

　花の薄紅と若葉の緑で彩られる、美しい時期に。

　一度目も、そして二度めも。自分はただ無力で、その死の事実に打ちのめされ、俯くしかなかった。今はもう亡き彼の──明るい、あたたかな南の海のような双そう眸ぼうを見ながら、ユアンは唇を嚙かむ。

　沈みきる間ま際ぎわの茜あかね色いろを眺めるその青は、まるで、夕陽を受け容れる海のようだった。そのおおらかさに、救われてばかりだった頃を想う。

（けど、次は、返すよ。ちゃんと）




　──決けして独りで逝かせはしない。


























　花の庭は、嬉うれしい報しらせを運んでくれる。

　そう教えてくれたのは、誰だれだっただろう。

「ねえ。クロウ、パール。きみたちは──」

　もう、その顔も思い出せないほど昔の話だ。

　林りん檎ごは赤く、葡ぶ萄どうは紫むらさきに熟うれて、すべてが実りの色に染そまる秋。

　広大な離り宮きゆうの湖の向こう。紅べにを奥に秘めた小さな白い花を、けぶるように咲かせるアベリアの生いけ垣がきの奥で、柔やわらかく微笑ほほえんでいたその人の。覚えているのは、淡あわく笑えみを浮うかべる口くち許もとだけ。

「──きみたちは、どんな大人になりたい？」

　今となっては、夢かうつつかさえおぼろげで。

「大人になったら、何になりたい？」

「俺は、……」

　その問いになんと答えたのか、それすらもう思い出せないけれど。
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　城じよう壁へきを伝う蔦つたや、城じよう下かの果か樹じゆ園えんの葉は紅くれないに。砂さ糖とう楓かえでの葉は甘あまい樹じゆ液えきの滲にじむような赤味がかった琥こ珀はく色いろに。収しゆう穫かくを間近に控ひかえた小麦畑は黄こ金がね色いろに。

　黒こく龍りゆう城じようの中庭は、視し界かいに入る景色だけでも十分に彩いろどりが華はなやかだ。秋あき薔ば薇らの橙だいだいや薄うす紅べにや白。鮮あざやかな緋ひに色づいたナナカマドを、枝から枝に渡る瑠る璃り色いろの小鳥がせわしなくついばんでは飲み下す。

　──クルヴァッハの秋は美しい、と。

「言ったとおりだっただろう？　フェル」

　かつて教えてくれた人は、こちらを振り向いてそう告げた。

「はい。クロウさま」

　穏おだやかに、少し得意げに。口許をほころばせるその顔に、今なら、なんのためらいもなく素す直なおに微笑み返せることが。

　ただ、幸せだ。




（クロウさま、……結構髪伸びたよね）

　ガラス越しに黒龍城の中庭が望める、聖堂の奥で。

　ぱちん、ぱちん、と一定の調子で響ひびく剪せん定てい鋏ばさみの音を聴ききながら、フェルはぼんやりと夫の背を見つめた。

　黒い衣い装しように黒い髪。昔は編んでも腰こしに届くほどに長かったそれは、一度短く切られたあと、今はもう肩につくまでになっている。

　一年以内にフェルを娶めとるという誓いのために敢えてそのままだったという彼が、「お前が隣となりに居る今、また伸ばし始めることにした」となんでもないように笑ったのは、仮かり初そめ夫ふう婦ふがただの『夫婦』になった時だった。

　──先の初夏。

　フェルは、目の前で庭木の手入れをしている青年と、正式に夫婦になった。今の身分は、正しく黒こく龍りゆう公こう夫ふ人じんだ。エルラント帝てい国こくの宰さい相しようにして、長ちよう兄けいジルフォードが龍ペをン率ドいラるゴ者ンの名を継つぎ帝てい位いに就ついた今、繰くり上あがりで皇こう太たい子しとなった人の妻。

（何かにつけ思うけど。夢みたいな話だなって）

　フェルの元の身分はといえば、孤こ児じ院いん育ちのド庶しよ民みんで、彼の国とは敵対していたユナイア王国の出だ。それを、彼はとんでもない裏うら技わざ反則技を連続で駆く使しして、フェルの名前も生おい立たちもそのまま娶めとってしまった。

　正式な夫婦になって、もう五カ月が経たつ。




　──〝奥方さま！　本当に、奥方さまが戻られたぞ！〟

　──〝おかえりなさい。おかえりなさいませ、奥方さま……!!〟

　どこまで城じよう主しゆから聞かされていたものか。

　一年ぶりに戻った黒龍城では、使用人も兵も駆かけ寄よるように総出で迎えてくれて。抱きつかれてはもみちゃくちゃにされたり、とか。

　そのうちに誰かが「夢みたいだ」と涙ぐみ始め、あっという間に貰もらい泣きが広がって、気づいたらフェルも一いつ緒しよになって泣きだしてしまい、クロウを困らせてしまったり、とか。

　ぎりぎり滑すべり込み、立夏ベルテイナに間に合った婚こん礼れい。そして、とうとう迎えたワルプルギスの晩。

　恥はずかしいことに知識ほぼ皆かい無むで臨のぞんだ初夜で、がっちがちに緊きん張ちようしていたフェルに、彼は淡く笑んで。

　──〝フェル〟

　シーツに背の沈しずむ感かん触しよくは、仮初の〝初夜〟で彼に短たん剣けんを突つきつけられた時と同じはずなのに。

　名前を呼び、耳に寄せられた唇くちびるも、紡つむがれる声も吐と息いきも。頰ほおをたどる指先も。今までで、とびっきりに甘くて艶つやめいていて──




（ひぃいっ……、ってどさくさに紛まぎれて何を思い出してるのわたしの馬ば鹿か!!）

　急に、枝に触ふれている彼の長い指や、薄うすい唇を見るのが恥ずかしくなってしまい、フェルはぶんぶんと頭を振ふって不ふ埒らちな回想を追い払った。そういう関係になって結構経つはずなのに、こればっかりはどうにも慣れない。

　どきどきと速くなった鼓こ動どうを無理やりに落ち着かせ、フェルははあっと息をつく。

　立夏ベルテイナの五月柱メイ・ポールや火祭をともに眺ながめ、夏至リーザの銀鐘を二人で吊つるし。噎むせるような濃こい緑も、鮮せん烈れつに目に焼きつく黄色の花々の彩りも、一緒に味わったはずなのに。考えれば考えるほど、都合のいい夢でも見ているんじゃないかと思ってしまう。というか、そう。

（……眠い……）

　春でもないのに、最近、ひどく眠い。等とう間かん隔かくで響く、クロウの鳴らす鋏の音が心地ここちよくて、さらに眠ねむ気けを誘さそってくる。同時に慣れない倦けん怠たい感かんもある。決して悪い原因ではないのは分かっているのだが、こればかりはいかんとも受け容いれがたい。

（そうだよ。今日こそ、今日こそ言わなくちゃ）

　なんとなくためらってしまって、切り出せなくて。気づいたら何日も経ってしまっている。侍じ医いにも、ラナや侍じ女じよたちにも、「早く教えて差し上げてください！」と急せかされているのに。

（うう、ものすっごい手持ち無ぶ沙さ汰ただし。庭木の世話、わたしもお手伝いできたらいいんだけど。このあたり、クロウさま以外は触さわっちゃいけないちょっと奥まった場所だもんなあ）

　庭木──といっても毒草毒木ばかりなのだが──の世話のために彼が休きゆう憩けいを取るのは、決まって午後。眠る間も惜おしんで働く多た忙ぼうな夫と、それを手伝うフェルが、昼日中から気き兼がねなくくつろいで過ごせるこの時間は、とても貴き重ちようだ。

　このまま睡すい魔まに屈くつして船をこぐのはもったいなくて、何か会話でも、と思いついたのがきっかけだ。

「あの」

「？　なんだ、フェル」

　そう。フェルには、彼について、かねてより疑問だったことがある。




「クロウさまってよくグレませんでしたよね」

「……藪やぶから棒ぼうにどうした？」




　彼はシュア・ノーツァの枝を確かく認にんする手を止めて振り返り、首を傾かしげて視し線せんを向けてくる。群ぐん青じようの一いつ対ついが訝いぶかしげな色を浮かべていて、フェルは少し焦あせった。

「あ、いえ。ごめんなさい間ま違ちがいました。十分グレるはグレてらっしゃいましたから、正しくは、よくまっとうに育ちましたね、でしょうか。でも、よく考えたらさほどまっとうでもないからそれも違いますね……うーん」

「おい。表現に悩むふりをしてしれっと喧けん嘩かを売るのはやめろ」

　たしかに失礼な自覚はあったので、フェルは「すみません。……リグレインさまのことを思うと、その……」と小声で付け足した。

　亡くなった彼の実母リグレインとはフェルも面識があったが、親子で引き継いでいるのは外見の特とく徴ちようや策さく士しなところぐらいで、根本的な気質や倫りん理り観かんはおよそ違うように思える。

　それ以前にまず、あの毒母の代表格のようなリグレインが、幼少時の我が子とまともに触れ合えていたのかが疑わしい。

（リグレインさまは、生まれたばかりのクロウさまのことをくびり殺そうとしたそうだし……なんというか、そもそもよくぞ無事でいてくださったなって……）

　自分から振ったものの続きを言い淀むフェルに、クロウはさらりと答えをくれた。

「ああ。七つかそこらまでは、ジルフォード兄上の母君にあたる、第一妃のジゼラ妃のところに身を寄せていた」

「……それ、ジルフォードお義に兄いさまから聞いたことがあります。以前皇こう宮ぐうでお世話になった、あの離宮ですよね？」

「そうだ。途と中ちゆうからはパールも一緒にな。とはいえ四つか五つぐらいからは、父上の命で、毒に慣らすように次し第だいに母上の離宮にも戻されるようになってはいたが」

　なんと返したらよいのか困って、フェルはとりあえずいちばん気になったところに突っ込むことにした。

「それにしても。ジルフォードお義兄さまのお母様、ですか」

　名前と基き礎そ情報くらいは知っている。

　皇こう妃ひジゼラ＝ギーネヴァ＝エルラント。名門ギーネヴァ家の出で、その優すぐれた人ひと柄がらと血ち筋すじの高こう貴きさ、第一皇おう子じを生んだ功績から、三人の妃のうち、唯ゆい一いつ名に〝エルラント〟を冠かんすることを許された女性だ。

　最愛の妃だったリグレインにすら与あたえられなかったその名を持ち、当時は後宮において皇こう帝ていですら手出しできない権けん力りよくを誇ほこった──実質、女性の最高権力者の座ざにあったと言っていい。

（お身体からだが弱くて早そう世せいされたってお話だけど……）

「どんなかただったんでしょうか」

　身を乗り出したフェルに、クロウはしばらく思案したあと、重い口を開いた。

「……あんな感じだった」

「…………えっ」

　つまりどういう感じですか。

　一いつ瞬しゆん、フェルは返答に窮きゆうした。察したらしいクロウが、補ほ足そくをくれる。

「ジルフォード兄上の女性版だと思ってくれたらいい」

　が、その内容は余計に反応に困る代しろ物ものだった。

「それは、なんというか……アレですね」

「アレだろう。といっても、兄上は途中まで巧こう妙みように本ほん性しようを隠かくしていたわけだが……ジゼラ妃が亡なくなったあとに、しばらく経って兄上がああなった当時は、〝亡き母の霊れいがとりついた〟とずいぶん噂うわさになったくらいだ。俺は、……血は争えないんだなと改めて思った」

「……そ、そうですか」

　なお、育ちによって『あんな感じ』が増ぞう殖しよくするのを防ぐために、離宮の侍女頭が奮ふん闘とうしてくれたお陰かげで、クロウやパールはなんとかなったらしい。

「とはいえ、ジゼラ妃にはそれは世話になった。実じつ子しとなんら分わけ隔へだてなく接してくださったからな」

　たとえば。

　早くに物もの心ごころつき、実の母親ではない人の離宮に世話になっていることに気き後おくれし始めたクロウの様子をいち早く察したジゼラは、彼の首根っこを押さえてこんこんと諭さとしたそうだ。

　──〝何を今さら野の鼠ねずみのようにビクビク竦すくみ上がっているのだね、おちびさんよ。きみは私の預かり子で、私の離宮に住んでいるのだから、つまりうちの息子むすこも同然だ。は？　理り屈くつが分からない？　考えるな感じろ。血の繫つながり？　ハハハ気にするな私は気にしていない！　だから何も気兼ねしなくていいのだぞ！　なんなら全ぜん裸ラで離宮じゅうをうろついてくれても構わないくらいだ！〟

「以上、口を挟はさむ隙すきもなかった。幼おさな心ごころに忘れられない長なが台詞ぜりふだ」

「え。それ、本当に第一妃ですか。ただのジルフォードお義兄さまじゃないですか」

「だから、ただのジルフォード兄上だったんだ。性別と年ねん齢れいと立場が違うだけのな」

「……す、すごいですね？」

　聞けば、パールもこんな調子で半ば強ごう引いんに彼女の預かりになっていたらしい。

「それにしても、クロウさまのことをおちびさんって……。まあ、当然そういう時代があったんでしょうけども。む、結びつかないですね」

　唸うなるフェルの前で、かち、と鋏を閉じ、彼は懐なつかしそうに目を細めた。

「後宮では、紛れもなく、ジゼラ妃が頂ちよう点てんだった。その統とう率そつ力りよくを認みとめていたからこそ、父上もそうそう手だしできなかったんだ。存ぞん命めい中ちゆうは」

　豪ごう快かいな人柄に反して病弱だったジゼラ妃が亡くなったのが、クロウが七つの頃。そこでパールともどもリグレイン妃の離宮に正式に戻されてから、彼の地じ獄ごくは始まったのだ。

「……」

　本当に、気晴らしに振る話題ではなかった。これは確実に自分が悪い、とフェルが猛もう烈れつに反省していると、「いろいろ思い出してきた」とクロウが顎あごに手を当てる。

「おちびさん、といえばだ。俺やパールのことをそう呼んでいたのは、ジゼラ妃だけじゃなかったんだぞ」

「え？」

「母上の離宮に戻されてからの話だが……お前も知ってのとおり、あそこは庭園が広いだろう。パールも俺も、揃そろって敷しき地ちを巡めぐるのが好きだった」

　湖を越こえて木こ陰かげに涼すずめば、誰にも見つからず、日常の煩わずらわしさをすべて忘れて過ごすことができるから。

　実母と彼の確かく執しつを知っているだけに言葉が見つからないフェルに構わず、彼は続ける。

「……そこに、馴な染じみの庭師がいて。彼がいろいろなことを教えてくれたんだ」

「いろいろなこと？」

「知識で身を守る術すべ。薬草と毒草の基礎知識。神話や簡かん単たんな聖せい詩し篇へん。ただの庭師にしてはずいぶん博はく識しきだったな」

　そして、人に優しくあること。「大切なものを守ることの大切さ」を。

（庭師、かあ）

「あ、ひょっとして」

　夫愛用の銀の如じよ雨う露ろや剪定鋏を見やりながら、フェルは手を打つ。

「クロウさまが、お庭を触るのが趣味なのも？」

「正解。彼の受け売りだ」

　もっとも『彼』の場合は、別に毒のある種類に限っていなかったがな、と付け加えつつ。

「遊び相手をしてもらいがてら何度も作業を手伝っているうちに、自然と自分でもやってみたくなって」

「まさか、あなたの庭が毒草ばっかりになるとは、そのかたも予想できなかったでしょうけれど。……でも、そうだったんですね」

　予想が当たって密ひそかに悦えつに入いるフェルの前で、クロウは苦く笑しようする。

「パールにとっての父親代わりが俺なら、俺にとってのそれは彼かもしれない。それぐらい、探たん検けんのたびに会いに行くのが楽しみだった」

　何年か経ち、十とおになる頃には離宮からいなくなってしまったが、なぜか行方ゆくえは誰も知らなかった。

「笑顔が子供みたいに無む邪じや気きで、泥どろだらけになっても遊んでくれたり、時には剣けんまで見てくれたり」

「……そのかたが、幼おさない頃のあなたの心を守ってくださったんですね」

　顔も名前も知らない相手だが、フェルはそっと感謝した。

　時々会うだけの庭師であっても、彼が悪意に晒さらされず過ごせる時間を持っていたことが嬉しかったのだ。

（そういえば、意外に子供好きだし、相手するのも上手だもんね、クロウさま。パーシヴァルさまと接してたからだと思ってたけど、そのかたからいろいろ習ったのもあるのかな？）

　彼がベルファスティスまで押しかけて求きゆう婚こん騒そう動どうを起こした際、急に現れた眼光鋭するどい『エルラントの毒どく龍りゆう公こう』に怯おびえていた孤児院の仲間たちが、半日も経たないうちに「クロウにーちゃん」と呼ぶまでに懐かい柔じゆうされていたのを思い出す。いっそ不気味なほどの手て際ぎわのよさで、なんの黒くろ魔ま術じゆつを使ったんだとフェルはガウェインともども戦せん慄りつしたものだ。

「今、何か失礼なことを考えていなかったか？」

「いいえ全然」

　にっこり笑ってフェルがごまかすと、「疑うたがわしいな？」と彼は冗じよう談だん交じりに目を眇すがめる。

「まあ、その庭師については、俺ももう顔もおぼつかないんだ。ただ、髪が鳶とび色いろで、瞳ひとみが金茶で、名前は……なんだったかな。何度も考えるんだが、どうしても思い出せない」

「小さい頃の記き憶おくって、案外そんなものですよね。ところどころ、忘れちゃいけない大事なことだけ、まばらに残っている、というか」

　何事か思案するクロウの前で、フェルはそっと己おのれの腹ふく部ぶを撫なでた。アイアンレースのベンチに腰かけて、膝ひざかけはいつもより上に引きあげている、その理由。

　……大事なこと。

（伝えないといけないことがあるのに……うう。だんだん本ほん筋すじから離はなれてく）

　どうしてこんなに躊躇ってしまうんだろう。

「忘れたいことは、案外覚えているのにな」

　苦笑交じりに付け足して目を伏ふせる彼の独白に、どくん、と心しん臓ぞうが脈打つ。

　──〝絶対喜ぶはずです、それは間違いないと思うんです〟

　クロウに伝えないといけないとある件について、城内実務をとりしきるケイには先に伝わっていたらしい。彼はひとしきり我わがことのように喜んだあと、「クロウさまにいつ、どうやって伝えたらいいでしょう」と相談したフェルに、少し苦みの滲む顔で微笑んだ。

　──〝それは是ぜ非ひともご自身の口からお伝えすべきです。奥方さまが伝えられるまでは、我が君には死ぬ気で隠しとおすよう使用人には厳げん命めいしときますよ！　皆みな、言わなくても分かってるとは思いますが。ただ、時じ宜ぎに関しては……〟

　絶対、踊おどり狂くるって宙ちゆう返がえりして喜ぶと思うんですけどねえ、と前置いたうえで、彼が付け足した言葉が脳のう裏りにこびりついている。

　──〝自分めも、確信がないってのはあります。なにせあのかたは、ご家族に恵めぐまれなかったので……〟

（あーもう、なんでこんな気にしすぎるかな！　とんだへっぴり腰！　羆ひぐま狩がり手伝いの日ひ雇やといでも、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの石切り仕事でもキノコ採とりでも、こんなに緊張したことなかったってのに！）

　とはいえ、始めてしまった話題の続きが気になるのは確かだ。「その庭師さんのこと、覚えてる限りでいいから知りたいです」と、フェルは興味の赴おもむくまま尋たずねた。

「俺ももう、昔のことすぎてあまり覚えていないんだ。名前も思い出せないくらいだから」

　クロウは首を傾げ、視線を巡らせた。

「だが、……彼との話で、ひとつ忘れられないことがある」

　秋薔薇が綺き麗れいだったから、ちょうど今ぐらいの季節だったかな、と。

　彼は懐かしそうに目を細めた。
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『彼』は、実に自由奔ほん放ぽうな人物だった。

　庭師という職こそ使用人の中では地位が高いものではあるが、それでも所しよ詮せんは仕つかえ人びと。だというのに、クロウのこともパールのことも、まるで弟や息子のように接してくる。けれど、不快さはまったくなかったので、呼び方も口調も気にとめたことはない。

「やあ。また来たのかい。おちびさんたち」

　その、穏やかな声を聴くのが好きだった。大きな手で、当時は短かった黒くろ髪かみをわしゃわしゃと搔かきまわされるのも。

「今日は剣を教えてくれ、〝……〟」

　ぶっきらぼうに練習用の木もつ剣けんを差し出すと、「いいよ」と彼は楽しそうに受け取る。剣けん術じゆつの稽けい古こは紅こう龍りゆう師し団だんの高位軍人からも指南を受けていたが、幼いながらに、クロウは彼のほうが強いと知っていたのだ。

「手加減はなしで。今度は負けない」

「ふふ、それはどうかな？」

　不敵に笑ってみせるその口許も、「ねえ、〝……〟！　おれもおれも！　けん、おしえて！」と、隣でぴょんぴょん跳はねるパールの頭を撫でる大きな手も。

（安心、する）

　根っからの子供好きなのだろう、楽しそうで、少年めいた悪戯いたずらっぽさが垣かい間ま見みえて。邪じや気きに晒され慣れた身には、そんな滲にじみ出る人柄の良さがひときわ沁しみたものだ。

　興味本位で、実際子供がいるのか聞いてみたところ、「娘が一人ね」と教えてくれた。

　すっかり気の緩ゆるんでいたクロウは、その時、つい口を滑らせてしまった。

「ふうん。その子はいいな。〝……〟みたいな父親がいて。俺も、あなたみたいな……」

　──父が欲ほしかった。

　その先を慌あわてて吞み込み、クロウはぱっと視線を逸そらした。

　それは、常つね日ひ頃ごろから考えないようにしてきたことで。

　群青の鋭い瞳といい顔立ちといい、クロウの容よう姿しは兄弟の中で、最も父親に似ている。血の繫がりを否定しようもないあの人と──比べてもどうにもならないのに。

「ごめん、……失言だった。忘れてくれ」

　恥じ入って俯うつむくクロウの頭をぽんと撫で、庭師は、そっと呟つぶやいた。

「ありがとう。おれも、きみたちが息子だったらよかったのにって思ったことはあるよ」

「え、……」

「さあ、これで失言仲間だ」

　あいこだね、と笑う彼の、少しだけ遠くを見るように和なごませた瞳が、優しく、どこか切ない色を浮かべていて。まだ幼いパールが、「ふたりともどうしたの？」とわけも分からず首を傾げていたこともあり、クロウはそれ以上、何も言えなかった。

　人気のない湖の裏でいつものとおり戯たわむれたあと、疲つかれた身体を大きく広げて、草むらの上に三人揃って仰あお向むけになる。空の青と雲の白が綺麗だった。

（ずっと、こんな時間が続けばいいのに）

　悪意の滴したたる母の笑顔も、巌いわおのような父の無関心も忘れて──穏やかで、あたたかな。

（なんてな）

　無む為いな感かん傷しようを振り払っているクロウに、彼はふと、こんなことを尋ねてきた。

「きみたちは、大きくなったらどんな大人になりたい？」

　唐とう突とつに過ぎる質問の意い図とが読めず、首をひねって、隣に寝ね転ころがる彼の顔を窺うかがい見ようと試みる。彼は、金茶色の眼めを空に向けたままだった。

「……どんな大人……」

　クロウは繰り返し、眉まゆ根ねを寄せて思案する。

「将しよう来らいの夢、とかでもいいよ？」

　返答に詰つまったクロウよりも先に、上半身を起こして喰くいついたのはパールだ。彼は明るい青の瞳をきらきらさせて叫さけんだ。

「おれは、クロウあにうえと同じくらい剣が強くなりたい！　あと、あにうえみたいに頭がよくなりたい！　それで、せかいじゅう、いろんなところに行っていろんなことを知って、あにうえの役に立つんだ！」

「そうか！　パールは兄想いだね。優しい子だなあ」

　にっと破顔して、大きな手を伸ばして亜あ麻ま色いろの頭をがしがし撫でる庭師に、同母弟おとうとはくすぐったそうに笑い、頰を赤らめた。

「クロウは？」

　続けて念を押すように問われ、クロウは困った。

（将来のことなんて）

　舌の上に、咽の喉どの奥に。胃いの腑ふの中に。……先日、実母に盛もられた毒の苦みが、焼けつく痛いたみがこびりついているようで。あの、笑みに歪ゆがむ真っ赤な唇で、『あらあら。まだ生きているのね。呪のろわれた子』と、不気味なほど甘く穏やかに紡ぐ声が、耳から消えなくて。

「……俺も、遠くには行きたい」

　虚うつろな声で、気づけば答えていた。

　隣を見ると、同母弟は疲れたのか、いつの間にやらすやすやと小さく寝ね息いきを立てている。そのことにどこかほっとしながら、クロウは続けた。

「ここじゃない別のどこか。安全なところで。……パールと一緒に、……パールを、守っていけるなら……どこでもいいから」

「クロウは真ま面じ目めだね。でも、そのあとは？」

「そのあと……」

「いつかきみにも、パールにも。それぞれ大事な人ができて、自分たちの幸せを見つける日が来ると思うんだ」

　──〝お前の血は毒。お前の名は呪い。生しよう涯がい、実をなさずに朽くちるように〟

　庭師の声に重なるように、母の声が、甲かん高だかい嘲ちよう笑しようが響く。頭が、割われそうだ。

「来ない！」

　手ての甲こうを、固く閉じた瞼まぶたの上に押し付け、クロウはかたくなに首を振る。食いしばった歯が、ぎり、と軋きしんだ。

「俺には……来ない。そんな日」

「いいや、来るよ」

　陽光をさえぎるように額を覆おおった手の上に、何かあたたかなものが乗せられ、クロウははっと目を見開く。

　職に似つかわしくない、剣だこの感触。重ねられたものは、庭師の手だ。

「『汝なんじ、その昼が陽光の祝福とあるように』」

　不意に彼が詠うたうように唱となえたので、クロウは訝しんで首を傾げる。彼は朗ろう々ろうと続けた。

「……『前ぜん途と峻しゆん険けん、来こし方は迷い路みちなれど、留とどまるべからず』」

「それは？」

「はんぱものの聖詩篇さ」

（半はん端ぱもの？）

　首を傾げて庭師を見上げると、彼は、「増大の一節から、あわいの知識に取り込まれた不思議な詩なんだよ」と微笑んだ。

「ねえクロウ。生きることは辛つらいかい」

「っ、……」

「きみは今、幸せ？」

　唐突に、彼に静かに尋ねられ、クロウは思わず唇を嚙かんだ。

　──〝死んでおしまい。呪われた子〟

「そ、れは」

「いいよ。答えなくても」

　手を滑らせ、ぐしゃぐしゃとクロウの頭を撫でた後に、彼はにかっと微笑んだ。

「大だい丈じよう夫ぶ。きみたちはちゃんと祝福されて生まれてきた。ちゃんと幸せになる権けん利りがある。クロウ、きみがいつか。この人と一緒に生きたいと心の底から思える人と出会えるまで、答えは保留でいいよ」

　だから、それまでに考えておいて。

　来きたるべき幸せを、ちゃんと素直に受け取れるようにね。

　明るいはずなのにどこか儚はかないその笑顔を見ていると、不思議と気分のざらつきが減っていく。ほう、と息をつき、クロウは「分かった」と頷うなずいた。

「クロウ。おれが、人生でいちばん素す敵てきな報せを受け取ったのも、こんな、花の綺麗な庭だったんだ。花の庭は嬉しいことを運んでくれる」

「人生でいちばんって。そんなことを言うには、〝……〟は若すぎると思うんだが」

　呆あきれ交じりのクロウの突っ込みに、庭師は薄く微笑んで答えなかった。

　秋薔薇の咲さき乱みだれる離宮の庭で。白しら樺かばを取り巻く蔦を指先でなぞり、彼は頷く。

「答えが出たら伝えにおいで。待っているから。……花の庭で」

　けれど。

　その会話を最後に、彼を離宮で見かけることはついぞなかった。

　奇き妙みようなのは、その存在を誰も覚えていないこと。そして、クロウ自身、なんだか夢の中のように記憶が曖あい昧まいで、顔も名前もおぼつかなくなっていることだ。
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「……会えなかったんですか。それっきり」

　話が終わり、フェルはぽつりと呟いた。

「ああ、それきりだ。ただ、……俺が答えを見つけたのは遅かったから、どうせ彼には伝えられなかったんだろうが」

「答えを見つけた？」

　彼の言葉に首を傾げると、つん、と指先で額ひたいを押された。




「今はお前がいるだろう」




　──〝きみがいつか。この人と一緒に生きたいと心の底から思える人と出会えるまで、答えは保留でいいよ〟

「……！」

　その答えを聞いた瞬しゆん間かん、フェルの中でやっと、ぐずぐずとつかなかった決心がついた。

「あの、クロウさま。ひとつお伝えしないといけないことが」

　どんな反応が返ってくるだろうか。表情が曇くもりはしないだろうか。

　そんな不安が、するりとほどけてしまって。




「赤ちゃんができたんです！」




　気づいたら、ぽんと口に出していた。

「……な、……」

　ぎゅっと目を瞑り、勢いのまま言ってしまったあと、おそるおそる彼の様子を窺ってみれば──

　呆ぼう然ぜん、とはまさにこの状態を指すのだろう。唇が半びらきで固まっている。今まで見た中でも一、二を争う間ま抜ぬけづらだが、間抜けづらでも無む駄だにかっこいいのが腹立たしい。

　やがて彼は、やっとのことで、掠かすれ気味に言葉を返した。

「え、……誰に」

「この流れでわたし以外っておかしくないですか!?　わたしに！　あなたとの！　赤ちゃんが、できたんです！」

「……本当に？」

「噓うそついてどうするんですか!?　あーもう、結局こうなるし！　わたしの緊張を返……」

　叫んだ瞬間、続けかけた文句が咽の喉どに引っかかったまま消えていった。

（え、──噓……）

　目の前の光景が信じられなくて。

　ティカル高原でパールの墓ぼ標ひようを見下ろす瞳にも。ジルフォードに裏切られた時も、再度パールを見送った時も、ウーベルの死を目の当たりにし、リグレインを看み取とったあとも。

　どんなに悲しい、辛い時でも、一度も彼はそれを見せなかったのに。

「……クロウさま？」

　おそらく本人も気づいていないのだろう。




　──ひどく静かに頰を伝う、その涙に。




　こちらを見つめる表情はいつもどおりだからこそ。まなじりから顎へと軌き跡せきを描えがく透とう明めいな雫しずくに魅み入いられるように、フェルはベンチから立ち上がり、彼の頰に手を添そえた。
















「あなたの涙、初めて見ました」

「？」

「泣いちゃってますよ」

　言われて初めて、彼はフェルの手の上から重ねるように自らの顔に手を伸ばす。それから、他ひ人と事ごとみたいに「本当だな」と呟いた。

　どうしようか、とフェルは苦笑する。

「ええと。そんなに、衝しよう撃げきでした？」

「違う。いや、……驚いたのは、そうだが」

　懸け念ねん交じりの問いかけは、すぐに否定される。

　首を傾げた瞬間、引き寄せられて強い力で抱き込まれ、フェルは息を吞のんだ。すぐ目の前に、彼の黒衣の肩の、細さい緻ちな金の刺し繡しゆうがある。

「クロウさま？」

　なんとか自由の利く両手で、ぽんぽんと彼の背を叩たたきながら目を白黒させるフェルに、「違う」と繰り返し、クロウは囁ささやいた。

「嬉しくて、……」

「え？」

「お前とともに生きられると分かった時、これ以上の幸せなんてないと思っていたんだ。でも、その先があったらしい」

　──ありがとう。

　最後に言い添えられた言葉に、フェルも目を瞠みはり。

　首くび筋すじを濡ぬらす涙に、胸がいっぱいになってしまって。気づいたら、ぽろ、と茜あかね色いろの眼からも涙がこぼれていた。
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　それからなんだかおかしくなってしまって、二人で顔を見合わせて笑った。冷静になると、途と端たんに彼は例によってフェルの体調の心配を始め、つわりは大丈夫なのか、生ものや酒は摂とっていないな、それ以前にあまり動くな冷やすなと上着や毛布をかぶせてくるので、「大丈夫ですって!!」と固こ辞じするのに手間がかかった。

　落ち着くと、今度は性別はどっちだろう、とか、兄弟たちにいつ報せよう、などと楽しい予定の話になる。

　時間も忘れてあれこれ笑い合っていた、その合間に。

「思い出した」

　ふとクロウが手を打ったので、フェルは首を傾げた。

「クロウさま？」

「名前だよ。妙みようだな。今まで、何度思い出そうとしても無理だったのに」

　不思議なこともあるものだ、と解げせない風のクロウに苦笑し、フェルは「なんていうんですか？　その庭師さんのお名前は」と尋ねる。「ああ、たしか」とクロウは軽く笑んだ。




「……ゴール、だよ」




　ゴールウィーズ、たしかそう言っていた。クロウが繰り返したその名前は、どうしてだろう。知らないはずなのに、どこかで聞いたようで、不思議と懐かしさを感じる。

　妙だなと首をひねりつつ、そうですか、とフェルが頷いた時。

　──〝ね、言っただろ。『花の庭は、嬉しいことを運んでくれる』って〟

（……？）

　薔薇の香かおるさやかな秋風に乗せて、誰かが、そっと笑いながら囁いてくれた気がして、フェルは思わず振り返った。

　それは、きっと空耳なのだろうけれど。

　とても──あたたかで、優しい響きだったのだ。

























　ななかまどの月が訪おとずれ、──ジルフォード帝ていの薨こう去きよから一年が経たった。

　享きよう年ねん三十六。反はん乱らんをもって即位したあと、瞬またたく間に国を平らげ、これからという時の訃ふ報ほうだった。死因は急な病やまいによるという。あまりに早すぎたその死に帝てい国こくは揺ゆれたが、その遺い志しを継ついで帝位に就ついた異い母ぼ弟ていの手しゆ腕わんにより、血を分けた父帝ウーベルの呪のろいだという噂うわさごと、混こん乱らんはすぐに収しゆう束そくした。

『私は己おのれの限界を知っている』

　そう言い残し、皇こう太たい子しであった弟に後を託たくして亡なくなったジルフォード帝。

　国と民を誰だれよりも愛した、誇ほこり高たかい皇こう帝ていだ。その死に顔を世せ人じんに晒さらすことは忍しのびない。そう判断した次期皇帝──クロヴィス＝ペンドラゴン＝エルラントは、棺ひつぎを杭くいで封ふうじ、一度も蓋ふたをはずすことなく葬そう儀ぎを行ったという。

　そこから初めて迎えた一いつ周しゆう忌き。

　クロヴィス帝は兄の喪もに服するため、その墓所に参ったあと、ひとり皇こう宮ぐうの聖せい堂どうに籠こもり、追つい悼とうの式典を執とり行おこなうという。
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　ティカル高原を駆かけ抜ける風は、伝説上の始祖といわれる蒼あおい狼おおかみと白い雌め鹿じかの化け身しんだとされる。

　──草原に波は紋もんを描えがき、また、雌鹿が駆けて行った。黒くろ髪かみを揺らすその春風に、クロウは静かに微笑ほほえむ。

　薄うすく硫い黄おうのにおいを含んではいるが、澄すんで冷たい空気は、ここのところ立て込んでいた執しつ務むで疲れた身体からだをしっとりと癒いやしてくれる気がした。

　高原の民・イルの集落。縄なわ梯ばし子ごや吊つり橋ばしの渡された奇き岩がんの並ぶその光景は、辺境の領主であった頃から見慣れたものだ。

（慣れた場所ではあるが、初めて訪れた時は、まさかこういうことになるとは思っていなかったな）

「……『雫しずくの命を盃さかずきの潤うるおいへ、盃の水を泉いずみの深さへ』、こうしてイルの挨あい拶さつをするのは久方ぶりか、キリヤ」

　不思議な感かん慨がいを抱いだきつつ、出迎えに立ってくれた年若い首長に、クロウは何げなく話しかけた。

「いいえ。ご息そく災さいで何よりです、黒こく龍りゆう公こう。いえクロヴィス陛へい下か」

　暁あかつきの色合いに似た、紫むらさきと青の混じり合う不思議な目を細める青年は、キリヤ＝イル＝ティカル。クロウにとっては、クルヴァッハ公爵時代からの旧ふるい付き合いである。

「お前のほうこそ、身体の調子はどうだ。背は……あまり伸びていないようだが、以前に比べ、少し健康そうに見える。呪われた童顔も息災そうだな」

「身長は今さら伸ばしたくても伸びませんですよ。本来の姿ではあなたより大きいですし。童顔は……そろそろ呪いとの付き合い方を考え始めたところだ、です」

　憎にくまれ口ぐちを叩たたきあえるのは、気安い証しよう拠こでもある。

　周囲は、銀円盤スパンコールや見事な刺し繡しゆうの上衣で身を飾った、数名の従じゆう者しやや侍じ女じよがいるばかり。人を絞しぼった出迎えに、自分の替かえ玉だまを頼たのんだ側近のことをちらりと考えた。「兄上の喪に服するふりをして一週間留守にするから後を頼む」という雑な引き継ぎに目を白黒させていたが、そこは事情を知るケイがいるからなんとかなるだろう。皇帝不在の間の国政を手伝うため、ユアンもヴァゼタ領から来てくれている。

　なお、「はーぁ。自分めにいろいろ押しつけるのは昔っからの体質なんですかねえ我わが君は」という恨うらみ言ごとは、口ではそう言いつつどこか楽しげな異い邦ほう出身の政せい務む官かん──なお、妹たちの安あん泰たいな嫁とつぎ先を確保するなり、彼はすっぱりと故こ国こくと縁えんを切ってしまった──の愚ぐ痴ち。逆に「気晴らしも兼かねて、久しぶりの南東部をゆっくり満まん喫きつしてこいよな！」とは、その嫁ぎ先の一人でもある、太ふとっ腹ぱらな異母弟おとうとの言だった。

　馬を従者に任せ、連れだって草原を歩きながら、キリヤは何げなく問いかけてくる。

「ところで、花嫁さまやご子息ご息女がたはご健勝ですか？」

「天使だ」

　即そく答とうするクロウに、キリヤは一いつ拍ぱく、固まった。それから、おそるおそる言い直す。

「えっ。……いえ、僕はお元気ですかと尋たずねたのですが」

「……。天使だな」

「ちょっと考えたのに答えが同じ!?　愛妻家面めん倒どうくさいですね！」

「妻だけじゃなく子供も愛しているが」

「あっ、なんかもうどうでもいいです……」

　片かた手てで額を押さえる首長の、少しだけ伸びた背と、童顔とはいいつつ精せい悍かんさの幾いく分ぶん増したその顔を眺ながめつつ、クロウはにやりと片かた頰ほおを吊りあげた。

「ところで妻といえば、キリヤ。お前が、犬いぬ鷲わしの長の妹いもうと御ごを妻に迎えるという話は聞いているぞ。ずいぶん長いあいだ、身を固めないものだから、いい加減、里の長老たちがはらはらしていたと」

「エ。あの陛下。い、い、いったいどこからその話……」

「あいにくと俺の耳と目は優秀でな」

「……サリタ殿どの、お怨うらみ申し上げるます」

　深いため息をつくキリヤが、この歳まで独り身だったのにはわけがある。

　妖よう精せい王おうの分身で、本物の暁の子の『取とり替かえ子』であった彼は、普ふ段だんこそ人の姿をしているが、その正体は蒼い巨きよ狼ろうの化身なのだ。

　里には彼の出自を知る者も多いが、人とのあいだに無事子がなせるかも分からないのに、好きこのんで化け物の嫁になりたがる者もいるまいと、彼自身が結婚を考えてこなかったのである。

　なんにせよ、慶けい事じは純じゆん粋すいに喜ばしい。クロウはからかうように続ける。

「婚約者殿とはその兄の犬鷲の長ともども、幼おさな馴な染じみだったとか？　八つも歳とし下したの彼女のほうが、小さい頃からお前にずっと熱を上げ続けては、猛もう烈れつに口く説どいてきたらしいのに、ずいぶん鈍にぶかったそうじゃないか、お前」

「!?　いや、それは、だですね、っていうか、ホントにどこからその情報……」

「なんともうらやましいご身分だな。振られ続けるのはなかなか心が折れるんだぞ？　といっても、俺のほうは一年半で片かたがついたぶん多少恵めぐまれているか。そちらの場合は、『妖精だろうと狼だろうと知ったことじゃありません！』と何度も告白されるうちに、絆ほだされてきたとか」

　つらつらとケイから聞きき齧かじった情報を連ねていると、ついに居たたまれなくなったキリヤが「黒龍公！　も、もうご勘かん弁べんを」と音を上げた。

「分かった。では、正式な言こと祝ほぎと一いつ緒しよにまた改めて。今回は別件だから」

　動どう揺ようのあまり、即そく位い前の呼び方が戻っている。仕方ないな、とクロウは話題を替えることにした。

「……で、そちらの預かり人は息災か？」

「相変わらずだ、ですよ」

「だろうな」

　そう。

　一年前から、このイルの里には、奇き妙みような居い候そうろうがいる。




　ジルフォード帝が世を去って一年。

　だから、今目の前にいる人物は、ただの『亡ぼう霊れい』だ。

「と、いうことになっているらしいですよ、ジルフォード兄上」

「と、いうことになっているのだろうな！　愚ぐ弟ていその二よ」

　絨じゆう毯たんに胡坐あぐらをかいて、切ったハミウリを上品にしょりしょりと齧りながら、クロウの手て土産みやげに目を通していた空色の瞳ひとみの男は、快活に笑って「愚弟も食べるか」と勧すすめてくる。咽の喉どが渇かわいていたので魅み力りよく的てきな誘さそいだが、齧りかけを渡してくるのはやめろと声を大にして言いたい。

（清すが々すがしいほど歳としとらないな、この人）

　生きていれば御おん歳とし三十七になるが、とりあえずここにいるのはただの『亡霊』なので歳は関係ないということか。

「お変わりないようで何よりです。それから、瓜うりは新しいものを頂けますか」

　つらつらと取り留めのない思考に蓋をし、クロウは、はあっとため息をついた。

　しかし、抱いた感想は相手も同じだったらしい。形のいいはずの口をひん曲げて鬱うつ陶とうしそうに皮ひ肉にくってくる。

「それにしても愚弟その二は変わらんなぁ。ちょっと見ないあいだに酒さか樽だるのようなパンパンの腹になっていたらまだ可か愛わいげもあるのに、無む駄だに筋きん肉にくばかりモリモリつけおってからに。どうせ腹ふつ筋きんなんて割われているんだろう。嫌いや味みなやつめ！」

「腹筋は否定しませんが……あなたこそ多少は老ふけてくれていたほうが人間味があるのに、相変わらずの若づくり軟なん弱じやく白アスパラガスですね。むしろ無駄に若返りやがって、とか思っても口には出しませんので」

「そうか。お前にしては素す直なおにお兄様への賛辞を口にするので驚おどろいたぞ！　そういう愚弟は、老けてる老けてないの度合いなら、昔から世に倦うんで雰ふん囲い気きだけは老けていたからそこはある意味変わらないな！」

　久しぶりに会うのに、毎日交かわしていたような応おう酬しゆうに自然と突とつ入にゆうしてしまう。

　世間的には『亡くなった』はずの、相変わらず元気に騒さわがしい先せん帝ていジルフォード＝エルラントは、現在は身分を隠かくしてこのティカル高原で愉ゆ快かいな隠いん居きよ中ちゆうなのだった。

　ひとしきり軽口を叩いたあと、「一年ぶりか」と、長ちよう兄けいはふと目を細めた。

「愚弟。私が死んでから、気苦労も多かっただろうに、息災そうで何よりだ。まあ、老ろう獪かいな貴き族ぞく連中のあしらいなど、お前には赤子の手をひねるように容易たやすいかもしれないが」

「容易い!?　赤子の手をひねるのが容易い……!?　あんな、小さくて可愛くて愛いとしくて純粋でこの世の善ぜんなるものの結けつ晶しようのような手を、なんの良心の呵か責しやくもなく簡単にひねることができるなんて、兄上は鬼き畜ちくですか、外げ道どうですか！」

「子こ煩ぼん悩のうめんどくさっ!!　外道と鬼畜はお前にだけは言われたくないものだな、むしろここまで極きわまると職人芸だ！」

　やれやれ、と肩を竦すくめたジルフォードは、やがて「そうだ」と話を続ける。

「……ところでユアンやヨミはどうしている？　あれらも元気でやっているかね。ユアンは東方帝国から、お前の側近の妹御を嫁にもらったから、残りはヨミだけだなあ。あの末まつ弟ていは、十七過ぎてから予想外に身長がにょきにょき伸びて、まさか私やお前が追い越されようとは夢にも思わなかったな！」

「変わらず、国営大学の長として楽しくやっていますよ。あいつは半なかば本と結婚しているようなものですから……どうぞ。これで今回の分は全てです」

　持参した書類の残りを兄に突き出しながら、ちらりと後こう悔かいする。

　この兄とは久しぶりに会うというのに、開口一番「仕事持ってきましたよ。正直、ちまちまと文通引き継ぎじゃ埒らちが明かないのでじかに訪ほう問もんすることにしました。あなたのおかげで俺は多た忙ぼうです。睡すい眠みんや食事はまだいいですが妻や子供と団だん欒らんの時が減ったのは辛つらいです。働いてください」という本音モロ出しな切り出しをしてしまったが、受け取った書類をたどる空色の瞳には、研とぎ澄すまされたかつての鋭するどさが失われてはいない。

（今はそうでも。そのうち……全部落ち着いたら。すっかり丸くなって、なまくらの腑ふ抜ぬけになれる日が来るんだろう）

　とっくりと兄の顔を眺めていたら──「なんだ？　熱ねつ烈れつに私の顔を見つめたりして。口づけてきたらひっぱたくからな」と気味悪そうに尋ねられたので、むしろ拳骨グーで殴ってやろうかと言いたくなるのを堪え、「いえ」とかぶりを振るに留とどめた。

　しかし、この視線の意味を、ジルフォードは別な風に解かい釈しやくしたらしい。

「心配しなくても。お前の手配してくれた、ここでの仕事はなかなか面おも白しろい。『エルネットさりた』の支部手伝いをしながら情報を仕入れているとな、いろいろと漏もれ聞こえてくる。そうそう、たとえばお前が苦心した大商路、無事に回っているようじゃないか。私の知る限りだと評判は上々だ」

　からからと笑う兄は、そのほかにもイルの子供たちに共用語を教えたり、気ままな楽らく隠いん居きよを謳おう歌かしているらしい。彼は繰り返した。

「ここでの暮らしは快いぞ。……お前にばかり負ふ担たんをかけているのではないかと、心配は絶えないが」

　ふと表情を翳かげらせた兄に、クロウはかぶりを振って微笑んだ。

「一年など早いものでしたよ。あれから」

「だろうな」

　ジルフォードは微笑み、それからふっと眼めを伏ふせた。

「私が皇帝でなくなってからは一年、か。だが、私には、『ようやく四年』だな」

　その瞳に浮かぶのは、失われたものへの哀あい愁しゆうか、過去を懐なつかしむ郷きよう愁しゆうか、それとも。

（悼いたんでいるのかもしれない）

「兄上。『彼女』のことは……」

「言うな……私にとって、彼女は。ミゼは優秀な近衛このえだったのだよ」

　その言葉で、たちまちに心は時を遡さかのぼる。

　わずか四年前。長兄が、その『優秀な護衛』を失った時へと。
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　──立春節インボルクが近い。

　厳しい冬が明けるその日を寿ことほぐ祝祭だ。人々は白しら樺かば酒しゆを漬つけ、お祭り行列に参加すべく春の女め神がみや眷けん属ぞくの羆ひぐまの仮か装そうを物色し、今年の祝福の乙女おとめブリギット役は誰かと噂し合う。それは、エルラント最辺境の地、クルヴァッハにおいても例外ではない。

　しかし領主の居きよ城じようにあたる黒こく龍りゆう城じようでは、時期を問わず、騒動が絶えなかった。




「おーくーがーたーさまー!?　これはどういうことですか!?」

　すっかり古こ参さんとなった使用人のラナが執務室に殴なぐり込んできたので、城の月つき帳ちよう簿ぼに目を通しながらそろばんを弾はじいていた黒龍公夫人フェルディア妃ひ──フェルは首を竦めた。

（あ、やば。もうバレた）

　二十四歳になったフェルは、夕ゆう暮ぐれ色の瞳が特とく徴ちよう的てきな人形めいた容よう姿しはそのままでも、少しだけ大人びた雰囲気を纏まとうようになった。以前はひと房ふさだけ編あみ込こんでいた緋ひ銀ぎんの長い髪は、今は頭の脇わきでシニョンに結ゆってある。二児の母となり、周囲からは「愛らしさより凄すご味みが増した」と言われることもあるが、本人に自覚はまったくない。

　目を吊りあげるラナに、フェルはあえてのほほんと笑っておいた。

「さすがに気づくの早いね、ラナってば」

「当たり前でしょ馬ば鹿か。お二人の乳う母ばやってんのは誰だと思ってるのよ。って、汚きたない言こと葉ば遣づかいで失礼しましたつい癖くせでね！」

「いいよ。そのままで」

　なお、昔から変わらないお仕着せ姿のラナは、両小こ脇わきにふくふくした幼おさない子供を二人抱かかえている。

　大きな目をぱちぱちさせて自分たちの乳母をじっと見上げながら、彼らは「ラナ、おこってる？」「おこってますわね？」と首を傾かしげていた。

　ローエングリン＝エルラントと、ウィスタリア＝エルラント。

　もうそろそろ五つになる、フェルとクロウのあいだに生まれた男女の双子だ。

　女の子は一見して父親似で、少しきつめの群ぐん青じようの瞳にさらさらの黒い髪。

　男の子は母親似の柔やわらかな顔立ちだが、さすがに『夕暮れの姫』の色彩までは継がなかったようで、ユナイア王族本来の特徴である蜂はち蜜みつ色いろの髪と澄んだ湖こ水すい色いろの瞳を持っている。

　容姿端たん麗れいな両親の血を継ぎ、二人ともそれぞれに天使のようだと周囲では評判だが、彼らの乳母を務めるラナにはここ最近気苦労が絶えないようだ。そしてその原因に、フェルは自覚があった。

「それじゃお言葉に甘あまえまして。ねえフェル。──ローエン殿でん下か、なぜか朝市のじゃが芋いもの底そこ値ねをご存ぞんじだったんだけど」

「あ、それは今朝、わたしがこっそりお忍びで連れ出して値ね切ぎり体験させたせい……」

「ラナ。ぼく、ウィスよりいっぱいセツヤクしたよ！　ね、母上」

「あら。わたくしのほうが、いっぱいネギりましてよ、ね、お母さま」

　満面の笑顔で挙手するローエンと、頰ほおを膨ふくらませて反はん論ろんするウィスに、フェルは「二人ともよく頑がん張ばってたわ」と笑顔で応こたえた。しかしそれがいけなかったらしい。

「この馬鹿親っ！　お祭り前だし、市街地のお忍び視し察さつはいいとしても……それを教えてどうすんだって話よ！　クロヴィス殿下がお聞きになったら泡あわ吹ふいて卒そつ倒とうするからね!?」

「大だい丈じよう夫ぶ、あの人なら普ふ通つうに『俺も行きたかった』って言うと思う」

「それはそれで絶望的ね！　……まったくもう。昨日は厨ちゆう房ぼうで野菜の皮と魚の骨ほねを使った残り物食材活用料理、一昨日おとといは使用人の子供に交じって城内清せい掃そう、算学を習えば節約術に応用って……絶対に皇太子のご子し息そくご息そく女じよにされる教育じゃないわよ！」

「そうは言うけどね、ラナ。礼れい儀ぎ作法や学術はちゃんと教師せんせいがついて教えてくれてるじゃない。小さい頃は情じよう操そう教育こそ大事だなって思うのよ」

　フェルは帳簿を机に置いて説得にかかる。

「国は人の集合で、人は基本的に大半が庶しよ民みんでしょ？　わたしたちの血ち肉にくは税金製なんだし、暮らしとはなんぞや、人様のお役に立つべし！　って教えるなら、まずは一いつ般ぱん的てきな暮らしに密みつ着ちやくしなきゃ」

「いいこと言ってるように見せかけて、そこはかとなくあんたの守しゆ銭せん奴どぶりが垣間かいま見みえるのは気のせいよね？」

「ひ、否定はしない。けど、今朝に限って言うなら、そこに立って全力で壁のふりをしているケイさまに護ご衛えいとして付つき添そってもらったから問題ないよ？」

「そういう問題でもないから！　……って、そう、そうですよケイさまもケイさまですよ、どうして止めないんです!?」

「あっ、せっかく息を潜ひそめていたのに、努力むなしく自分め巻き添えの予感。まあ、要は慣れですって、慣れ」

　最初から部屋に控ひかえていたが、危険な空気を察さつ知ちして我われ関せずの姿勢を貫つらぬこうとしていた家令のケイが、へらへらとごまかし笑いをした。

　ちなみにこの家令は、大商路の計画が軌き道どうに乗った頃から東方帝国での発言権も増しているというのに、故国の役職とすっぱり縁を切って、近く正式にエルラント国籍になる予定らしい。

　帰き化か後ごの余生を、〝愛いとしの我が君〟とエルネットさりたに捧げるのだとか。その真意はフェルも知らないが、「特にあの国にこだわる理由もありませんしね。これで、心おきなく自分めは面白おかしい人生を謳歌できます」というのが、彼の言い分だった。

　にこにことラナの抗こう議ぎを聞き流していたケイは、途と中ちゆうで「そうだ」とぽんと手を打つ。

「我が君が皇宮から戻られるの、今日なんですよねぇ。毎度のことですが、たぶん妻子欠けつ乏ぼう症しようにかかってる頃なんで、まー鬱陶しいくらい絡からんでくると思いますけど、よろしくお願いしますね奥方さま」

「すごくイヤな言い方しましたね……」

　苦笑しつつ、フェルの心は明るく浮き立つ。

　フェルの夫、黒龍公クロヴィスは、皇宮と領地を行き来しながら、エルラント帝国の宰さい相しようとクルヴァッハ領主の兼けん任にんという激げき務むをこなしている。

　城を空あけることの多い主人に代わり、子供たちを守り、領地と城を切きり盛もりするのがフェルの役やく割わりだ。とはいえ、今はケイのほかにも信しん頼らいできる部下がいるおかげで、肩にかかる重圧はさほどない。

（そろそろお着きになる頃かも……あっ）

　不意に、外で騒がしく人々が動き回り、城じよう門もんへと集つどっていく気配がした。

　やがて喇叭ラツパが高らかに吹き鳴らされ、開門が知らされる。──城じよう主しゆが帰き還かんしたのだ。

「父上、もどってきた！」

「あ、まってローエン。ずるいわ。わたくしもいくのよ！」

「お待ちください、お二人とも、走ると転びますよ！」

　乳母の腕から逃のがれた双子が、我われ先さきにと部屋を飛び出していく。慌あわてて後を追うラナに苦笑しながら、フェルも彼らに続いた。




　城門付近にはすでに使用人たちが集まり、護衛の黒龍兵や、彼らの騎き馬ばを世話していた。

　その奥に、黒龍兵の隊長格と何事か話している、黒髪の男性の姿がある。

　父帝譲ゆずりの猛もう禽きんに似た群青の双そう眸ぼうが、皇宮での多忙な日々を経てますます鋭さを増したと囁ささやかれている彼は、小走りに駆け寄る妻と、その足元にくっつくように様子を窺うかがう子供たちに気づいたとたん、くしゃりと相そう好ごうを崩くずした。

「父上！」

「おかえりなさいお父さま！」

　フェルのそばから離れて、リスのようなすばしっこさで父親に飛びついた子供たちを、クロウは同時に軽々と抱かかえ上げた。

「ローエンもウィスも。ふたりとも、いい子にしていたか？」

「今日は、市場で『ヤスウリにトツゲキ』をしたんだよ」

「お父さま、おゆうはんはね、わたくしがネギったおいものスープよ」

　口々に報告する双子に、背はい後ごでラナが盛せい大だいなため息をついているが、最愛の子供たちとの再会を喜ぶクロウは「そうか、楽しみだ。お前たちは世界一賢かしこいな！」と脳みそが溶とけた台詞せりふを吐はいている。

　ちなみに──なんとなくそうなるんじゃないかな、とクロウを知る誰もが予測していたが、父親となった彼は、それはもう、絵に描いたようなデッレデレの子煩悩になった。慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな家令をして「そろそろ子供部屋を出で禁きんにしたいですねえ」と言わしめるほど、暇ひまさえあれば、というよりなければ無理くり作って我が子の様子を見に行き、目に入れても痛くないどころか実際眼球に突っ込みそうな勢いの可愛がりようである。

（育児に積極的なのは素す晴ばらしいんだけど、皇宮に出張に行くたびに、今こん生じようの別れのような悲ひ壮そうな落ち込み方をするのはなあ。子こ離ばなれできるんだろうかこの人……）

　母親としてはちょっとした懸け念ねん事じ項こうだ。両腕に我が子を抱え、柔らかい頰にそれぞれ唇くちびるを落としてご満まん悦えつの夫に、フェルは困ったように笑う。

「おかえりなさいませ、旦那さま」

「ただいま、フェル。留守中、変わりなかったか」

「ご覧のとおりですわ。この子たちも良い子にしてくれていましたもの」

　使用人たちの前では、いちおう威い厳げんを保とうと以前の言葉遣いを心がけているフェルだ。子供たちを地に下ろしたクロウはそのまま妻を抱き寄せてこめかみに唇を寄せた。

　ぎょっとしたフェルに構わず鼻の頭や頰にも次々と口づけ、あわや唇にまでしそうな勢いだったので、「やっ、そ、そこまでです！」と頭をがっちり両手で摑つかんで済すんでのところで阻そ止しした。

「だ、旦那さま。毎度毎度過か剰じような触れ合いはやめろ……やめてくださいと再三申し上げてますわよね!?　使用人がみんな反応に困ってるじゃありませんの！」

「今さらだろう？」

「だからしつこっ……！　子供たちも見てますわよ！」

　諦あきらめ悪く、きつく抱きしめてくる腕をぎゅうぎゅう押し返すと、「両親の仲がいいほうが子供たちも嬉しいんじゃないか」といい加減な返答がある。

（……あーもう。ほんと相変わらず全然話聞かない！　……べ、別に嫌いやなわけじゃないけど！）

　距離の近さや、人前で抱きしめられるのは相変わらず慣れないが、それでも久しぶりの夫のぬくもりに、ほっとフェルはひと息ついた。

（でも……幸せ、だな。こういうの）

　そう。──フェルが正式にこの地に嫁いで、六年が経った。

　もちろん、『宰相夫人』にして『領主の妻』という立場になるにあたり、苦労もあったし、大変な目に遭あったこともある。けれど、信頼できる部下ができ、可愛い子供たちにも恵まれ、──大切にしてくれる人がいて。毎日が充じゆう実じつしていて、とても楽しい。

　一方で、どことなく妙みような不安に駆られるのだ。

（……何かを犠ぎ牲せいにしているような。気のせいかもしれないけど）

　とりあえず今はと気持ちを切り換え、フェルはクロウに恒こう例れいの問いかけをした。

「ジルフォードお義に兄いさまは相変わらずお元気でいらっしゃいました？」

　クロウの長兄ジルフォードは、皇帝としては間ま違ちがいなく名器である。反乱によって成立した現げん政せい権けんを、瞬く間に安定させてみせた。賢けん帝ていであった父帝ウーベルの人望を思えば意外なほどの短期間で、だ。

　ただし、言動や頭の中身が不可解なのは、即位前から相変わらずである。「分かるだろう。いつもの調子だ」と苦笑交じりに返してくるのが定例のやりとりだったのだが。

「……ああ。元気だった」

　今回は、一拍黙だまったあと、クロウはごまかすように微笑んだ。

（え？　今のなんだろう。……まさか、何かあった？）

　明るい義あ兄にの笑い声と、それからもう一人、──秘ひめた想いを胸に、彼に従したがい続ける女護衛の顔が浮かび、フェルははっと息を吞む。

「我が君、我が君。立ち話もなんですし、とりあえずお部屋で長旅のお疲れを癒やしてください。いい時間ですし、昼食を摂とられつつ少しくつろがれては？」

　ひょいと口を挟はさんだケイの提案に乗り、その話はそこでいったん終しゆう了りようになった。

　後になって思えば、それは情報通の家令が気を利きかせてくれていたようだ。

（ジルフォードお義兄さまに何かあったとすれば、……ひょっとして、ミゼにも？）

　もやもやとした懸念の正体が晴れたのは、晩ばんになってのことである。
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　濃のう灰かいの髪と、鋭い紫し暗あんの瞳。山やま猫ねこのようにしなやかな、女性にしては長身の身体。

　フェルにとってどこか少女めいた憧あこがれを抱く年上の女性、それが義兄ジルフォードの近衛、ミゼルカ＝ティアシェだ。彼女はジルフォードの隠おん密みつを兼ねた直属護衛であり、また幼馴染のような存在でもある。

　ジルフォードと彼女は、お互いに想い合う仲で。けれどそれを秘めたまま、それぞれの場所で使命を果たそうとしている。その関係は尊くて──何よりも切ない。

　──〝いつか、兄上たちを……重責から解放してやりたいと思っている〟

　まだ子どもたちが生まれる前、クロウが漏らしたことがある。即座にフェルは頷うなずいた。

（二人が想いを押し殺さずにいられるなら、わたしも……なんだって協力したいのに）

　けれどいまだ誰も動く気配はなく。彼らは、背中合わせの恋を終わらせずにいる。

　だから、皇宮からクロウが持ち帰った話は、まさに寝ね耳みみに水だった。




「ティアシェ村で暴動……？」




　夜。寝しん室しつで長なが椅い子すに腰こしかけるクロウの前に、湯気の立つ紅茶の器を置きながら、フェルは眉まゆをひそめた。

（ティアシェって、ミゼの故こ郷きようだよね？）

　初春を前に、夜はまだ肌寒い。羽織った肩掛けの前を搔かき合わせたフェルが隣に座ると、「冷えるぞ。少し寄れ」とクロウは毛布で肩を包んで抱き寄せてくれる。傍かたわらで暖だん炉ろの薪まきがぱちりと爆はぜた。

　久々の夫婦二人きりの時間だが、話の内容はなんとも険けん吞のんだ。

「どういうことですか？　そんな気配、今まで全然なかったじゃないですか」

　たとえばユナイアとの仲は良好であり、およそ戦いくさの起きる様子もない。しぶとく残っていた先帝に属する反教会派貴族も、もうほとんど虫の息だ。

　眉をひそめるフェルに、クロウは眉間を揉もんで「……非常に今さらの馬鹿げた話なんだが」と前置いた。

「兄上がいつまでも婚こん姻いんしないことに業ごうを煮やした狸たぬき貴族どもが、護衛のミゼをやり玉に上げたらしい。だから、その名誉回復のための抗議だと」

「……お義兄さまとミゼの関係についてですか？」

「愛あい妾しように耽たん溺できするのは勝手だが、正妻を迎えてからにしろと」

「愛妾、だなんて」

　その言い草に、フェルは不快になる。彼らが純粋に主従以外の何者でもない関係を築いているのはもちろん、ジルフォードがいつまでも結婚しない理由もよく知っているからだ。

「だって、お義兄さまが結婚されない理由って……」

「ああ。……いずれローエンを皇太子にするためだ」

　妖精の害に晒され続けたエルラントという国にあって、ジルフォードは、再び同じ害を国が被こうむらないことを常に念頭に置いていたらしい。

　──〝クロウ。フェルディア。お前たちの子を、エルラントのためにくれないか〟

　ジルフォードが、わざわざ内ない密みつにクルヴァッハを訪れ、名を呼んで頭を下げていったのは、去年の暮れのことだ。常ならば「愚弟その二」やら「嫁」やらとふざけた呼こ称しようを使う彼の、珍しく真剣な面おも持もちが印象的だった。

　妖精王すら祓はらえる退たい魔まの武具、『モルドレッドの剣けん』を扱あつかえるのが、クロウの母方の血ち筋すじ以外にないこと。そして、妖精を視みる夕暮れの瞳を継ぐユナイアの血統を、エルラントの正統に同じく取り入れたい、というのが、ジルフォードの主張だ。

　自分たちのことならともかく、子供の宿命のこと。夫婦揃そろって悩み抜いたが、知ってか知らずか当のローエンが「ジルおじうえがこまってるなら、ぼく、なんでもするよ」と明るく応えたことがきっかけとなり、承しよう諾だくしたのだった。

「でも、そんな根こん拠きよのない誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しよう、今さらのような……。女性嫌いだとか、果ては男だん色しよく家かだなんて噂も立ってましたよね」

「そうだな。だからそれは、『表向き』の言い分で、根はもっと深いところにある」

　紅茶を一口啜すすり、クロウは「ティアシェはもともと、父上……ウーベル帝の直ちよつ轄かつ領りようだったからな」と告げた。

「父上に全面的に恭きよう順じゆんを示し、当然ながら思想も反教会派。優秀な武人を教育していく代わりに、税やら仕事やらで既き得とく権けん益えきをわんさか得ていたんだ、あの村は」

　もちろん、元ウーベル派だったからといって、新帝ジルフォードが彼らをことさらに排はい斥せきしたわけではない。だが、今まで自動的に得ていた既得権益はすべて消し飛んだ。

「ティアシェは、『ミゼルカの件で一族の名誉を損そこなわれたから』という理由で、兄上の治世になってから失われた権益を戻せと言って暴動を起こした。そういう次第だ」

「……それ、どうなったんですか？」

「いくら優秀な武人が多いといっても、後うしろ盾だてもない無計画な蜂ほう起きだったからな。すぐに鎮ちん圧あつできた。首しゆ謀ぼう者しやはまだ全員は捕つかまっていないから気は抜けないが……後がなくなったことで、残った連中が自じ暴ぼう自じ棄きにならなければいいんだが」

　不安は残るものの、ひとまず最悪の事態は免まぬかれたようだ。フェルは胸を撫なで下ろす。

（大きな戦にならなくてよかった。まさかそんな火種が眠っていたなんてと思うけど……それ以上に気がかりなのは）

「ティアシェ村出身者への、皇宮内での評判はどうなっていますか？　皇宮内の至いたるところに、同どう郷きようのかたは多いですよね。追おい払はらえなんて声が上がったりは……」

「当然、上がっている。気まずくなって自ら皇宮を去る者も出ているそうだが、早々にジルフォード兄上が『ティアシェ出身者まで謀む反ほんを疑うつもりはない』と宣せん言げんしたから、辞職はさせられていない、というのが現状だな」

　クロウはいったん言葉を切り、ためらいつつも続けた。

「……今回ことを起こしたのは、ミゼルカの身内なんだ」

「え？」

「直接の原因を作ったことに責任を感じて、彼女も辞職を願い出ているらしい。兄上に即そく却きやつ下かされていたが、……まあ、居づらいだろうな」

　──〝この身は、あのかたの剣にして盾たて〟

　そう誇らしげに語っていた、年上の女護衛の顔が浮かび、フェルは唇を嚙かむ。

　十七年。彼女があるじに仕つかえ続けた年数だ。その間二人とも、ひたむきに己の職務をこなそうと努力してきたはずなのに。

「こういう言い方はどうかと思うが……何も知らない外野から見れば、所しよ詮せんはただの従者だからな。本人たちの意思がいくら盤ばん石じやくでも、些さ細さいな事件で足をすくわれる」

　冷静な夫の言葉に、「それはそうですが」と視線を揺らし、フェルは唇を開く。

「あの……クロウさま」

　この場には二人しかいないので、名前を呼びながら、フェルはじっと手元に視線を落とす。

　昼間にも覚えた、幸せで平凡な日常の合間にある、不可思議な息苦しさ。何かを犠牲にしているような感覚。薄々気づいていた──その、正体。

「昔クロウさまは、お二人を重責から解放したいとおっしゃっていましたよね」

「……ああ」

「関係を焦こげ付かせたままお二人が時間を過ごすのを、わたしは安全圏からただ見ているだけです。それが最近、苦しいんです」

　自分の分の紅茶の器を両手で包みながら、上る湯気から目を離して夫に問うと、彼は虚きよを衝つかれた顔をした。

「要するに『鞍くらの替え時だ』……と」

「クロウさま？」

「いや。同じことを考えてはいたが……俺の場合は逆に、あの人たちの真意が見えないことに甘え過ぎていたかもしれないな、と思っただけだ」

「？」

　フェルは意味が分からず首を傾げた。

「いや……いい。この件はひとまずしまいだ。話は変わるが、実はお前に付き合ってほしいところがある」

「付き合ってほしいところ？」

「皇宮と、エルラント中央教会だ。短期間だが、またすぐに子供たちを置いてクルヴァッハを空けることになるから、断だん腸ちようの思いだろうが心しておいてくれ」

（ん？　皇宮もだけど……中央教会……？　なんの用事だろ）

　自分で促うながしながら「子供たちを置いて」のところで彼のほうがよほど辛そうな顔をしたので、フェルは「永遠の別れでもあるまいに大げさな」と背を叩いておいた。




　──この時は、とりあえず、そこまでの話だったのだ。

　話が急展開を見せるのは、もう少し後のことになる。
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　立春インボルクを過ぎ、空気がぬるんだ頃に、フェルは皇宮を訪れた。

　間もなく開かい催さいされる、エルラント中央教会での、とある重要な式典に出席するためだ。

「長らく参上もせずご無礼をいたしましたこと、お詫わび申し上げます。ジルフォード陛下におかれましてはご機き嫌げん麗うるわしく……」

「なんだなんだ、嫁！　陛下呼びも堅かた苦くるしい挨拶もなしだと毎回言っておろうに！」

　聞き慣れた呵か々か大たい笑しように形式ばった挨拶をさえぎられ、頭こうべを垂たれようとしていたフェルは目をしばたたいた。空色の瞳と灰青の髪を持つ現エルラント皇帝とは久しぶりに会うのだが、まったくもって外見が変わらない。「若づくりなモヤシの化け物」とクロウに言わしめるだけはある、という失礼な感想を隠し、フェルは微笑む。

「では遠えん慮りよなく。お変わりありませんね、ジルフォードお義兄さま。お久しぶりです。ご衣い装しようもちゃんと身に着けておられるようで安心しました。あ、別に脱ぬがなくて結構です。余計なことを申し上げました。全力で反省しています」

「希望があればいつでも脱ぎ捨ててやるから遠慮なく言ってくれていいぞ！　ところで子供たちは元気にしているかね？　根暗になったり性しよう悪わるになったり、なんでも全力後退な卑ひ屈くつちゃんになったり、毒物大好きの人格破は綻たん者しやに育っていたりしないかね！」

「ぶん殴りますよジルフォード兄上」

「わははは誰もお前のことだなんて言っておらんぞ、自意識過剰な愚弟その二め！」

（あ、なんだろ。ホント元気そう）

　現在、周辺で警けい戒かいにあたる兵たちを除いて、テーブルを囲んでいるのは、フェルとクロウ、そしてジルフォードの三人だ。

　皇宮の奥にある中庭で、「気軽に話ができるように」とごく身内だけの小さな茶会を設もうけてくれたジルフォードに、フェルは苦笑した。

「でも、驚きました。このたびのお招き、まさか『列れつ聖せい式しき』に出席させていただけるだなんて。本当によろしいんですか？　同行されるなら本来ユアンさまとかのほうが……」

「ああそうか、嫁は教会育ちだものな。なるほど、我々はあまりそのあたり関係なく雑に育ってきたが、思い入れがあれば感動もひとしおなのだろうなあ！」

「……今回の『列聖式』は、オーゼン師の第十一聖せい席せきへの復帰の儀ぎだからな。たしかにユアンも出席したがっていたんだが、どうしても都合がつかなくて。代わりに手紙やら何やらは山やま盛もり預かっているんだ」

　ジルフォードに続いてクロウも説明してくれる。

　正教の中ちゆう枢すう、中央教会で最高位を誇るのは、『樫樹の十二賢人ドーゼ・ドルイド』と呼ばれる聖せい職しよく者しやたちだ。その十二賢人ドーゼ・ドルイドに叙じよ任にんされる式典のことを、『列聖式』と呼ぶ。

　そして、今回主役となるオーゼン＝ライオネルは、七年前、エルラント中央教会第十一聖席の座にありながら、国への恨みに駆られて教会を裏切り、中央教会の地下に呪じゆ毒どくを仕込んで汚お染せんするという暴挙に走った大罪人だ。

　先の騒ぎの際に大おお怪け我がを負い、一時は生死の淵ふちをさまよったが、奇き跡せき的てきに一命をとりとめたあとは当然のように自ら処しよ刑けいを願い出たという。

　それを止めたのは、彼の教え子であるユアンと、今も第一聖席の座にあるカイズ猊げい下かはじめ、中央教会の多くの聖職者だ。

　──たしかに赦ゆるされていい罪ではない。命をかけて償つぐなうべきものだからこそ、聖職者として受け継いだ知識を、誠せい心しん誠せい意い、国に捧ささげるべきではないか。

　論ろん争そうの結果、彼に与あたえられた罰ばつは、最辺境での啓けい蒙もう活動だ。治安の悪い砂さ漠ばく地帯のそばに掘ほつ立たて小屋のような教会を構え、既き定ていの年数、生いき延のびられたら中央教会への復帰を許す。

「オーゼン師は見事役目を果たし、めでたく再度の列聖を許されたわけだ。本人は、このまま辺境で活動を続けたいと、あくまで復帰を固こ辞じしたそうだが……」

「なんにせよ、ご無事でよかったです。オーゼン師のその後のお話は、結局ユアンさまからも聞けないままでしたし」

　フェルの言葉に、ジルフォードは頷いた。

「授じゆ剣けん式しきに第一聖席が立ち会うのと同じく、十二賢人ドーゼ・ドルイドの叙任式にはエルラント皇帝も立ち会うのが恒例でな。父上は教会嫌いだったから参列を拒きよ否ひしていたが、今回は、私が出ることになるわけだ。ついでに、愚弟も皇太子だから呼んでやった！　式を執り行うカイズ第一聖席猊下からも、直じき々じきに『ぜひ夫婦で列席してほしい』と言われているのだぞ」

　カイズには、結婚式の時といい、たびたび世話になっている。

（カイズ猊下にも、オーゼン師にもお会いできるんだ。しかも、あの『列聖式』に人生で一度でも出席できる日が来るなんて……！　ガウェイン先生に言ったらびっくりするだろうな）

　わくわくする胸を押さえ、フェルは瞳を輝かがやかせた。

　一方で、気がかりもひとつ。

　迷ってはいたのだが、気になる本題はやはりこちらだ。意を決して、フェルはジルフォードの背後に顔を向ける。

「中央教会にはもちろん、皇宮にもしばらく来られていなかったので、本当に久しぶりです。その……ミゼも、変わりなくてよかった」

「はい。ありがとうございます」

　ごく淡あわく微笑んでお辞じ儀ぎを返してくれる義兄の近衛に言葉を濁にごしつつ、フェルは内心、複雑な思いでその紫暗の瞳を見上げた。

（……やっぱり、少し疲れてるみたい）

　あんまり眠れていないんじゃないだろうか。その顔色の悪さが心配になり、フェルは落ち着かない気持ちになる。

　しかし、フェルの意図を、ミゼは別の解釈で受け取ったらしい。

「申し訳ございません、フェルディアさま。身内の恥はじで、ご心配をおかけしてしまって」

「えっ？　いえ、そっちじゃないと申しますか、そういうつもりではなかったんです！」

　いつの間にか、じっと顔を見つめすぎていたらしい。

（しまった。いちばん繊せん細さいになってる時期に、迂う闊かつすぎでしょわたしの大馬鹿！）

　ミゼの立場を考えたら誤ご解かいされても仕方ない。硬かたい表情で謝罪され、フェルは慌ててかぶりを振った。

「なんだか顔色が悪いから気になっただけで！　というかそもそもその件であなた自身が責められることはないのですし、何よりジルフォードお義兄さまのそばに残れることになってよかったなと、安心していたんです」

「お気遣い、痛み入ります……」

　フェルの言葉をきっかけに、ミゼは「ですが、」と意を決したように呟つぶやいた。

「フェルディアさまのご懸け念ねんはもっともです。陛下のご負担になるのでしたら、私は」

「だから違いますってば！　ミゼ、わたしの言いたいのは真逆で……」

　思い詰つめた言葉に慌てて反論するよりも先に、それをさえぎったのはジルフォードだった。

「ミゼ。何度も言わせるな」

　その声は静かで、それだけに、有う無むを言わせない気き迫はくがある。

「私は、お前も国も護まもると決めた。覚悟ならとうに決めている」

「……陛下」

「今さら、毒どく杯はいのひとつや二つ干ほすのは大したことではない」

　ミゼは気け圧おされたように黙った。同じやりとりが何度も彼らのあいだであったのだろうと分かり、フェルは焦あせる。

（どうしよう。なんでもいいから何か別の話題……！　庭のお花が綺麗ですね、あの薔ば薇らは香りが強いので精製したら高級薔薇水が作れるんですよ、とか!?　あ、噓うそだ。こういうところに植わっている観賞用の薔薇って美しさに特化しているから、香こう水すい用の薔薇みたいに抽ちゆう出しゆつしても高級品はできないんだった！）

　昔、香こう油ゆ精製の日ひ雇やといをやっていた頃の豆知識を思い出し、意外とこういうのって覚えているもんだなとフェルは妙な感心をした。

（じゃなくて！　かくなる上はいっそ他力本願、すみませんクロウさま、助け舟を……ってなんか考え事してるしー！）

　さようなら助け舟。ではこの重くなった空気を自力でどうにかしなければと、慌てて周囲を見回したところで、視し界かいの端はしで何かがきらりと輝いた気がした。

（……？）

　ふと嫌な予感を覚え、フェルは何げなく目を凝こらす。

　正体はすぐ判明する。後方、少し高い壁の向こうに。

（あれは──弩いしゆみ!?）

　すぐそばに潜む襲しゆう撃げき者しやが狙ねらう相手が誰か。理解した瞬間、ぞっと背筋が粟あわ立だった。

「伏せて!!」

　フェルが叫ぶのが早いか、クロウや護衛たちが気づくのが早いか。その時にはすでに、こちらに向けて矢は放たれていた。

　テーブルの上の茶さ菓かが飛び散り、けたたましい音が響ひびいた。悲鳴を上げたフェルをクロウが抱え込んで庇かばう。

（ジルフォードお義兄さまは……!!）

　夫ともども地に倒れ込み、青あお臭くさい草に頰を押しつけながら、フェルは必死に視線を巡めぐらせる。

「城じよう壁へきの上に！　白はく龍りゆう兵へいに紛まぎれているぞ、黒髪の男だ!!」

「あそこか!!」

　クロウが狼ろう藉ぜき者ものの位置を報しらせた途端、白龍兵が雪崩なだれを打って駆けて行く。襲撃者が身を翻ひるがえすのが見えた。第二射しやが来る様子はない。

　しかし、すぐそばでジルフォードを抱きしめて庇うように倒れかかる、他の兵よりいくぶん華きや奢しやな白い軍服の背が目に入った。

（ミゼ……？）
















　嫌な、予感がする。おそるおそる視線を滑すべらせた先。まず目に入ったのは、紅あかい血だまり。次に、転がった弩の矢と、蒼そう白はくになったジルフォードの顔。

（ミゼ。あ、──足、がっ……）

　骨が見えるほど抉えぐれたそれを見た瞬間、筋すじが断たち切きられていることを悟さとった。

　というよりは、皮とわずかばかりの肉でかろうじて繫つながっている程度で、ふくらはぎから下がごっそりとちぎれかけているのだ。

「ミゼ!!」

　彼女を助け起こし、ジルフォードが叫ぶ。その顔に、いつもの余よ裕ゆうはない。

「陛、下。お怪我は」

「動くな。今、衛生兵が来る」

　繰り返し「お怪我は」と問うミゼに、ジルフォードは口を引き結ぶ。

「……見てのとおりだ。私に怪我はない。お前も……大丈夫だ。少し傷が深いが、必ず治る。気をしっかり持て」

　それを聞いた瞬間、ミゼは微笑むと、糸が切れたように四し肢しから力を抜いた。

「おい。しっかりしろ！　聞こえるか、ミゼ！　ミゼルカ!!」

　彼女の肩を揺らすジルフォードの呼びかけも、兵たちの激はげしい軍ぐん靴かの音も怒ど号ごうも、どこか遠い。

（何が、起こったっていうの……!?）

　倒れたテーブルと、ぶちまけられ、踏ふみ散らかされた茶菓。割れた白はく磁じのポットからこぼれた紅茶が、ぽたぽたと土に沁しみ込んでいく。

　クロウに抱き起こされながら、変わり果てたささやかなお茶会の席を前に、フェルは呆ぼう然ぜんとするしかなかった。
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「クロウさま！　ミゼは……」

　残照が、皇宮の柱や壁を紅く染め上げる。

　ミゼの眠る部屋の前の回かい廊ろうで、侍じ医いと話していたクロウの元へ駆け寄ったフェルは、夫の暗い面持ちに息を吞のんだ。

「……まだ気を失ったままだ。今はジルフォード兄上がそばにいる」

　侍医に下がるように命じたあと、視線を伏せる彼に、フェルは尋ねたくないことを確認しなければならなかった。

　白い軍服が真紅に変わるほどの深手だと、遠目にも窺えたが、果たして──

「足の、具合はいかがですか」

　予想していたのだろう。「落ち着いて聞けよ」とクロウは前置く。

「……骨が砕くだかれて筋が切れている」

「っ……」

「おそらく一生、杖つえなしでは歩けない。……元どおりに動けるようになることは、まずないと言っていいだろう」

（そんな！）

　やりきれなさに、フェルは唇を嚙みしめた。そこでもうひとつの事の重大さにも気づき、はっとする。

（待って。自由に動けない、っていうことは。直属護衛の任務は……!?）

　ミゼはジルフォードの専属護衛だ。彼のそばにいる唯一の手しゆ段だんが、ジルフォードの影かげとなり、手足となって動くことだった。それが奪うばわれてしまったら、彼女は──。

（腕だけでも、動くのなら）

　フェルがわずかな希望を抱く前に、クロウは首を振った。

「退たい役えきするしかないだろう。杖を突いて務まるほど護衛の任はやさしくない」

「!!　そんなことって……」

　どうにかならないのかと、クロウや侍医に言ったところで解決するわけではない。

　落ち込んだ妻の様子にクロウは少しためらったようだが、「実は」と話を切り出す。

「彼女にとってよくない状況がもうひとつ」

「え？」

「先ほどの茶会の急きゆう襲しゆうは、単独犯だがティアシェ村出身の兵へい卒そつだったんだ。十じつ中ちゆう八はつ九く、ジルフォード兄上を狙ったものだろう」

「……！」

「今までは、『反逆者と同郷だろうと、本人に罪つみが無いなら関係ない』という理り屈くつでティアシェ出身者を雇やとってきたが、今後はそれも難しくなる。ミゼルカが身を挺ていして陛下を庇った功こうで多少は相そう殺さいされているが、やはり排斥の動きのほうが大きい」

　温情をかけたジルフォード陛下に刃やいばを向けるとは、と。

　皇帝直属軍──白龍師団兵の上官たちや、上位の貴族の中には、ティアシェ村出身兵をすべて捕とらえ、追放すべきだという動きもあるらしい。

「今は感情的に動くなと抑おさえてはいるが、時間の問題だ」

「ジルフォードお義兄さまは……なんておっしゃってるんですか？」

「兄上は……少なくとも俺には、『ティアシェまわりの事情も周囲の声もすべて雑音だ。たとえ動かせるのが腕一本になろうと、彼女が自分に仕え続ける意思があればそばに置くつもりだ』と言っていた」

　その言葉に、フェルは少し救われた気持ちになる。ジルフォードにとって、ミゼは己の半身のようなものなのだ。

「で、ですよね。護衛官としてあれだけ優秀なんですから、きっとこれからも──」

　そのとき、こつ、とかすかな足音が耳じ朶だを打った。




「いいや、退役させるよ」




　そして、足音よりも静かな声が、背後からかけられる。

「ジルフォードお義兄さま！」

　ぎょっとしてフェルが振り返ると、少し離れた場所にジルフォードが立っている。夕暮れ時の頼たよりない明るさでも、彼がひどく疲れた様子なのは見てとれた。

「じ、ジルフォードお義兄さま？　ミゼを退役させるって……？」

「あの足で、……今までどおりの働きはできんだろうよ。それにティアシェ村出身者をこのまま強行にそばに置けば、今度は別方面からの不満も出よう」

　おそるおそる尋ねるフェルの声が震える。対するジルフォードは、ごく事務的に言い終えると、ふ、と息をついた。

「でも、ミゼは!!」

「……本人の希望でな」

　なおも喰くい下がるフェルに、さえぎるようにジルフォードは告げる。

「彼女は今までよく勤つとめてくれた。十七年来の護衛を失うと思うと痛いた手でだが、まあ、仕方のないことだな」

　話し方ははっきりしているが、いつものひょうきんさは鳴なりを潜ひそめ、何かを諦めたような寂せきとした面持ちだった。納なつ得とくできないのはフェルのほうだ。

（だって、『周囲の声は雑音だ』って。お義兄さまがそんなにあっさり諦めるはずないのに……！）

　そこで、ふと気づく。足手まといになると分かっていて、ミゼが引き留めに応じるはずがない。

「お義兄さま。ミゼと話されたんですね？　一体何をっ……」

「兄上。それは『あなたの』判断ということでいいですね？」

　焦るフェルを押しとどめ、確認したのはクロウだ。彼は、混乱する妻に比べてひどく落ち着いていた。

「……もちろんだ」

　やがて、ジルフォードが目を伏せると、「分かりました」とクロウは頷いた。

「それがいいでしょうね。彼女自身の能力、時勢、どちらを鑑かんがみても、これ以上ミゼルカに護衛を続けさせる意味はない」

「クロウさま!?　そんな言い方……!!」

　思わず気け色しきばむフェルに、「事実だ」とクロウは淡たん々たんと告げた。それから、ジルフォードに向き直る。

「今後、あの足で暮らしていくのは大変でしょうから、退役に際しての手当や当面の生活環境については俺のほうで手配します。ティアシェ村の暴徒はまだすべて捕まってはいません。落ち着くまでは環かん境きようのいい辺境か、いっそ国外に身を寄せるのが妥だ当とうかもしれませんね」

「……ああ。そうだな」

「国内は療りよう養ように専せん念ねんするには騒がしいかもしれない。ユナイアの伝つ手てをたどってみるか」

「!?」

　切り替えのすばやすぎる夫と義兄に、呆あつ気けにとられるフェルがあんぐり口を開けているあいだに、話はどんどん進んでいく。

「ちょっと、待ってください！　退役したら即遠ざける、ってなぜですか!?　使用人だとか、ジルフォードお義兄さまのそばで働ける手段はあるはずです！」

（全然分からないよ……！　なんでこんな理り不ふ尽じん、受うけ容いれちゃうの!?　どうして抵抗しないの!?　ずっとずっと、二人で一緒に頑張ってきたんじゃない！）

　なおも食い下がるフェルに、ジルフォードは苦笑した。

「嫁。ミゼのことは、私がいちばんよく知っている。……考え方も生きざまも。本当は、愛らしいものを好むのも、……ごく普通の花嫁姿に憧れていたのも」

「え？」

　瞠どう目もくするフェルに「いや、口がすぎたな」と首を振り、ジルフォードは改めて続ける。

「それでも身を挺して私を護ってくれたのは、志こころざしを同じくしてくれていたがゆえだ」

　己は皇帝として国を守る。その皇帝を守ることこそ、ミゼにとっての誇りだと。

「ミゼの人生を今まで搾さく取しゆしてきたのは他でもない私なのだ。この期ごに及んで、その誇りまで奪いたくはない。むしろ……思い切って手放すことが償いになるなら、良い機会かもしれんな」

　さあ、この話はこれでしまいだ、と。

　フェルが口を挟もうとする前に、ジルフォードはすっと背を向けてしまう。

「待っ……」

「追うなよ」

　引き留めようとしたフェルを、クロウが静かに制止する。

　振り向いた妻の肩を叩き、彼は続けた。

「冷静に見えただろうが、あれで動揺しているんだ。あの人も」

「それが分かっておいでなのに、どうして次々に話を進めたんですか!?」

　思わず嚙かみつくが、クロウは意に介かいする様子はなかった。

　歯は痒がゆくなって、フェルはクロウの両袖を摑む。

「クロウさま。あのお二人の想いは、あなたも十分ご理解なさっていると思っていました」

「……」

「お話は、正しいことだと理屈では分かっています。でも、今日怪我をしたばかりなのに即退役だなんて、どうして！」

「……それでいい」

「え？」

　見下ろす群青の眼が憂うれいを湛たたえていることに、今さら気づいて動揺する。

「お前がそう言うのを、少し期待していた」

　続けられた言葉の意味を考えているうちに、日は暮れきり、周囲は灯火と月の明かりだけになる。

「ミゼに会うにしても、今日はもう遅い。部屋に戻ろう」と促され、フェルは釈しやく然ぜんとしない気持ちながらも従うしかなかった。
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　大怪我を負って、任務を遂すい行こうできなくなったから直属の近衛を辞任する。時勢に照らして、国外に身を寄せる。

　ミゼの身の振り方については至し極ごくまっとうな流れだし、理屈で考えれば納得できるはずなのだが、それでもフェルはどこかでまだ「本当にやめたりしないよね」と思っていた。

　けれど、ユナイアでの彼女の受け入れ先が決まり、諸もろ々もろの処理が進んでいくと、さすがに焦り始める。

（ジルフォードお義兄さまは……ううん、クロウさまは何を考えているんだろう）

　あれから、ミゼの処遇について彼と話したことはない。というより、話題にしようとするたびに、はぐらかされてしまうのだ。一方で、確実に事態は進んでいっている。

（あの人のことだ。絶対、何か企たくらんでると思うんだけど）

　ミゼがいるのは、皇宮の外がい壁へき近くにある兵卒用の病棟。最初こそ仮の処しよ置ちとして皇宮の中心部にある部屋で侍医の治ち療りようを受けていたのだが、容体が安定したため、本来の居場所に移されたのである。

　引っかかりを覚えたまま、目立つ容姿をすっぽりと外がい套とうで隠し、フェルはミゼを見舞うことにしたのだが──。




（あれ？　何の音だろう）

　ストン、ストン、と軽かろやかな音が叩こうとした扉越しに聞こえる。

「ミゼ？　もう動いて平気なんですね」

「！　フェルディアさま」

　案の定だ。部屋の中で、ミゼは復帰のための訓練を行っていたらしい。寝しん台だいから立ちあがり、片足で身体を支えたまま、壁に立てかけた簡かん素そな的に得意の投げナイフを投とう擲てきしていた。

「わ、すごい」

　一方のフェルは、彼女の当てた的に視線を滑らせる。

（やっぱり、足は動かなくても腕は鈍にぶっていない）

　同心円状の的には、中心に集中してきれいにナイフが並んでいる。怪我を負ってから身体の均きん衡こうも変わっているだろうに、大した腕前だ。

（おとなしく寝ていられずに、こうして訓練をするってことは……ミゼは、本心はまだ）

　つい、その心のうちを考えてしまう。

「お邪じや魔ましてごめんなさい。お見舞いを……傷きずの治りを早くするそうだから、牛ひき肉と卵のパイを持ってきました。あと、洋よう梨なしと桃もものタルトと、痛みを和やわらげる香こう草そう茶ちやも」

　幸い、女性用のこの病室を使っているのはミゼ一人だ。外套のフードを取りのけて傍らにあった椅い子すに腰かけ、持参の籠かごから見舞いの品を取り出すフェルに、ミゼは慌てたように一礼した。

「申し訳ございません。……どうか私のことなどお気になさらず。ティアシェ村の人間に肩入れしていると思われては、フェルディアさまのお立場も」

「わたしが好きで来ているので、そこはお気になさらず、です」

　微笑んで肩を竦めるフェルに、ミゼは苦しそうな顔をした。

「……足の治りは早いほうだそうです。最後の任務にもどうにか参加できそうで、少し安心しています」

　彼女は、足がちぎれかけていたのだ。なんとか切断までは免れたが、元どおりになる日は来ない。

　しかし、ジルフォードの希望で、最後の役目として、オーゼンが復帰する列聖式典の護衛の任だけは同行することになった。「杖を突きながらの護衛というのはなんとも不ぶ格かつ好こうですね」と苦笑するミゼに答えられず、フェルは唇を嚙んだ。

　周囲に人の目はない。ためらいつつも、フェルは胸の内に秘めていた問いを切り出した。

「ミゼは、それでいいんですか？」

「え？」

　紫暗の眼が見開かれる。もう一度、フェルは尋ねた。

「……ジルフォードお義兄さまは、あなたが退役することを、本当に納得できているんですか？　あの日、あなたと話したあと、何か考え込んでおられる様子でした」

　傷の癒いえきっていない彼女を中央教会の任務に同行させると言ったのがいい例だ。いつでも私わたくしを押さえて公おおやけのためだけに行動している彼らしからぬ判断だった。

「何があったんですか、ミゼ。あなたとお義兄さまのあいだに」

　直ちよく截せつ的てきなフェルの問いに、ミゼは目をしばたたき、それからわずかに苦笑してみせた。

「陛下は、あなたと同じことをおっしゃいました」

「……えっ」

「足が不自由でも護衛の任を続けてほしい。少しでも良くなるように手を尽くすからと。お断りしたのは、私なのです」

　この手は皇帝の剣にして盾。しかし、彼のために疾風はやてのように駆けることができた足はもがれ、優秀だった護衛の血は、裏切り者の汚お名めいで穢けがれてしまった。

「お役に立てる限りおそばに在り続けるのが私の役目ですから。役に立たなくなった時は、離れるのが筋です」

「それ、ジルフォードお義兄さまは納得されましたか」

「……ご納得いただけないならば自害します、と申し上げました」

「!!」

　なるほど。あの時のジルフォードが疲れた顔をしていた理由がよく分かった。

「その……変なことを尋ねるようですけれど……」

　ずっと訊きたくて訊けなかったことも、フェルは思い切って口に出すことにした。

「ミゼ。仮定の話です。たとえば、主従関係からも身分からも解放され、一緒にいられる道があったとすれば……そんな『もしも』があったらどうしたいですか？」

　凍こおりついたまま終わっていく想いを、ちゃんと形にできるのなら。

　その問いに、ミゼは静かに微笑んでかぶりを振った。

「フェルディアさま。それは、あの方がエルラントの皇帝でなくなることと同義ですね」

「え？　ええと、はい。それは……そうですね」

　皇帝と護衛である限り、彼らは対等になれない。頷くフェルに、ミゼは苦笑する。

「そんな日が来ればと無邪気に憧れた日もありました。……でも、今はただ怖こわいですね」

「怖い？」

「あの方は、皇帝として間違いなく名君です。ジルフォード陛下でなければ、賢帝と名高いウーベル前陛下亡き後のエルラントを、こうも安定して導くことは不可能だったでしょう」

「ミゼ……」

　気のせいだろうか。あるじを語る紫暗の瞳は誇らしげなのに、どこか翳りが見えるのは。

「だからこそ、その陛下をエルラントから奪ってまでおそばにというのは、私にとっては畏おそれ多く、おこがましいことで、……考えるだけで足が竦みます。私自身には、そこまでの価値はありませんから」

　彼があるじで、自分が近衛だったからこそ。身を挺して彼を守るという大義名分があったからこそ、ずっと今までそばにいられた。

　焦げ付いた関係に甘んじているのではない。変化が怖いのだ。彼の道を閉ざし、使命を阻はばんでしまうことが、ただ恐ろしい、と。

「私は、護衛としての己しか知りません。十七年間、おそばにあれただけでも光栄なのです。お役に立てなくなったのなら、潔いさぎよく離れる。それが私にできる最後のご恩返しです」

　こうしてフェルディアさまにお心を砕いていただけるのも、分不相応な幸せです、と。

「ありがとうございます」

　別わかれ際ぎわに見た、背筋を伸ばした彼女は、やはり凜りんとして美しかった。




　兵卒用の病棟を出て、フェルは変装用の外套のフードを引き下ろし、ため息をつく。

　──〝ミゼの人生を今まで搾取してきたのは私なのだ〟

　──〝お役に立てなくなったのなら、潔く離れる。それが私にできる最後のご恩返しです〟

　義兄と、その護衛の言葉が、頭の中でぐるぐると回っている。

　関係を凍らせたままでいいのか。状況に流されるまま離れ離れになって納得できるのか。本当は、何を考えているのだろうか。

　抱き続けてきた疑念の数々が、ほどけていく。

（ああ。あの方々は。本当に、なんて──）

　瞼まぶたを閉じれば、ぎゅっと胸の奥を引き絞られるような切なさがこみあげる。堪こらえきれない感情の奔ほん流りゆうに、思わず、フェルは声に出して呟いていた。




「……なんって面倒くさいの!?」




（揃いも揃って。お互いのことを想い合っているからこそだけど、不器用すぎ空から回まわりすぎじゃない！）

　予想以上にドスが利いていたようで、通りがかった兵がぎょっと振り向いたため、慌ててフェルは「ほほほ」と笑ってごまかす羽目になった。

（このままでいいわけない。どうにかしなきゃ。そのためには）

　おそらく、似たような気持ちを抱いているであろうあの人を巻き込まねばなるまい。密ひそかに決意し、フェルは拳を握りしめた。
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「旦那さま、ちょっとお付き合いいただきたいことがございますの。そうですわね、今こん晩ばんお部屋で。いかが？」

　皇宮主棟の回廊を移動中だったクロウが、待ち伏せしていた妻にとっ捕まったのは、夕暮れ時のことだ。

　人目もほとんどない中での、他た人にん行ぎよう儀ぎな「旦那さま呼び」と「お姫さま口調」に、クロウはなんとなく察してしまう。ご機嫌が麗しくない時、そうなる傾けい向こうがあるからだ。

（そろそろ来るかと思っていたが、寝かせすぎたか）

　ほんのり嫌な予感がする。同意したあと、彼はちょっと斜ななめ下を向いた──のだが。




「……で、なんだこれは？」

　黒龍公夫妻が宿しゆく泊はくに使うのは、皇宮の主棟にある、宰相専せん用ようの居室だ。

　とっぷりと日が暮れたあと。その広い部屋の中央、テーブルに並べられた諸々の品を見て、クロウは眉間を押さえる。

　三枚に下ろしたあとの魚の骨や、芋や人にん参じんなどの野菜屑くずを揚あげて塩を振ったおつまみに、高こう貴きな人間の口には入らないケーキの切れっぱし、果物の皮の砂さ糖とう漬づけ。各種のアテに対し、用意された飲み物は井い戸ど水みず。以上だ。

「何って。自や棄け酒ざけならぬ、ド庶民式『ヤケ水の会』ですけれど」

　質素な木の器を並べつつ、「ちゃんと『変装』をして準備したから問題ありませんよ」と付け加えるフェルに、クロウは深いため息をついた。

「変装って、あの召めし使つかいの？　お前、あのお仕着せまだ持っていたのか……。というか、付き合うって、話じゃなくて酒さか盛もりか。……なら、酒しゆ肴こうくらい普通に用意させれば」

「酒盛りじゃなくて水盛りです。だいいち、わたしはお酒飲めませんし、普通の肴さかなじゃ気分が揚がらないんです。今日は本音を吐き出しますし吐かせる予定ですからね。それはもうげろげろと」

「……すでに酔よっ払ぱらってる気がしなくもないんだが、本当に酒は入ってないんだな？」

「入ってませんよ素面しらふです」

　ふてくされるフェルは、汲くみたての真水入りの器をクロウに突き出した。ちゃぷん、と音をたて、雫が跳はねる。

「あのですね。──ちゃんとぶっちゃけてください。あなた、何を企んでるんですか？」

「……」

「ミゼを追放するほうにわざと動いてジルフォードお義兄さまの反応を試したり、意味深長なことを思わせぶりに言ってみたり。どういう意図かって訊きいてるんですのよ」

（さすがに気づいた、か）

　ドスの利いた声で問いかける妻に、クロウはわざとらしく視線を泳がせながら、「ド庶民なのか姫君なのか統一しないか？　口調、混じってるぞ」とどうでもいい提案をしてみるが、きれいに無む視しされた。

「旦那さま。あなたの秘ひ密みつ主義はよく存じ上げていますけど。ついでにあなたが内ない緒しよでカサコソ動き回る時はだいたいご自分ではなく他人のためだったり、放置すると自じ傷しように走るのもよくよく知っておりますけれど」

「ひどい言い草だな」

「単なる事実です。なにせ（仮）かつこかりを含めて七年ほど、あなたの妻をしておりますもので」

　まるで安酒のようにグビグビ井戸水をあおる妻に、クロウは苦笑する。

「お前自身は……どう思うんだ？」

「正直とてもじれったいです。あなただけではなく。誰も彼も、わたし自身も」

　すぱっと歯に衣きぬ着きせない妻の話しぶりは、以前から変わらない。

「今日お見舞いに行ったら、ミゼは、護衛でなくなった自分なんか無価値だから、ジルフォードお義兄さまのそばにいても仕方ないだろうなんて言うんですよ」

「あー……いかにも言いそうだ。というか、あの二人は似たもの同士だな。呆あきれるほど」

　ジルフォードもミゼも、相手にとって大切なのは己の使命ゆえだと決めつけている。皇帝であり続けることでしか役に立てない、護衛ができない自分には価値が無い、と。

　そうやって決めつけるうち、いつしか、お互い正面から向き合うことを恐れ、背中合わせの関係を終わらせることに尻込みしたまま──焦げ付いた想いごと忘れようとしている。

「すっごくもどかしいんです。このままでは、お二人は離ればなれになってしまうし、それを当たり前に受け入れようとしていますよね」

　わたし、あの二人はいつ結婚するんだろうって考えていたんです。揚げた野菜の皮をつまみつつ、フェルはそう続ける。

「そのうちにジルフォードお義兄さまが『皇帝』っていう重荷を下ろして、ミゼとなんの気き兼がねもなく暮らせる日が来るんだって。でも、お義兄さまもミゼも自分から踏みだすほうじゃありませんよね。背中を押さないと、いつまでたっても、あのお二人は主従関係のまま。そのうちこんな事態になって。なんで今まで放っておいたんですか？」

　言葉を一度切り、フェルは顔をしかめる。

「顔になんでも出てしまうわたしの性しよう分ぶんを危き惧ぐしておいでなら、……詳しくは言ってくださらなくても結構ですが、『何か企んでます、問答無用で巻き込むが悪いようにはしないからよろしく』程度は教えてください。それで十分ですから」

　いらいらと指し摘てきする彼女に、クロウはふっと苦笑した。

　そして。

「お前は、いつでもまっすぐだな」

　しばらく黙ったあと、くしゃ、とフェルの髪を撫でた。

「正直に言うと。歯痒いとは思っていたが、……わざと目を背そむけていたんだ。昔とりつけた約束を、兄上のほうから切り出してくるのを待っていた」

「え？」

　きょとんとする妻に、クロウは、『約束』の内容を改めて伝える。

　──〝十年で暴れ馬を馴ならしてみせろ。そうすれば、鞍を替えてやる〟

　ウーベルが斃たおれて荒あれたエルラントを持ち直してみせれば、後は、どこへなりと行って好きに生きられるよう、皇帝という立場から兄を解放してやると。

　一方的に持ちかけたのは自分のはずなのに。

（国は落ち着いて、商しよう路ろも竣しゆん工こうの兆きざしを見せて。……もう潮しお時どきだ、兄上との約束を果たす時だと理性で分かっていたくせに。ずるずる引きのばしてここまで来てしまった）

　ただの一度でも、兄が人間らしい、たとえば、「背に負った荷物が重い、もう何もかも投げ出したい」とでも言えば、クロウは「次は俺が代わりに背せ負おう」とあっさり踏ん切りがついただろう。でも、彼はそれをしなかった。ただ完かん璧ぺきな皇帝で在あり続けた。

　おそらく、これからもそうなのだろう。命が続く限り、ずっと。

「俺もミゼルカを笑えないな。ジルフォード兄上は、賢帝と呼ばれるに相応ふさわしい。それ以前に、血を分けた同じ兄弟であるにもかかわらず、『皇帝』というさだめの異い次じ元げんに生まれた、何か種類の違う生き物のように思えることさえあった」

　そのことに、きっと──甘えていたのだろうと、思う。

「分かる気がします。……ジルフォードお義兄さまも、ミゼも。ご自身から、責任を投げ出すことは、決してなさいませんものね。求められる限り、無理をしてでも背負い続ける」

　思い当たる節があるらしい。複雑な笑みを浮かべ同意するフェルに、クロウは「そうだ。だから」と切り出した。

「今は、ローエンもウィスもいる。幸せなんだ。十分すぎるくらい、俺は自由をもらった」

「クロウさま」

「だが、その『今』を、捨すてることになる。俺はいい。兄上にそれを提案した時から、ずっと、覚悟してきたから。だが」

　皇帝であろうとする兄の姿勢に甘えてしまった、本当の理由。

「あの二人がここまでこじらせたのは、俺のせいでもある。……『今』が終わることを恐れているのは、正直、俺も同じだから」

　クロウが『鞍を替えた』その時、フェルがどうなるのか──庶民から領主、宰相の妻を経て、さらに皇妃となる彼女の立場について、ずっと考えてしまっていた。

「……お前はその意味を、分かっているのか？」

　巻き込んだら、もう後あと戻もどりはできないんだぞ。

　含むように告げ、視線を合わせると、そこには予想以上に強い光を宿した夕暮れ色の双眸があった。

　フェルは、ゆっくりとかぶりを振った。

「ああもう。クロウさま、あなたときたら……」

「フェル？」

「そんな大切なこと。なんで、最初っから相談してくださらないんですか！」

　叱しかりつけるようにぴしゃりと言い放ち、眉を吊り上げる妻に、クロウは呆然とする。

「七年前に。わたしがあなたの妻である限り、地じ獄ごくまでお付き合いすると申し上げたのは、冗じよう談だんだとお思いですか？」

「いや」

　──あの時は仮かり初そめだったけど、今はもう本当の夫婦でしょうに、と。

　くすくすと笑うフェルに、クロウもふっと頰を緩ませる。

「あなたがおっしゃる……その自由の恩おん恵けいは、わたしも同じだけ、頂きましたから。とうに覚悟はできております」

　次はあのお二人に幸せになっていただかなくては、道理が通らないというものです、と。

　鮮あざやかに笑う彼女に、ともに過ごした時間の長さを想った。

（フェル。お前がいる限り、俺はどこへでも行ける。何が相手でも戦っていける）

　手を伸ばして、白く華奢な首くび筋すじをたどると、彼女は猫ねこのように目を細める。「くすぐったいです」と笑いながらも、彼の指に頰をすりよせた。

　淡い闇やみに包まれ、穏やかで──少しだけ甘あまやかな時が過ぎていく。

　やがて、ごく自然な流れで、クロウがそっと彼女を引き寄せて口づけようとしたところ。

「では気を取り直して。せっかくだから、ド庶民飲み会の続きをやりましょう。あまりものの活用ばっかりとはいえ、残しちゃもったいないですし」

「……」

　雰囲気ぶち壊こわしの台詞が降ってきて、彼はしばし沈ちん黙もくした。

（久しぶりに夫婦らしい時間を過ごせるかと思ったんだが。……まあ、いいか。そういうところも）

　惚ほれた弱み、というものだから。

「あ、この骨の揚げ物、カリカリしてておいしいですよクロウさま」

「……どれだ。ほう、イケるな。なんの魚だ？」

「たぶん、鱈たらかなと。こっちの芋の皮もいい塩加減です。人参はちょっと甘かったかも」

　かくして、いつしか互いに影えい響きようしあった二人の夜は、ひそやかに更ふけていった。
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　森の斎場ドルネメケンの異い名みようをとる、エルラント中央教会。

　澄んだ湖に囲まれた、純じゆん白ぱくの建物群は、久方ぶりに見ても美しい。中でもひときわ目を引くのは、壁へき面めんにびっしりと埋うめ込こまれたステンドグラスだ。

「黒龍公夫人には、以前このステンドグラスを蹴け破やぶっていただいたことがあったな」

「他人事のようにおっしゃいますけど、カイズ猊下のご指示でしたよね、それ」

　色素の薄い砂すな色いろの髪、知性を秘めた孔雀くじやく緑みどりの眼に特徴的な片眼鏡モノクルをかけた男に、フェルは恨みがましそうな視線を向ける。しかし、「私が共犯になったのは『シレイネ殿』で、フェルディア殿ではなかったと思うが？」と片かた眉まゆを上げて悪戯いたずらっぽく返され、フェルは半眼になった。蠟ろう人にん形ぎようじみた無表情は普段どおりだが、こういう応酬も相変わらずだ。

「とにかく、お元気そうでよかったです。ご無ぶ沙さ汰たしておりました、カイズ猊下」

　今となってはすっかり顔なじみとなった彼に、フェルは肩を竦めて返す。しかし、第一聖席は真顔でかぶりを振った。

「いいや元気ではない。限界だ。むしろ間もなく死にそうだ」

「えっ!?」

「中央教会の建物がな。無茶な改築工事の影響で、老ろう朽きゆう化かしていた部分が危ない。直近では、大聖堂の新築建て替えを予定しておる。まあ、その改築工事も私の指示で行ったものではあるが」

「なんだ、死にそうって建物の話ですか……」

（いつもながら、見かけによらず結構お茶目な人だよね、カイズ猊下）

　黒の祭服に最高権けん威いの聖職者を示す緑の肩掛けを纏い、そこに刺し繡しゆうされる樫かしの葉は一枚。正教の中枢を担になうエルラント中央教会、その最高権力者である『樫樹の十二賢人ドーゼ・ドルイド』第一聖席、カイズ＝ベディヴィア。

　皇帝を迎えるにあたり、ひとしきりの格式ばった儀ぎ礼れいを終え、今は賓ひん客かく用ようの室へやへと案内されているところだ。石造りの白い回廊に、足音がよく反はん響きようする。

　回廊を先に立って歩きながら、カイズは何げなく問いかけてきた。

「ご子息とご息女は息災か？」

「おかげさまで。ローエングリンはよく笑う子になりましたし、ウィスタリアは父親に似たのか利発に育っています。生まれて間もない頃、猊下に祝福の秘ひ蹟せきを施ほどこしていただいたのが遠い昔のよう」

　微笑むフェルに、カイズは首を傾げてこんなことをのたまった。

「姫君はますます父親似か。ふむ。それならば将来はさぞや腹黒になるのであろうな……それこそユナイアのシレイネ姫のような」

「失礼、俺に似たら腹黒になるとは聞き捨てなりませんが猊下。……まあたしかに、ユナイアに連れて行くたびあいつに懐なつくわ、最近『シレイネおばさまみたいになりたい』とか言い出すわで、非常にいろいろ心配はしているが……」

「シレイネお姉さまは腹黒じゃありませんわよ、旦那さま」

「いやいやそれより、ウィスタリアは愚弟その二に似ず、ずっと可愛らしいぞ嫁！」

「……フェルも兄上もそこじゃないだろう」

　かしましいやりとりにカイズはどこか満足そうに瞳を和ませた。

　出会った頃から落ち着きのあったカイズは、どこか以前より親しみやすさが増した気がする。不思議なものだ、とフェルは笑った。

「ところで、オーゼン師はどちらにおいでか？」

　この室に落ち着いてから、誰もがずっと訊きたかった問いをジルフォードが投げかけると、カイズは静かに目を向けた。

「応接室で待たせてある。玄げん関かんで陛下を出迎えると言っていたが、私が止めたのだ。ご存じであろうが、彼は今……ああ、そういえば黒龍公夫人は初耳かもしれないな」

「？」

　説明するより会ったほうが早い、と前置き、カイズは応接室の扉を開ける。そして、そこで待っていた人物を示してみせた。

「まさか本当に陛下がたにご足労いただこうとは。遠路はるばる、申し訳ねェ」

（オーゼン師！）

　身み綺ぎ麗れいに整えられてはいるが、そこは譲れないらしい無ぶ精しようひげも、いまいちしまらない猫ねこ背ぜも、かつて会った頃と変わりない。けれど、ぐっと老いたように見える。焦げ茶の髪には白いものが増え、眼め尻じりや口の脇に刻きざまれた皺しわが、凄せい絶ぜつな最辺境での歳さい月げつを感じさせた。

　──だが、それよりも何より気になるのは、固く閉とじられた瞼だ。

「あの。オーゼン師、まさか目が……」

「ん？　その声はシレイネ、いや、黒龍公夫人かィ。そんじゃァ、隣にはクロヴィス殿下がおいでなのかな。すまねえなァ、こんな状態でよ」

　オーゼンはフェルの存在を、声で認識したようだ。声をかけるまで別の方向を向いていたことで確信する。

「視えていないんですね」

　たしかに──七年前、ひどい怪我を負ったと聞いてはいたが。

　ぎくりとするフェルに、「気を使うこたねェぜ」と苦笑するオーゼンには、かつての毒は無い。ただ、穏やかな柔にゆう和わさだけがある。

「その節は、クロヴィス殿下にはずいぶんご迷めい惑わくをおかけしたなァ」

「いいえ。こたびの復帰、お祝い申し上げる」

　オーゼンの顔と、淡々と返す夫の横顔とを見比べていると、いつの間にか隣に立っていたカイズから「変わっただろう、彼は」と話しかけられた。

「はい。別人のよう、というか……」

「私からすれば、昔に戻ったようだというのが正しい。穏やかで、鷹おう揚ような。それこそ、妻子を亡くす前の彼に」

　戸と惑まどうフェルの言葉に、カイズは静かに頷く。

「それは……目が視えなくなったから、ですか？」

「当たり前に享きよう受じゆしていたものを閉じたからだ、とオーゼンは言っていた」

（当たり前が、当たり前じゃなくなったから見えるもの……）

　日常の終しゆう焉えんは唐突に訪れる。ミゼとジルフォードの関係も然しかり。そして、自分たちも変わるべき時だ。ぼんやりと頭の中で言葉を反はん芻すうするフェルに、カイズは目を眇すがめた。

「さて。この世はなべて変化の連鎖だ。常に定まったものなどない……などと、夫人には、心当たりがありそうだな？」

　第一聖席の孔雀緑の眼は、何もかも見通していそうで。フェルはひやりとしつつ、「い、いいえ」と慌ててかぶりを振った。
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　中央教会に着いた翌日、列聖式の日。

　──〝悪いようにはしない。だから、任せてくれないか？〟

　皇宮で『水盛り』をしたその晩、クロウはフェルにそう言った。計画していることはある。だが、兄たちに気づかれるわけにはいかないのだ、と。

（……まあ、わたしも演技は不得意だし、構わないんだけど。式典が終わったら、ちゃんと説明してもらえると思っておけばいいのかな）

　見上げるほど高い天てん井じよう。そびえたつと言っても過言ではない広い壁から、ステンドグラスの光が真っ白な堂内に降ふり注そそぎ、床や並べられた椅子に紋もん様ようを描き出す。

　参列者は、他の十二賢人ドーゼ・ドルイドと、それ以外の樫樹の賢人ドルイドやごく一部の預言者ウアテスなど上位聖職者。そして、精鋭の白龍師団兵、黒龍師団兵と、僧そう兵へい──吟遊詩人バルドたち。

　そしてミゼもまた、白龍師団兵として警けい護ごに参加している。松まつ葉ば杖づえを突かなければ動けない彼女は、少し離れた場所で、哨しよう兵へいとして働いているはずだ。

　ジルフォードのそばにいられる、最後の任務として。

　一方でフェルは、今朝方から、どうにも不気味な胸騒ぎがしてならなかった。出しゆつ自じの名残の野生の勘とでもいおうか。

（嫌だなあ。たぶん、ティアシェ暴動の首謀者全員がまだ捕まってないからなんだろうけど……いやいや、変な心配してないで、ちゃんと儀ぎ式しきに集中しなきゃ！）

　やがて、第一聖席のカイズが堂に入り、必要な面子メンツが揃うと、それぞれが指定された席につき、儀礼が始まる。フェルも気を取り直し、祭さい壇だんを注ちゆう視しした。

　なにせ、教会育ちのフェルとしては、一生に一度、立ち会えるか分からない大行事だ。

「天が問い地が秘ひす其そを質ただすのは我。求む答えはいずくにかある」

　カイズの吟ぎん唱しようが、静かな堂内にこだまするように、朗ろう々ろうと響く。

　彼は傍らの銀盆に満たした聖せい水すいに若わか枝えだの束を浸ひたすと、青々と茂しげる葉に掬すくった雫を、片かた膝ひざをついてうなだれたオーゼンに振りかけた。

　束ねられているのは、樫と[image: ]ゆずりはだ。

　列聖式とは、いわば『ゆずりは』の儀礼であり、古び、枯かれ、穢れた己を捨て、新しい若わか葉ばとして清らかに生まれ変わることを示す。

　そして、この儀礼は、真実正教に己を捧げるか、聖職者同士の『問答』の形式をとる。その内容は、墓の下まで持って行くのが決まりだ。

　──天が問い、地が秘す其を質すのは我。汝なんじが進むべき道はいずくにかある。

　お決まりの文言を述べれば、そこは狭せまい問答室と同じ意味を持つ場だ。誠せい実じつな誓ちかいの神に守護される。

「この胸が白はく刃じんに貫かれようと。この腕が血赤に染まろうと。この命尽つき果はてようとも。魂たましいは汝に従い、汝を護り、汝を寿ぎ、永久に汝とともにある」

　対するオーゼンの声も、劣おとらず深く、堂内を満たす。

　残ざん響きようが白い聖堂を揺らし、降り注ぐステンドグラスの光も相まって、まるで本当に太陽の守護を得ていくのが見えるようだ。フェルはしばし、幻げん想そう的てきなその光景に見入った。

　やがてカイズの手により、十一聖席を示す、十一枚の樫の葉を金糸で刺繡した緑の肩掛けが、オーゼンの肩にかけられようとした時だ。

（あれ？　なんだか……？）

　最初に違い和わ感かんに気づいたのは誰だったかは分からない。

「何か変じゃないか？」

「焦げくさい？　どこかから煙けむりが出て──」

　誰ともなしに囁き合い、ざわつく堂内に、きなくさい臭においが急に立ち込める。

（床に──）

　フェルは息を吞んだ。さっきまではなかったのに。四角い敷しき石いしのあいだに、ところどころ真っ黒い油が流れている。

　途と端たんに、橙だいだい色いろの焰ほのおがぱっと視界を覆おおった。

　どこからともなく出た火が、大聖堂の中央を区切る緋ひ毛もう氈せんに引火したのだと、一拍遅れて気づく。

「火事だ！　皆、すぐに外に出ろ」

　その声が合図になった。式典の終了と同時に参列者たちも立ちあがると、長椅子の間を縫ぬって壁に向かい移動を始める。

「フェル」

　隣にいたクロウが、とっさにハンカチで口と鼻を覆ってくれた。煙を吸い込むと意識を失う恐おそれがあるからだ。大丈夫、とフェルは視線で返す。

　さすがに全員が心得たもので、めいめい同じように布で口を押さえ、兵たちの誘ゆう導どうに従いながら落ち着いて出口に向かっていた。目の見えないオーゼンをカイズが引きずるように連れ出し、従者に付き添われた主しゆ賓ひんのジルフォードや他の十二賢人ドーゼ・ドルイドたちも順に出ようとした時だ。

「ジルフォード帝！　お命頂ちよう戴だいする!!」

　鋭い叫び声とともに、壁のステンドグラスが叩き割られる。けたたましく響く音は、全員の意識を引きつけるには十分だった。

（あれは！）

　同時に、聖堂の中に幾いく人にんもの吟遊詩人バルドが駆け込んでくる。中央を走る緋毛氈の炎ほのおの中をためらいもせず、むしろ焼かれながら突っ切るように祭壇へと走る彼らは、常人離れした俊しゆん敏びんな動きから、聖職者に扮したティアシェ村の出身者たちだと察しがつく。

（噓。まさか、こんなところまで……!?）

　一気に距離を詰め、ジルフォードを狙う一人のみぞおちに、すかさずクロウが蹴りを入れる。近くに控える兵たちも、我に返って襲撃者たちを狩かっていった。

　さすがは重要式典を警けい護ごする選りすぐりの精せい鋭えいだけあって、白と黒の兵たちや僧兵たちの手で、襲撃者はたちまち一人にまで減る。

　しかし、残ったその男は、捨て身の皇帝暗殺から方針変更したらしい。渦うずを巻く炎や飛び散る火の粉こをものともせずに、手近な長椅子を摑むと、クロウに向かって投げつける。

「!?」

　恐ろしい馬鹿力だ。顔の脇を掠かすめて飛ぶ巨きよ大だいな長椅子に、思わずたたらを踏んだクロウやそちらに気を取られた兵たちを振りきった襲撃者は、思いがけない行動に出た。

「道を開けろ！　さもなくば、ジルフォード陛下の首が飛ぶぞ」

　叫び声にフェルが顔を上げた時には、襲撃者がジルフォードをはがいじめにして、抜き身の短剣を首に突きつけているところだった。

（最悪……！）

　真っ青になるフェルの隣で、クロウも歯を食いしばる。

　襲撃者は水をかぶって飛び込んできたようだが、炎に舐なめられてすっかり乾かわき、腕から足から白い煙を上げていた。このまま捕まっていてはジルフォードも危ない。

　さらにジルフォードの首に突きつけられた短剣がわずかに皮ひ膚ふにもぐり、ぷつりと紅い流れが刃を伝う。

　クロウが舌打ちして剣先を下げた。動くに動けず、場が硬こう直ちよくする。

　聖堂の中は、すっかり炎に包まれていた。

　高い天井や壁まで火が伝い、渡された梁はりが炭化して、今にも崩れ落ちそうだ。肺はいにじかに入り込む熱に、フェルは顔を歪ゆがめた。

　──だが。

（ジルフォードお義兄さま……？）

　捕まっている当のジルフォードは、焦りも見えなければ、足あ搔がく様子もない。

　白い頰を火の粉が掠めても、四方を燃もえ盛さかる炎に取り巻かれても。顔を歪めることもなく、ただ、静かなまなざしで一点を見み据すえている。

（なんで、あんなに冷静なんだろう）

　状況も忘れて見入ったフェルだが、はっと気づく。

（そうか、お義兄さまが待っているのは……）

　やがて、その推すい量りようはすぐに確信に変わる。




「ミゼ」

「──御意」




　どこからともなく。

　まるで、閃せん光こうのように、白刃が飛来する。

　そしてそれは、暴徒とジルフォードのほんのわずかな隙すき間まを縫って、吸い込まれるように襲撃者の手ての甲こうに突つき刺ささった。

　ぎゃっ、と短い悲鳴が漏れると同時に、もう一本、すとんと刃が突き立つ。今度は肩に。

（すごい……!!）

　短剣が飛んできた方向に目を向けると、杖を使い足を引きずりながら、白い軍服の女近衛が駆けつけるところだった。

「……陛下を！」

　彼女の指示を待つまでもなく、すぐそばに控えていた黒龍師団兵と白龍師団兵が、すかさず襲撃者からジルフォードを引きはがす。

　彼らの手で、あっという間に男は押さえつけられ、腕をひねりあげられた。

　男が捕まったのを見届け、わずかに顔をしかめてげほりと噎むせると、ジルフォードは、松葉杖を突きながらこちらに向かってくるミゼに笑顔を向けた。

「助かった」

「いいえ。危険な目に遭わせて申し訳ございません。ご無事でしたか」

「お前のおかげでな」

　短いやりとりを交わす二人に、フェルはほっと胸を撫で下ろす。

（よかった……って、よくない！）

「早く！　この聖堂、もうだいぶ崩れかかってます!!　早く出ないと……」

　その時だ。

「……そろそろか」

　ぼそりとクロウが呟いた気がした。

　同時に、──頭上で、梁がみしみしと嫌な音をたてる。フェルが上を振り仰ぐと、黒焦げになった柱が、自重に負けて大きくたわむところだった。

（まずい……！）

　轟ごう音おんと同時に熱の波が顔に叩きつけられ、フェルは目を瞑つぶりかけた。

　──その間ま際ぎわ。

　崩れる柱のその真下にいる人物に気づき、真っ青になる。

「お義兄さま、上……！」

　そこから先は、まるで一秒一秒を刻むように、ゆっくり時が過ぎたように感じられた。

　ジルフォードの息を吞む顔。足が自由に動かないはずのミゼが、最後の力を振り絞るように、彼のもとに駆けたこと。

　──そして、石材の下した敷じきになる直前、主君の背を突き飛ばしたこと。

　彼女が呟いた言葉は、轟音に紛れて聴きこえなかったが。

　唇の動きは、なぜか、はっきりとフェルにも読みとれた。




「……この身はいつでもあなたのおそばに。陛下」




　鼓こ膜まくをつんざく音とともに石材が崩れ落ち、震動とともに黒こく煙えんが押し寄せ、何がなんだか分からなくなる。

「ミゼ──!?」

　叫び声が誰のものなのか。それすらもう、分からない。

　崩ほう落らくが止やんだ時。

　土つち煙けむりと黒煙が薄れ、そこにあったのは。

　床に座り込み、呆然と石材の山を見つめるジルフォードの姿だった。

（まさか）

　──瓦が礫れきの下に。

「ミゼ……!?」

　叫んで駆け寄ろうとしたフェルを押しとどめ、出口に突き飛ばしたのはクロウだ。駆け寄ってきた黒龍兵に「妻を頼む」と大声で告げる。

「奥方さま、こちらに」

「待って、ミゼが……ミゼが下敷きに……」

　熱気や煙を吸い、思考が混こん濁だくする。

　うわごとのように繰り返し、フェルはもがいたが、なす術すべもなく抱えられていく。必死に聖堂の中に向かって手を伸ばせたのも束つかの間まのこと。

　──ミゼ……！

　激しく咳せき込みながら叫ぶうち、いつの間にか、フェルは意識を手放していた。
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「……兄上。火が回っています」

　瓦礫の山の前に跪ひざまずき、無む我が夢む中ちゆうで掘ほり起こそうと足搔くジルフォードの白い背に向かって、クロウは静かに告げた。さりげなく人払いは済ませてある。この場にいるのは、真実、自分と兄の二人きりだ。

「……兄上。逃げなければ」

　ジルフォードは答えない。ただ、黙もく々もくと瓦礫を掘り続ける。煤すすが飛んで黒くなった頰も、服も。熱気に縮れた灰青の髪も。焼けつく石材でただれた指も。

　どこか神しん聖せいなものに感じていたのは昔のこと。

（……なぜ、無む邪じや気きにずっと甘え続けていられたんだろう。兄上、あなたに）

　この人は、血筋ゆえの意地と長兄の矜きよう持じをもって、己をも欺あざむきながら、巧こう妙みように弱さを隠していただけだ。誰かを優先してばかりで、ちゃんと生きて、息をしている自分自身を押しこめてきただけ。

（もう、この人に、……『人生』を返してやるべきなんだ）

　生まれついての皇帝なものか。彼は、エルラントに捧げられた人柱ではない。

　その血も、身分も、彼にとってはちゃんと重荷で。

　──そして。

（同じ重さを背負うなら、苦しみは俺のほうが軽い。俺には）

　手を携たずさえて、肩を並べ、同じものを分かち合える大切な存在が、そばにいる。

　だから。

「兄上」

　からから、と。白い瓦礫が、足元まで転がってくる。クロウは軽く目で追うと、改めて兄に視線を戻した。

　立ったままのクロウからは、座り込んだ兄の横顔は陰かげになって見えづらい。

　──もっとも、どんな表情をしていても構わなかった。それは、見てはいけないものだ。

「クロウ。手伝ってくれ」

　やがて。

　現うつつに絶望し血を吐くように。あるいは逆に、どこか茫ぼう洋ようと幻まぼろしを見るように。

「ミゼが、下敷きになっているんだ。……早く」

　ジルフォードが、掠れた呟きを漏もらした。

　哀あい願がんにも似た声こわ音ねだ。初めて聞くものだった。

　唇を嚙み、クロウは俯うつむく。

「……知っています。ですが」

　あえて冷ややかに返し、クロウは熱気に汗ばむ額ひたいを拭ぬぐった。

「もう間に合わない」

「……っ！」

　ゆっくりとこちらを振り仰ぐ空色の瞳に、己が映うつり込んでいることを確認しながら。

　クロウは、含めるように宣せん告こくする。

「あなたは皇帝だろう。その役目を果たしきることが、彼女に報むくいる唯一の術すべだとご自分でおっしゃっていたはず。ならばこうなったのは、本望ではないのか？　俺の言葉に何か誤あやまりが？」

　煉れん獄ごくにも似た灼しやく熱ねつの中にあって、ジルフォードの顔が凍りつく瞬間を、クロウはわざと笑んで眺める。胃いの腑ふをきりきりと罪悪感が締めつけるが、面おもてに出すわけにはいかない。

「……けるな」

　立ちあがって、兄は何かを呟いた。

「聞こえない。何をおっしゃっているのか」

　揶や揄ゆするように問うと同時に、思いっきり頰を殴られる。

「なにが、皇帝だ。私は！」

　そのままクロウの胸むな倉ぐらを摑み上げると、ジルフォードは見たこともないような剣けん幕まくで怒ど鳴なった。




「彼女がいなければ死んだほうがましだ!!」




　衝しよう動どう的てきに口走ったのだろう。

　ジルフォードは、そこではっと我に返ったように息を吞む。

「いいや、そうじゃない。私は今、何を……」

「いえ、正解ですよ兄上」

（そう。……それが聴きたかった）

「やっと本音を吐いたな」

　ニヤリ、と片頰を吊りあげ、クロウは呆然と後ずさるジルフォードへと距離を詰める。

　そしてそのまま、腹に拳こぶしを叩き込んだ。

「ぐっ!?」

　鈍い呻うめき声とともに、ふっと意識を失った兄の身体を肩に担かつぎ上あげ、クロウは瓦礫の山に背を向ける。

　聖堂は限界を迎えようとしていた。

「待て、……放してくれ。まだ……ミゼが……」

　肩に強い痛みを覚えてクロウが視線を落とすと、兄の指が食くい込こんでいる。

　その言葉を最後に、いよいよ気絶したジルフォードに目もく礼れいすると、クロウは大おお股またに出口へと向かった。
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「この身はすべて、御おん身みの剣にして盾。この命ある限り、私はあなたを守ります」

　ジルフォードが十六の時、直属の護衛の一人に着任したのは、わずか十歳の娘だった。

　性別が珍しいのはもちろんのこと、皇太子の護衛としてはいくらなんでも幼すぎるはずだが、優秀な武人を数多く輩はい出しゆつしてきたティアシェ村でも擢ぬきんでた逸いつ材ざいという触れ込みである。

　当初こそ半はん信しん半はん疑ぎだったが、疑ぎ念ねんはすぐ驚きよう愕がくに変わることになる。

　走れば疾風、気配を殺せば山猫のよう。弓を持てば豆まめ粒つぶほどの遠さの標的でも射落とし、古今東西のあらゆる武器を手足のように扱う。膂りよ力りよくに至っては男顔負けどころか、ひょろひょろで運動音おん痴ちの自分などは片腕一本で持ち上げられるほどで、「女性とは……」と無む我がの境地に陥おちいったものだ。

（とはいえ、数いる護衛の一人。有能で使いやすい以外に、別に何を思うことも……）

　──ない、はずなのだが。

　ミゼは、他の誰よりもジルフォードの意い図とを汲んでくれ、ひと言発せば十どころか百でも通じるし、ひと言も発さなくても先の先まで察して動く。

　表情には乏とぼしいが、けれど無感情なわけではなくて。ねぎらえば瞳を輝かせるし、からかえばわずかに頰に朱しゆを走らせる。

　それを晒すのが自分の前だけだと分かった時、不思議な心地ここちよさがあった。彼女ならではの、ざくざくと遠慮のない物言いも面白くて気に入っていた。

　そうだ。

　自分でも気づかないうちに愛あい称しようで呼ぶようになってしまったのも。無意識に目で動きを追ってしまうのも。そばにいると安らぐのも、気の置けない部下だからだ。

　本当に、それ以外、何を思うこともない──

　はずだった、のに。




　季節はいつだったろう。母ジゼラの実家であるギーネヴァ侯こう爵しやく家けに連なる親族の、結婚式に列席した時のことだ。

　ジルフォードは、この時にはもう、幼馴染と呼んで差さし支つかえないミゼルカを、どこに行くにも同どう伴はんするようになっていた。

　花嫁の希望なのか、はたまたジゼラの死によってギーネヴァ系列貴族の皇宮での権けん勢せいが落ちたせいなのか、家格の割に、結婚式は内々に向けたつましく愛らしいものだった。教会での誓いのあと、中庭で立食会。顔見知りばかりの中、普段であればひっきりなしに訪れる皇太子にすり寄る輩やからもすぐにいなくなり、比ひ較かく的てき穏やかに過ごせたと言っていい。

　だからだろうか。

　いつもなら見過ごしてしまいかねない、小さな表情の変化にふと気づいたのは。

「……どうした、ミゼ？」

「え？」

　木こ陰かげにしつらえられたカウチに腰かけて、新郎新婦を囲んで談だん笑しようする人々を眺めながら。すぐ後ろに控えて警戒する年下の幼馴染の顔に視線を移した時、紫暗の瞳が、少しそわそわしているように感じられたのだ。ややあって、ああ、と納得する。

「花嫁の衣装が気になるのか」

「！」

　他意はなかった。

　蜘く蛛もの巣すにも似た繊細なレース、まるで本物のような造花の白薔薇、ちりばめられた真しん珠じゆの粒つぶ。胸むな元もとに銀糸で刺繡された大輪の花。男のジルフォードでさえ思わず見入ってしまうほど、純白のそれは見事だったのだ。

　普段どれだけ男顔負けの実力を誇っていても、ドレスが気になるあたり、ミゼもやはり女性なのか、と。

　不思議な感慨を覚えつつ、ジルフォードは口を開く。

「先ほど聞いたが、クルヴァッハからカヴィバエリの職人を呼びつけ、三カ月かけて仕上げさせた品らしい。着てみたくなるのも無理はない」

　ごく何げなく言ったのだが、ミゼは、ひどく焦った様子で振り向いた。

「い、いえ!!　……決してそのようなことはありません！」

「？」

「私は生しよう涯がいを、任務に捧げるつもりでおります。見事な剣のひとふりに惹ひかれはしても、花嫁衣装など……きらびやかで身を潜めるのに不適切ですし、裾すそが足に絡んで動けやしませんでしょうし、飾り靴くつの踵かかとは高く不安定なので、これっぽっちも着てみたいとは思いません！」

「そうか。花嫁衣装を着て任務をこなす状況がまずないとは思うが」

　もう少し彼女が処しよ世せい術じゆつを身に着けていれば、「そうですね、美しい衣装ですね」とでも適当に返せただろう。しかし、躍やつ起きになって否定するその頰は、ほのかに赤く染まっている。

　──可愛いな。

　自然に湧わいた感情を、ジルフォードは即そく座ざに頭の片隅に追いやった。六つも歳下なので、その幼さが微笑ましい。そういう情の一種として処理する。

　一方のミゼは、みっともなくうろたえて主君の言葉を頭ごなしに否定してしまったことを恥はじたらしい。

「でも」

　と小声で付け足した。

「あの……ヴェールが、とても素す敵てきだな、とは……思いました」

「ヴェール？」

「レースの生地が陽に透すけてきらきら光っていて、あしらわれた真珠が、まるで小さな鈴すず蘭らんの花のようで、愛らしかったので、その……」

　鈴蘭は好きです。だから、少し見入ってしまいました。

　俯きがちにぽそぽそと続ける彼女に、今度は自分が見入ってしまった。

「そうか」

　鈴蘭が好きなのか。それも、可愛いから好きなのか、と。

　なんとなく印象に残るとともに、彼女の台詞が気にかかった。

　──〝一生を任務に捧げるので、花嫁衣装は着たくない〟

（本当に？）

　任務しか眼中にないように見えて、小さな花を特に好む一面を垣間見て。

　覚えたのは、少しの安心と後ろ暗さだった。

「……それ以外、特に思うところはありません」

　この寂さびしそうな声と、少し照れた表情に気づけたのも、──きっと、自分だけ。

　最初にはっきりと想いを自覚したのは、思えばこの時だったのだろう。

（いろいろなものと天てん秤びんにかけた。弟たちと。自分の使命と。だが彼女が、あのヴェールを纏って微笑むことができる未来だけは……見ないようにしてきたのだろう）

　使命にがむしゃらなうちはいい。だが、皇帝ではなくなった己など、健気に仕え続けてくれる彼女に本当に相応しいのか。それでも手放すことなどできるわけもなく、選せん択たくの時をただ先延ばしにした。

　煮えきらぬまま、ぐずぐずと立場に縛しばられているうちに。

　──甘ったれた幻想に縋すがった結果がこれだ。取り返しのつかないものを失った。






「気がつかれましたか。兄上」

　声が、する。誰の声だろう。

　疑問を覚えたところで、──頭にずきずきとひどい疼とう痛つうを覚えて、意識が浮ふ上じようしていく。

「もう、二日も眠っておいでだった」

　同じ声に告げられると、まなうらに、紅ぐ蓮れんの炎と黒煙の残像がちらつく。

（そうか。大聖堂に火を放たれて、……煙を吸いすぎたのか……）

　記き憶おくが甦よみがると、ジルフォードは、ゆっくりと瞼を押し上げる。

　装そう飾しよくの少ない白い内装は、中央教会の、貴き賓ひん用ようの宿しゆく坊ぼうだと分かる。首を動かすのもままならず、視線だけをゆっくりと巡らせていくと、異母弟おとうとクロウと、その妻フェルディアが視界に収まった。

（嫁は、泣いているのか）

　緋銀の髪の姫君がしゃくりあげながら肩を小さく震わせ、指先で目め許もとを拭っている。ジルフォードは嫌な予感に突き動かされるまま、傍らの弟に尋ねた。

「……ミゼは？」

　おそらく、自分の顔は、すっかり表情が抜け落ちてしまっているのだろう。

　クロウもまた、表情を消していた。

　数秒の間を置き、弟は視線を床に落とすと、ジルフォードの手を取って何かを握にぎらせる。




「遺い品ひんだ」




　指のあいだを滑る鎖くさりの感かん触しよく、石の冷たさ。枕に後頭部を埋うずめたまま、ゆっくりと顔の前に持ち上げたそれは。

　鈴蘭の花に似た、白い光の連なり。他でもない己が、かつて彼女に贈った首飾り。

「……っ、……」

　声は出なかった。涙もない。

　衝しよう撃げきだけが全身を貫く。働かない頭で、ああまた表情が消えたな、とぼんやりと悟った。

「暴徒はこの機に全員捕らえることができた。ミゼがあなたを庇って亡くなったことで、彼女と、故郷のティアシェ村の名誉は回復すると思う」

　抑よく揚ようのない声でクロウは告げる。そして、ミゼのほかに犠牲者は出ていないことも、ごく事務的に報告してくれた。

「兄上。先ほどはご無礼を。腹は痛みますか」

「いいや」

　その台詞で、弟が自分を気絶させ、崩れ落ちる大聖堂から救い出したのだと理解する。彼女を見捨てたことを罵ののしる気にはなれなかった。あの時のクロウの行動も、言葉も、すべて正当なものだ。

（何も間違っていない──私は、皇帝なのだから）

　会話がとぎれると、しばらくフェルディアの啜り泣く声だけが場を満たす。しかし、彼女は一度大きく息を吸うと、それきり涙を吞み込んだ。

　意を決し、ジルフォードは肺に溜まった空気をゆっくりと吐き出してから、可能な限り穏やかに尋ねた。

「彼女の、骸むくろは」

　クロウはわずかに目を瞠みはったが、顔をしかめて視線を逸そらす。

「……見ないほうがいい。少なくとも今は」

「そうか」

　自分の声が、恐ろしく淡々としていた。

　叫べば楽になるのだろうか。もうその気力もないけれど。

　ただ、故意に心を凍らせていた頃と違って。ぽっかりと空いた胸のうろから、感情という感情、あたたかみのすべてが、根こそぎ流れ出てしまっただけだ。

「これでも、あなたがたのことは分かっているつもりだ。惜せき別べつには邪魔が入らないほうがいいだろう。……準備が整ったら、静かな場所に棺を運ぶから、そこできっちりと彼女をいたわってやってくれ」

　それだけ言い残すと、クロウは白木の椅子に腰かけたまま俯いているフェルの肩を抱いて促し、連れて室を出ようとする。

「お待ちください。クロウさま」

　湿しめり気けを帯びた声で、フェルは夫の手を払った。

「これを……」

　目を赤く腫はらした彼女はジルフォードの寝台に駆け寄ると、何かを枕元に置く。かさり、と軽い音が立ったことで、折りたたまれた紙だと察しがついた。

「後で、お持ちください。ミゼに会う時に」

「……？」

　それだけを小さく囁くと、フェルはすぐに踵きびすを返し、夫のあとに続いた。
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　棺を運ぶとクロウに指定されたのは、日ひ暮ぐれ時。

　そして約束の場所とは、よりによって焼け落ちた大聖堂の跡あとだった。

　黒焦げになった飾り柱や、炎の舐めた痕あとの生々しい白石壁。

（……火は全体までは至らなかったか）

　彩色を帯びた光を床に注がせる、高い位置にある薔薇窓が無む傷きずであるのを見てとり、どうでもいいことを思った。

　見るも無残な状態になった大聖堂を、ジルフォードは無感動に見回す。

　現場の確認のために入っていた吟遊詩人バルドたちに加え、自らの護衛たちも今はいったん引き揚げさせており、この場には誰もいない。

　とはいえ、ジルフォードはなんだか奇妙な気がしていた。

（瓦礫もどけ、崩れそうな箇所も仮に固定して危険はないと聞いてはいるが。よりによってなぜこんなところを）

　炭化した緋毛氈の上を歩くと、それは塵じん埃あいとなって舞い上がり、己の白い着衣を汚した。

　やがて、天井が崩れた場所の手前で、ジルフォードは足を止める。

　彼女が、自分を庇って命を落とした場所。

　瓦礫の山はきれいに片づけられていたが、すぐそばの祭壇近くに、細長い箱が置いてあることに気づく。それが何かなんて、考えるまでもない。

　白木の棺を、ゆっくりと指先でたどってみる。

　蓋を開けようとして、手が震えた。

（肩を並べて、歩けなくていい。一生、触れられなくても構わないと。振り返ればその顔が見えるような立ち位置で、ずっと一緒に生きられるのだと勘かん違ちがいしていた）

　──〝この身はすべて、御おん身みの剣にして盾〟

　あんな細い腕で。薄い肩で。必死に身を挺し、命がけで護ろうとしてくれた背中に。

　鈴蘭の花が好きだから、ヴェールに惹かれたのだと気き恥はずかしそうに話す横顔に。小さな釣つり鐘がねの花を模もした、白い石の首飾りを、ずっと身に着けてくれていたと知った時に。

　──〝私は、とうにあなたの一部ですから〟

　間違い続ける愚おろかな主君になるだろうと言った己に、その都度必ず引き戻しますからと誓ってくれた時に。

（とっくに気づいていたのに。彼女の気持ちにも……自分自身の気持ちにも）

　国を治め、弟たちを守り、民を導く。

　当たり前のようにこなしてきたその全部は、自分一人ではなく。

　静かに後ろに立ってくれる彼女の気配を頼みにしながら、だったことを。

（愚かだな。私は）

「ミゼ」

　重く長い息を吐き出し、ジルフォードは、手のひらの下にある棺に語りかける。

「……遅くなって、すまなかった」

　蓋に手をかけ、ゆっくりとはずそうとした瞬間──




「いえ、さほどお待ちしておりません、陛下」




　なぜか、とても聴き親しんだ声で返事があった。

「…………は？」

　たっぷりと時間をかけて固まったのち、ジルフォードはおそるおそる背後を振り返る。

　まず目に入ったのは、煤けて汚れ、片隅に寄せられた長椅子の群れ。

　そして、杖を頼りにそのひとつに寄りかかって立つ、長身の女性の姿。淡く残照に染まっても、濃灰の髪と、紫暗の瞳は見み間ま違ちがえようがない。

「ミ……ミゼ!?」

　顎あごが落ちる瞬間というのはこういうことを言うのだろう。

「はい」

　もっとも、大いに動揺するジルフォードに対し、ミゼのほうはきょとんとしている。なぜこんなにも驚いているのだろう、いまいち解げせない、とでもいう様子だ。

「なっ、ぜ……お前は死んだのでは！　というかこの棺は」

「死んだ？　いえ。なんの話でしょう……ところでサリタ殿はご一緒ではないので？」

「？　愚弟のところの家令の名前がなぜ今出てくるのだ。というかいつの間に紛れ込んだ。来ているなんて聞いていないぞ」

「ええと……目が覚めたらサリタ殿がおいでで、『我が君からですが、誰にも見つからないように細心の注意を払って大聖堂に来るように』と、ご指示をいただきまして……」

　お互い困こん惑わくするまま、まったく要領を得ない問答は、長く続かないうちにさえぎられた。




「うちの家令曰いわく。こういう場合、東方では、『ドッキリ大成功』と看かん板ばんを持って駆けつける決まりらしいですね、ジルフォード兄上」




　笑い含みの声に、二人同時に、聖堂の入り口を振り向く。

「クロウ……お前！」

「ちなみに先ほどまで愛しげに撫でまわしておられたその箱は、ただのガラクタ入れです。中に入っているのは火事でダメになった小物類ですよ？」

　飄ひよう々ひようとした口調で嘯うそぶきながら、異母弟が聖堂に入ってくる。その背後には、額を押さえてため息をつく、いかにもばつが悪そうなその妻と、常どおりの無表情ながらどこか愉快そうな色を瞳に浮かべたカイズ猊下の姿があった。

「猊下。ご協力感謝します」

「いや。お役に立ったなら、ただ取り壊されるよりこの大聖堂も本望であろう。しかしまあ、私もさすがに肝きもを冷やしたがな」

「うまくいってよかったよかった」

　気の抜けた快かい哉さいを淡々と上げながら軽く拳を突き合わせる、異母弟と中央教会最高権力者のやりとりを、ジルフォードはひたすら呆気にとられて見つめる。

　いや。ひょっとしなくても、これは。

「……ごめんなさいジルフォードお義兄さま」

　やがて、罪悪感に耐たえられなくなったらしいフェルが直角に頭を下げたことで、事の顚てん末まつを知らされる。

　妻の殊しゆ勝しような態度と裏うら腹はらに、クロウのほうは悪びれもせず激げき白はくした。

「実は、襲撃の情報を入手したうえで、ティアシェ村の暴徒たちが教会に油を撒まくのを、看かん過かしたんだ」

「は……？」

　顎を落とすジルフォードに、「もう、この大聖堂はおんぼろで長くないと思っていたところに、黒龍公から寸すん劇げきに一役買わないかと打だ診しんがあってな。提てい供きようしてみた」とカイズが補ほ足そくして親指を立てる。

「あとは、取り壊しの事業者に裏で手を回し、天井に時間どおりに崩れるような小細工をしたり、床に脱出口を掘ったり」

「密かに呼びよせていたサリタ殿をそばに潜ませて、彼女の寸すん前ぜん救出を仕組んだり、などだな」

　つまり──ここまで全部。




「仕込みだった、ということか……!?」




「仕込みとは人聞きの悪い。別に俺はティアシェ村の連中とつるんでいたわけではないからな。先回りできたから、都合よく利用しただけだ」

　さすがにカイズに手を上げるわけにはいかないので、ひらひらと手を振る業ごう腹はらな弟のほうをぶん殴ろうとしたが、気が抜けてしまった。もう、棒ぼう立だちするしかない。

「……昼間、嫁は泣いていたように記憶しているんだが」

「あれはミゼが無事だって聞かされた安心の涙だったんですごめんなさい……」

　両手で顔を覆うフェルに対し、当のミゼは何も聞かされていないのか、隣でひたすら疑ぎ問もん符ふを飛ばしながらクロウと主君とを見比べている。

　はっはっは、と。どうやら自分を真似ているらしい、上うわ滑すべりな弟の笑い声を聞いているうちに、忘れていた怒いかりが徐じよ々じよにこみあげてきた。

（ふざけるな）

「答えろ愚弟。こんなわけの分からない茶番を仕組んで、何が目的だ。返答次し第だいではお前といえども──」

　つかつかと歩み寄って胸倉を摑むと、クロウは「何がもなにも」と肩を竦めた。




「これでミゼルカは死んだ」




「……？」

「彼女が生きていることは、ここにいる人間の他は誰も知らない。殉じゆん職しよくしたことになっている。このあとは兄上が、今回の事故で煙を吸い込んだことで肺を病やみ、二、三年後に病死する予定なのでよろしくお願いします」

「……!?　ちょ、ちょっと待て。話がさっぱり読めないんだが」

　うろたえるジルフォードに、「話なんてそのままだ」とクロウはため息をつく。

「兄上もミゼルカも、生きている限り一緒になれないと思うドくそ真ま面じ目めなんだから、いっぺん死んでやり直すしかないだろう」

「……」

　呆れ顔のクロウに、ジルフォードはひたすら当とう惑わくしてミゼと顔を見合わせた。

　胸倉を摑む力が緩んだのを見計らったようにクロウはジルフォードの手をはずし、ぴたりと視線を合わせた。

　氷海に似た、鋭えい利りな群青のまなざしは父ウーベルに近いが、歳を重ねるたびに、だんだんと「似ている」と言いづらくなっていくように感じていた。

　睥へい睨げいによって人を凍いてつかせ、孤こ独どくのまま、野望のまま突き進んでいた父と違って。弟の青は、時を経るごとに、柔和で穏やかになっていったのだ。

「──鞍」

　こん、と。拳で軽く、兄の白い衣の肩を叩いて。

　淡い笑みを瞳に浮かべ、クロウは唐突な単語を落とす。

「替わるって、言っただろう。忘れたとは言わせないぞ」

　十年で、暴れ馬と化した国を馴らしてみせろ。

　そうすれば、『皇帝』という、生涯に課せられた重責を分かち、自由を譲る。

「もう、貴方あなた独ひとりに重荷を背負わせたくないんだ」

　クロウに協力して父に反旗を翻すと決めた日、クロウからとりつけられた約束だ。

「だが、……嫁は？」

　ジルフォードは眉まゆ根ねを寄せて尋ねた。

「クロウ。お前が即位すれば、嫁もなしくずしに巻き込まれる。……嫁、それは了りよう承しようしているのか」

　クロウの後ろで一連に耳を傾けていたフェルは、不意に水を向けられて驚いたようだが、やがてほのかに夕暮れ色の瞳を和ませた。

「はい。もちろん」

「！」

「神誓ゲツシユを立てた夫です。すべてを受け容れ、わたしにできるすべてを尽くすと、お答えしました」

　強い決意を秘めたまなざしに、ああ、とジルフォードは悟る。

　彼らは、苦しみを分かち合い、二人で支え合って立つことを知っている。

　──だから、並大抵の艱かん難なん辛しん苦くでは揺らぎもしないのだ、と。

「でも。クロウさま、ちょっと」

　柔らかく笑んだまま、フェルはくるりと夫に向き直ると、ちょいちょいと手招きをした。

「どうした──、っ!?」

　首を傾げて近づいたクロウのクラヴァットをやおら鷲わし摑づかみにし、フェルは、高い位置にある顔を目の前まで無理やり引き下ろす。

「だからといって、この件は別計上です」

　ぱん、と頰を張はり倒たおす乾いた音が、だだっ広い聖堂内に響いた。

「わたし、本当に！　ミゼが死んでしまったと思ったんですよ!?　細かいことは黙っていてもいいとは申し上げましたけど！　ここまで心しん臓ぞうに悪いことをするならさすがに話してくださいって！　このド鬼き畜ちく馬鹿毒龍公──っ!!」

「わ、悪かった。それについては」

「次にこんなことしたら、絶対離り婚こんしてやるんだから！　熟じゆく年ねん離婚です！」

　涙目で久々に『離婚』を訴えるフェルを、余裕をこいていたはずのクロウが一転、「それは勘弁してくれ」と宥なだめにかかっている。

「……やれやれ。犬も食わない夫婦喧げん嘩かは、できれば皇宮に帰ってからにしていただきたいものだ」

　やがて、カイズの呆れた呟きをきっかけに、聖堂内に満ちる空気が和らいでいった。




　ひととおりの話が済むと、「そろそろ、お邪魔虫は退散かな」と嘯き、クロウたちは大聖堂から退出していった。

　何やら楽しげに言い交わしながら出て行く三つの背を見送っていると、不意にフェルが振り返ってジルフォードを見る。

「ジルフォードお義兄さま。……あの紙はお持ちですか？」

「？　ああ」

　言われて、無意識のうちに懐ふところに入れてきた手紙の存在を思い出す。首を傾げつつ取り出そうとすると、「読むのはあとで構いません」とフェルは押しとどめた。

「それと、お渡しする物があります。その白木の箱の向こう側。床石にひとつ正方形のものが置いてありますので。では」

　にこりと笑むと、フェルはそのまま背を向けてしまう。扉が軋きしみ、ばたん、と閉じる音が響いた。

　やがて、沈黙が場を支配する。

「ええとミゼ、今回は助かった。違うな……今回も、か。やれやれ、お前には助けられてばかりだ」

　ジルフォードは、何げない風を装って、背後にいる彼女に声をかけた。

　ややあって、平へい淡たんな声が返ってくる。

「いいえ。それが私の生きる意味ですから」

　やはりというか、らしすぎる答えに思わず苦笑が漏れた。

「さてと。愚弟の話では、お前はこれから、東方に身を隠す手はずらしいな」

「はい。サリタ殿の手引きで……」

　このあとのことを話しながら、ふと気づく。

　今、この場にいるのは、自分と彼女の二人だけだ。

「ちょうどいい。ついでに探し物に付き合ってくれないか？」

「探し物ですか？」

「ああ。嫁がな、渡す物があると言っただろう」

「……先ほどおっしゃっていたものですか？　何かお手紙がどうとか」

　ミゼがじっとジルフォードの手元を注ちゆう視ししているので、そうだった、と思い出して懐から紙を取り出し開いてみる。

　──〝わたしには必要なくなった宝物をお譲りします〟

　直接渡せばいいのに、わざわざカイズに無理を言って、大聖堂の、床石のひとつの下に隠したらしい。妙な手間をかけるものだ。

（ええとたしか、棺もどきの向こう側にある、真四角の床石、と……）

　たしかに、床石のひとつに正方形のものがあり、かつ少しだけ浮いている。取りはずそうとすると、すぐにミゼが「私が」と屈かがもうとするが、押しとどめる。

「お前は足に響くだろう」

「ですが……」

「やらせてくれ。護衛でなくていい。今は」

　少し含みを持たせてジルフォードが念を押すと、「……はい」と、ためらいつつもミゼは頷く。

　ジルフォードはミゼの剣を借り、床石の隙間に差し込んだ。

　持ち上げた石の下から現れたのは、一ひと抱かかえもあろうかという大きな木箱だ。

「なんだ……？」

　そっと持ち上げたが、非常に軽い。揺すっても音も鳴らなかった。

　中に白はつ骨こつ死体や毒どく物ぶつでも仕込んであったら恐ろしいが、あの義いも妹うとがくれたものなら妙な疑いは持ちようがない。

　かぱ、と箱を開けると、中から白い輝きがこぼれた。

「……これは」

　同じく隣で絶句していたミゼから、小さな呟きが漏れる。

　──極ごく薄うすの紗しやに真珠をちりばめ、『布のダイヤモンド』と呼ばれる繊細なボビンレースを惜おしげもなく使って縁ふちを飾ったそれは。

　花嫁の、純白のヴェール。

「おそらくは、嫁が自分の挙式に使ったものだな」

「……フェルディアさまは、なぜ、こんな大事なものを……？」

　一国の王女の嫁入りに用意されたもの。訝いぶかしそうなミゼの声を聞きながら、ジルフォードはヴェールを見つめる。床に引きずるほどではないものの、それなりの長さを持つ紗には、細さい緻ちな刺繡が施してあった。

　鈴蘭だ。

　フェルと、──ミゼの、好きな花。

（鈴蘭を贈るその意味は、……『あなたの幸せを願う』）

　どんな想いで、これを自分たちに必要だと言ったのか。

　ジルフォードは、ぽつ、とミゼに問いかけた。

「……七年前。私が妖精王の呪毒に冒おかされた時のことを覚えているか」

「忘れるわけがございません」

　ミゼを救うため、リグレインの姦かん計けいに乗って毒をあおったジルフォードは、一時期妖精王の操あやつり人形と化していた。

　緩やかに正気を失い死に向かっていた彼を救ったのは、他でもないミゼ。

　──〝たとえ何億回、間違ったって。ずっと、おそばにおります。私はもう、とうにあなたの一部ですから〟

「お前はそう言ってくれた。愚かなあるじをこれからもそばで助けてくれと、情けない頼みごとをした私に」

「はい」

「あの気持ちは、今でも同じままか？」

　ジルフォードの問いに、ミゼは訝しげに首を傾げた。

「変わっていると、お思いですか？」

「……いや。ただ」

　あるじと護衛。

　彼女と自分の関係は、今はそれ以上でも以下でもない。

　そこから一歩踏み出そうとしたことはない。踏み出す勇気を持てないでいた。

　互いの想いを否定せずにいようと決めたあとですら、関係は変わらなかった。報われることなど永遠にないまま、そうしてゆっくりどちらともなく朽くちていくのだと、漠ばく然ぜんと覚悟を決めて。

　──だからこそ。

「教えてほしいことがある。お前は……」

　ジルフォードは、腕に抱えた、真っ白いレースのヴェールに視線を落とす。

「陛下？」

　気づけば彼は、ヴェールを、ふわりとミゼの上にかけていた。

　窓からの陽光を弾はじき、紗と真珠がきらきらと輝きを放つ。

（この薄い肩に。細い腕に）

　──幾いく度ども護られてきた。

　己は国を。彼女は己を。

　それぞれが自分の護るべきものを、進むべき道を見据えている限り、二人は永遠に背中合わせのまま。それでいいと、思っていた。

（……これまでは。だが）

　ミゼの衣装は純白でも、花嫁衣装ではなく軍服。それなのに、白いヴェールは、あつらえたように彼女に似合う。

「ミゼ。今私は、お前の背ではなく、顔が見たい」

「！」

「真正面から、お前の顔を見て生きていきたい」

　ヴェールの向こうで、彼女の唇がきゅっと引き結ばれる。

「足が動かなくても、『優秀な護衛』などでなくとも、私はお前がいい。ミゼルカという、ただ一人だけが欲しいのだ。お前は、……たとえ皇帝でない私であっても、気持ちは変わらないか？」

　花はな婿むこのようにヴェールを持ち上げて問うと、紫暗の瞳は、しっかりと視線を合わせていた。

「今度こそこれを、怒らずに受け取ってくれるか」

　ヴェールと一緒に差し出したのは、遺品だと渡された、鈴蘭の首飾り。

　昔、ジルフォードを守って大怪我を負った彼女にこれを贈った時は、「あなたを守るのは私の任務なのに、こんなもので慰なぐさめられるのは不本意だ」と突っぱねられたものだが。

　今、彼女は首飾りを受け取り、自らの手でそっと首へかけてみせた。

　固く結ばれていたはずの薄い唇は、やがて緩やかに弧を描き──

「はい」

「！　……ミゼ」




「特別な誓いは必要ございません。もとよりこの身は、あなたのものです。〝ジルフォードさま〟」




　溢れる幸せに堪え切れないように、ほのかに頰を染めて。

　初めて見る彼女の満面の笑顔は、ジルフォードが知っているすべての表情の中で、とびっきり愛おしくも美しく。

　そして、──十七年、ほぼ片時も離れず過ごしてきたのに。

　彼女とまっすぐに向き合って、その身体を抱きしめるのも、初めてだった。
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　ティカル高原に、あの日と同じ、夕暮れが訪れようとしている。

　茜あかね色いろの光は、大聖堂で見たそれよりも、辺境の高原にある隠れ家に差し込むほうが、少しだけ濃く鮮やかだ。

「……あれからもう四年が経つのか。ミゼルカをずいぶん待たせてしまいましたね」

　ひとしきりの回想を終え、ぽつりとクロウは呟いた。

　あの時。──優秀な、皇帝の護衛としてのミゼルカは死んだ。

　そして、まったく別の、『ただのミゼルカ』に生まれ変わった。

「彼女は今どうしています？」

　ミゼは、あれから努力の甲か斐いあって、以前どおりとはいかずとも、杖なしで歩けるまでになったと聞いている。

「今ちょっと体調を崩しておるのだよ。お前の出迎えに立つと言って聞かなかったんだが、無理やり言いくるめて休ませている」

「体調が？　珍しいですね、大丈夫なんですか」

「病気ではないからな」

「？」

　不思議な物言いに首を傾げたクロウだが、兄がにこにこしているので心配は要らないのだろう。それ以上の追及はしなかった。

「ここでの暮らしはミゼのほうが早かったわけですが。二人とも、生活には慣れましたか」

「ミゼはさすがのものだぞ。もっとも、彼女は狩りや薪まき割わりは得意なんだが細かい作業が不器用でな。お前のところの嫁から料理の指南を受けてみたいそうだ。食べたい物があれば私が作るから問題ないと言ったんだが」

「料理を兄上が？　こちらの生活では、付き人にすべて身の回りの世話をするよう算さん段だんをつけておいたはずですが……」

「イルは、貴き人じんといえどある程度のことは自分でこなすからな。なかなかいいものだぞ、妻の狩ってきた鴨かもや鹿でエルラント風の煮に込こみを作って、皆にお裾分けして回るのは」

「……エルラントの名誉のためにお尋ねしますが、毒物入りシチューとか、舌が馬鹿になる激げき辛からスープとか作ってないでしょうね」

「お前と一緒にするな」

　軽口を叩く兄は、ミゼと二人してすっかり周囲に溶け込んでいるようだ。高原の民と同じように薪を割って食材を集め、暖炉を囲んで団欒を楽しむ。そんな生活が愉快でたまらないのだろう。

「料理指南はフェルが聞いたら喜びそうですね。フェルはミゼルカが大好きですから。そう、あくまでミゼルカが」

「なぜ二度言って強調するんだ心の狭いやつめ。ああ、嫁にもだし、甥おいっ子こ姪めいっ子こたちにも久しぶりに会いたいな。とはいえ、乳ち飲のみ子ごを抱えてはまだ難しいか」

「それもありますし、なにぶん体調のせいで遠出が難しくて……」

　残念そうにしつつ喜びの滲にじむクロウの声に、ジルフォードは「お？」と何かを察したらしい。

「ひょっとして四人目か？」

「はい。去年産まれたエルザに続いて、次の秋には、また娘か息子ができる予定です」

　本音を言うと、これを自じ慢まんしたかった。

　隠す気もないので堂々と胸を張りつつ、クロウはそこで、逆に凹へこむ事実も思い出して肩を落とす。

「同じく秋にはちょっと嫌な予定も控えているのですが」

「ん？」

「実はユナイアに、ウィスタリアを養女に出すことになるので……」

　そう。

　──妹シレイネを溺でき愛あいするセタンタ王は、いまだに未み婚こんを貫いている。なかなかあの兄きよう妹だいのあいだに割って入れる肝の太い姫君もいないのだろうが、結果として、血を絶やさないために同じく直ちよつ系けいの娘であるフェルの子が、ユナイア王族の血統を継ぐことになったのだ。

「私も他人のことを言えた義理じゃないが、なんというかセタンタ王も筋すじ金がね入いりの厄やつ介かいな純じゆん情じようあんちくしょうだな」

　やれやれ、と肩を竦めるジルフォードに、「まったくだ」とクロウは半眼になった。

「以前はあなたも未婚の皇帝でしたから、二国揃って周辺国から『男色疑ぎ惑わくの二大君くん主しゆ』とかヤジられてたしな」

「童どう貞てい王おうに、おれはなる！」

「……ちょっ、それは本当に各方面から怒られますから慎つつしんでください。というかそう、そんな理由で、可愛い可愛いうちの娘に……よりによってあの性悪女が『シレイネお義か母あさま』だなんて間違って呼ばれてみろ。やっぱり全力で阻止しないと……」

「阻止も何も決定事項なんだろう。外交問題になるぞ」

　虚うつろなまなざしでぶつぶつ呟くクロウに、「本当に子離れできないやつだな」と呆れるジルフォードは、そこでふっと口くち許もとを緩ませた。

「クロウ、子供は可愛いか？」

「死ぬほど可愛いですよ。可愛くて、尊い。奇跡みたいだ」

「今のお前のように、脳みそがぐずぐずになるくらいに？」
















「ええ。ぐっずぐずになって鼻や耳から垂れてくるほど可愛いですよ」

「そうかそうか」

　この答えに、ジルフォードはくつくつと肩を揺らした。

　思わず条件反射で即答してしまったが、それはさっきも言った話だ。子供たちのことなら語れと言われれば一晩中でも語れる自信はあるが、繰り返される意図が分からずクロウは目をしばたたいた。

　それからふと、先ほどの兄の言葉を思い出す。

（ミゼルカは『体調が悪い』が、『病気ではない』……ということは？）

「！　兄上、もしかしてそれは」

　彼の妻子は、もう『エルラント』皇こう統とうではないのだから。




「だったら私も、お前と同じくらい、脳みそがぐっずぐずのでろんでろんになれるかもしれないな」




　ぱっと顔を上げて見つめた長兄は、空色の目を輝かせて──くしゃりと破顔した。

　そして、それはクロウが今まで見た中で、いちばん分かりやすくて、人間くさくて、幸せそうな表情だったのだ。

























　内陸国であるユナイアの冬は厳しい。

　雪の舞い散る季節ともなると、手がかじかむどころか、耳がちぎれるような寒さになってしまう。

（……やまないなあ、雪）

　孤こ児じ院いんでは夕方に汲くんで桶おけに張った井戸水が、毎晩かちこちに凍こおっていたことを思い出す。スープを作る鍋なべには、水ではなくて氷を放り込んでいたものだ。

　ベルファスティスの中心部、ユナイア王宮の窓から、眼下に降りつもっていく雪を眺ながめていたフェルは、後ろから「窓まど硝子ガラスのそばはいけないわ」と声をかけられて振り向いた。

「今日は特に冷え込むもの。今のあなたの身体からだには毒よ。さ、こっちへいらっしゃいな」

「ありがとうございます、シレイネさま」

　振り向いた先には、同じ顔がある。否いな、限りなく目鼻立ちは近いけれど、おそらく、今では、彼女と自分を間ま違ちがえる人は誰だれもいないだろう。

　十年前、妖よう精せいの取り替え子としての自分と、姫君の立場とのあいだで揺ゆれていたシレイネは、『本物』であるフェルの容よう姿しを細かく写うつしていたそうだ。ところが、いつの頃からか彼女はフェルを真ま似ねることをぱったりしなくなった。

　ここにいるのは、ただの双ふた子ごのように、造作が極きわめて近いだけの一いつ対つい。まったくの別人だ。それが実の姉し妹まいみたいで、フェルには嬉うれしかった。

「冬至ユールの祝祭前に里帰りをするとあなたから聞いた時は驚おどろいたわ。身重の時に、こんな寒い時分を選んで帰ってくることもないのに……って、お兄さまも心配していてよ」

「あ、大だい丈じよう夫ぶです。むしろ、妊にん婦ぷは動いたほうがいいらしくって。引きこもると身体に毒だからガンガン歩いたほうがいいって医師の先生からも太たい鼓こ判ばんいただいてますし」

　こぽ、と。シレイネが手ずから淹いれてくれた紅茶が、静かにカップに注そそがれる。それを受け取ってあたためたミルクを入れると、くるりと花が開くような模も様ようを描えがき、鮮あざやかな赤に白が溶とけ込んだ。

「それじゃ、せっかくあたたかいスフレを用意させたのだし、まずはいただきませんこと。冷めてしまうと料理人ががっかりするわ」

　微笑ほほえんで、シレイネはフェルにお茶受けを勧すすめてくれた。

　ティーテーブルの上には、ほかほかと湯気を放つお茶と、きつね色にこんがり焼けたりんごのスフレがある。陶とう製せいの皿にメレンゲを使った生き地じをたっぷりと流し込んでふっくら焼き上げたこのお菓か子しは、熱々で膨ふくらんでいるうちに食べなければならない。

　小皿に添そえられたクリームをかけて、ひとさじ掬すくって口に含むと、熱と一緒にりんごの甘あまみとシナモンの香りが口いっぱいに広がった。

「おいしいです」

　含んだ端はしからしゅわしゅわと舌の上で溶けるお菓子にフェルが思わず感かん嘆たんすると、恩人の姫は「そう」と唇くちびるの端を持ち上げた。

　しばらくもぐもぐと幸せな甘みに浸ひたったあと、フェルは改めてシレイネを見た。

（……このかたが、十五年前にわたしを見つけてくださったから、今があるんだ）

　孤児院で育ち、毎日労働で充じゆう実じつしていた人生は、そのままでもきっと愉ゆ快かいに過ごせただろう。でも、今の自分はこのかたの妹姫で、──エルラントの宰さい相しよう夫人だ。

「どうしたの、フェル？　わたくしの顔になにかついていて？」

　そのままじっとシレイネの顔を見つめていると訝いぶかしがられたので、「今のわたしがあるのが不思議な気がして」と思わず素直な気持ちを答えてしまった。

「不思議？」

「シレイネさまがお姉さまで、わたしも同じくセタンタ陛へい下かの妹になって……そのうえクロウさまが旦だん那なさまで、そういう今の全部が、すごく奇き跡せきみたいな気がしたんです」

「あら、ずいぶんと今さらね。わたくしにとっては、あなたはずっと昔から、大切な妹よ？」

「はい。今さらですね」

　シレイネがくすくすと肩を揺らすので、フェルもつられて噴ふき出す。

　幼い頃から通い慣れた浄じよう室しつは、エルラントに輿こし入いれしてから訪れることは少なくなった。それでも、彼女との関係が変わることはない。それを改めて実感して、ほっこりと胸があたたかくなったのだ。

「その様子だと、おなかの子供は順調なのね？　ウィスとローエンから結構間があいたから、大変でしょう」

「はい。あ、でも、上の子たちだけでも幸せだったんですけど、なんだかきょうだいが増えたほうが楽しいかも……って思っていたところでしたから。ちょうどよくて」

　最初の子たちが早かったぶん、まさか十歳差できょうだいができると思っていなかったので、夫婦揃そろって驚いたものだ。

「つわりは平気だったの？」

「もともと軽いほうでしたから、いつも眠たい以外は問題ないんですけど、強しいていうなら最近すっごく壁が食べたいですね」

「……壁？」

　怪け訝げんな顔をするシレイネに、フェルはまあそういう反応だよなと思いつつ、「土っぽいものが食べたいみたいで、庭土なんかも危険です。あと紙とか」と神しん妙みような顔で頷うなずいた。

　りんごのスフレの器は、いつの間にか二人ともすっかり空になっている。おかげでお腹がぽかぽかとしてきた。口の中に、幸せな甘あま味みが後を引く。

　そんなこんなで、しばらくはとりとめもなく近きん況きようを報告しあっていたが、ふと会話がとぎれた瞬しゆん間かん、シレイネはぽつりと呟つぶやいた。

「不思議に思うべきは、わたくしの方かもしれないわね」

「……シレイネさま？」

「あなたが妹になって、セタンタお兄さまの妹のままでもいられて。よく考えるわ。……今、当たり前に過ごしている日常は、奇跡のようだと。あまつさえわたくしたちは、あなたの娘……」

　その先を言い淀よどむシレイネに苦笑し、フェルはかぶりを振る。そして今回、体調を押してもどうしてもシレイネに会いたかった理由を、やっと切り出した。

「ウィスタリアのこと、よろしくお願いしますね。あの子は特に、シレイネさまのことをとても慕したっていますから。毎日、日取りを指折り数えているみたい」

　実の母親として、これだけは顔を見て伝えたかった。「ちょっと寂さびしいですけどね」とフェルが笑うと、「もちろんよ。あなたの大切な娘だもの」と、シレイネは強く頷く。

　それからシレイネは、不意に表情を改めた。

「あのね。……ありがとう、フェル」

「？　ええっと、何がですか？」

「わたくしを、『シレイネ＝アリステル＝ユナイア』にしてくれて」

「……？　シレイネさまは、もとからシレイネさまでしたよ」

　フェルが思わず首を傾かしげると、「いいえ、違う」とシレイネはかぶりを振った。

「あなたと出会うまで、わたくしは『シレイネと名付けられた、妖精の取り替え子』でしかなかった。人ではない、ひどく脆もろい器でしかない。いつ消えてしまうんだろう、いつセタンタお兄さまに正体に気づかれてしまうんだろうって、……ずっと怯おびえていたわ」

　どうせ偽にせ物ものでしかないのだと卑ひ屈くつになり、いつ消えてもいいんだと自や棄けになってもいた。

　けれど、今は違う。シレイネという名の『人』として生をまっとうしていいのだと、胸を張って言えるようになったのだ。さらに、儚はかない妖精の器の身では望めない、子供を守り育てるという使命も得ようとしている。

「フェル。わたくしを、……人にしてくれてありがとう。だからこそ、叶かなう限りの、わたくしにできるすべての力で、あなたの信頼に応えるわ。あの子たちには……兄妹を引き離して、つらい思いをさせてしまうことになるけれど」

「いいえ。あ、でもローエンはウィスが大好きですからね。何度も会いに行くのは許してやってください。たまに父親のほうもついてくるかもしれませんが……」

「毒龍そちらは謹つつしんで追い返すわね」

　この話は、きっと別室で、顔ぶれを変えても交わされているはず。

「なんというか。『あたう限り最善の世界で万事しかるべく最善』ですね。シレイネさま」

「ふふ、なぁにそれ？　フェル」

　ふと思いついた言葉があり、フェルが微笑むと、今度はシレイネが苦笑する。

「聖せい詩し篇へん由ゆ来らいの諺ことわざです。神さまの言うとおり！　っていうか……世の中全部うまくいくようにできているらしいですよ。出会いも別れも、楽しいことも苦しいこともみんな、必ず後で役に立つ、必要なことだからあるんだって」

　結婚して、十年。

　孤児でド庶しよ民みんのフェルディアはもういないし、それなりに普ふ通つうで満足だった人生は失われたけれど、ド庶民だった経験がなくなったわけではないし、何よりも、この現い在まに感謝している。

（今のわたし。すごく、贅ぜい沢たくだ）

　もともと大切だった人たちとの絆きずなはとぎれないまま、とても大切な人ができて、さらには愛いとしい子供に何人も恵めぐまれている。

　全部は、幸運な巡めぐり合わせ。

　それを天に感謝すると同時に、今まで心折れずに歩んでこられたことに、ちょっとだけ、誇ほこりを持っている。

　いずれ父の跡あとを継つぎ、エルラントの皇こう帝ていとなるローエン。そして、一足先に独ひとり立だちすることになるウィスタリア。

（それに、おなかのこの子も）

　どうか、苦難も幸福も涙なみだも笑顔も力に変えて、自分の道を進んでくれたら。

　祈りを込めて、フェルはそっと丸みを帯びたおなかを撫なでた。
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　冬至鐘ユール・ベルが鳴る。数は五つ。

　骨ほねまで凍るような寒さの中にあっても、まもなく訪れる祝祭の日を控ひかえ、ユナイア王都ベルファスティスは人々の熱気で沸わいていた。

　あちこちの広場で丸太を組んでこしらえた華はなやかな冬至特別市ユールマーケツトの屋台が立ち、あかあかと灯ひが点ともされて。クミンやクローブなどを星や雪の結けつ晶しようの形に固めて色とりどりのリボンをかけたオーナメントや、鉄の棒に刺さして炙あぶられる腸ちよう詰づめ肉、八角やシナモンを浮うかべてあたためた甘い蜂はち蜜みつ酒しゆなどが、ところせましと並べられている。家の形にアイシングで固めたしょうがのクッキーや、冬至の「悪い黒山羊ユールゴート」は、この季節の風物詩。

　そんな冬至市のにぎわいを横目に、石いし畳だたみをからころと静かに、優ゆう美びな箱馬車が通っていくことに、人々は気づかない。

　否、数名は「あ」という顔をし、そこから楽しげに「ねえ、あれってひょっとして？」「まさかと思うけど、だとしたらいいもの見たね」と微笑んで囁ささやき交かわす。

　なぜなら、馬車が目指すのは、似つかわしくない辺へん鄙ぴな下町だ。

　王おう侯こう貴族しか乗らないような立りつ派ぱな馬車がそんな場所に向かう理由を、この王都に住む者なら誰でも知っているのだ。




　そう。

　この王都には、ものすごい人物を輩はい出しゆつした伝説の孤児院がある。

　それと知らずにユナイア王女を育て、あまつさえ戦争続きだった隣りん国ごくの皇弟に嫁とつがせたという、半なかば観光名所になりつつある名物孤児院が。

　雪の舞い散る市街地を進み、月明かりにしっとりと照らされた下町の一角で、その箱馬車は停とまった。

　季節の祝祭などでごく稀まれに、非常に珍しい客人が訪れると近所では評判である。




「おかえりなさい、フェルディアちゃん!!」




　遅いから心配していたのよ、と笑顔で出迎えてくれた養い親に、「ただいま先生！」とフェルは勢いよく飛び付いた。

「こらっ、飛とび跳はねたりして、転んだらどうするの！　それに……ああもう、すっかり冷やしてこの子は！　無茶は駄だ目めよっていつも言ってるのにぃ！」

「だ、大丈夫です。冷えてるのは顔だけですから！　他は全部あったかくしているんで、おなかの中身は護まもれます！」

「そういう問題じゃないの！」

　ぐじゃぐじゃと耳元の髪を搔かきまわされ、節くれだった大きな手で頰ほおを包まれる。まるで小さな子供に自分の体温を移そうとするかのような養い親の仕草に、フェルは微笑んだ。

「お久しぶりです、ガウェイン先生」

「そうねえ。前の里帰りは去年の夏リ至ー祭ザ以来だったから、きっと忙しくしてるんだわって、ちょっと心配してたのよん」

　深しん紅くの髪にはいっかな白いものが交じる気配はなく、一本傷きずの入った顔立ちも、贅ぜい肉にくなど微み塵じんもつかない筋肉で鎧よろわれた長身も、まったく以前のまま。

　呆あきれた化け物ぶりだなあと笑いつつ、それでも以前よりは老成した雰ふん囲い気きを纏まとうようになった養い親を、フェルはまぶしそうに見つめた。

「ガウェイン先生、みんなは？」

　銀ぎつねの毛皮を使った外がい套とう──皇こう族ぞくに嫁いで長らく経たってもなかなか高級品には慣れず、芋いも五十万個ぶんくらいかなとつい計算してしまう──をていねいに脱ぬぎ、若わか草くさ色いろのドレスの裾すそをからげてフェルは踏ふみ慣れた石いし段だんをあがる。

「フェル姉ちゃん久しぶり！　かわんないなあ、姉ちゃんは」

「あたしね、今日お姉ちゃんが帰ってくるんだって聞いて、隣となり町まちから飛んで戻ってきたんだよ！」

　先生の背はい後ごからわらわらと出てくる子供たちは、すっかり背せ格かつ好こうも大きくなり、それこそフェルが最初にクロウに嫁いだ時と同じくらいの歳としまで成長した。当然、孤児院を出て働いたり、引き取り手が見つかったり、嫁いでいった子が大半だが、昔のフェルのようにガウェインを手伝って残り、さらには聖せい職しよくを目指して孤児院を継ごうと考えている子もいる。

（あっ、また知らない子が増えてる。あとで紹しよう介かいしてもらわなきゃ）

　孤児院としてはもちろん現げん役えきなので、小さな子も加わっており、毎回「あの子は？」と新しい顔ぶれを探すのが里帰りの楽しみだった。

「早く入って、暖だん炉ろのそばに寄りなさい！　おなかを冷やしたらだめなんだから」

「そんなにヤワじゃないですよ。なんてったってわたしの子供で、ガウェイン先生の孫なんですから！」

　すかさず毛布を肩にかけながら、ガウェインがシレイネと同じことを言うので、思わずフェルは笑ってしまった。

「そっか、フェルねえちゃんいま赤ちゃんいるんだよな」

「おなかさわっていい？　ねえ、もう動く？」

「いいよ、さわってさわって！　でも、動くのはまだもうちょっと先かな。あ、でもほら、だいぶ目立つようになったでしょう？」

　成長した『弟てい妹まい』たちと笑いあいながら、フェルはふと想いを馳はせる。

（この孤児院も、ずいぶん変わったけど……）

　おんぼろだった建物は新しくなり、顔ぶれが変わり、生活も苦しかった頃に比べて順調に回っているらしい。最近では成長した子供たちが『王女を輩出した孤児院』として観光客に一部を公開して見物料をとる商売まで始めたらしく、「いったいみんな誰に似たのか……わたしか！」とフェルは頭を抱かかえたものである。

（でも、基本的には変わらないんだな、先生も。みんなも）

　最初に子供ができた時、ガウェインの第一声は「やった！　アタシおばあちゃんになれるのね！」だった。

　それは性別的にちょっと違ちがうと思う！　と内心突っ込みつつ、まるで本当の娘のことのように大喜びしてくれる育ての親に──否、きっと「ように」ではなく、真実娘だと思ってくれている優しい人に、フェルは胸がいっぱいになってしまった。

　育ててもらっていた頃と同じで、ガウェインにとってフェルは大切な娘で。大きくなった子供たちも、フェルの里帰りの報を聞くと、みんな出た先から戻って歓迎してくれる。

　──ここに来れば、いつだってガウェイン先生はガウェイン先生で、家族は家族。フェルは、ただのフェルに戻れた。

　変わらぬ空気が嬉しくて、フェルはみんなの髪を順じゆん繰ぐりに撫でる。

「大きくなったわね、この子は」

　最後に、ぎゅっとガウェインに抱きしめられて。

　フェルは、回しきれないほど広い背に腕をいっぱいに伸ばして抱きつき、黒い祭服の胸に頰を埋うずめた。

「アタシ、またおばあちゃんになるのかしらあ？」

「おじいちゃんでもおばあちゃんでもなってください。でも、陣じん痛つうは怖こわいなあ……出産も、本当に鼻からカボチャが出るくらい痛いんですよ」

「双子だったから余計大変だったものねえ。クロウのやつも気が気じゃなさそうだったし。……そうだ。ねえ、あいつはどうしたの？」

「セタンタ陛下との話が終わらなくて、先に行くようにって」

　あはは、と笑って、フェルは導かれるまま玄関から中に進む。

　室内でも息が凍るほど寒かった頃が噓うそのように暖かで、夕飯の香りが満ちている。

「フェルお姉ちゃん、ご飯食べた？　今こん晩ばんはおいしい鹿しか肉にくが手に入ったからシチューなんだよ。結構、自信作」

　先に立って歩きながら何げなく問いかけてくれる少女に、昔その子が、夕飯を作るフェルの纏うボロ服の裾を摑つかんでじっとこちらを見上げていた頃を思い出す。

「嬉しい。いただくね。何か手伝おっか？」

　時の流れを実感し、フェルは微笑んだ。

（……大切な話をするなら、ここで、って）

　不意に。今この場にいない人の言葉を思い出し、フェルは視し線せんを巡らせる。

（どういう意味、だったのかな）

　遅くなる、と言っていた。

　勧められるまま暖炉のそばに腰かけて、みんなでわいわいと話に花を咲かせて。その人の到とう着ちやくを待ちながら、フェルは、薪たきぎを包んで燃もえ盛さかる橙だいだい色いろの炎ほのおを見つめ続けた。
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　楽しい時間ほど過ぎるのはあっという間だ。

　気づけば夜はとっぷり更ふけている。戻る場所がある子は早めに切り上げてそれぞれの家に帰り、幼い子供たちもベッドに入る。

「遅いわねえ」

「そうですね」

　いつの間にか、暖炉のそばにいるのは、フェルとガウェインだけになっていた。

（……大丈夫かな）

　遅くなるとは聞いていたが、さすがに心配になってくる。いよいよ夜半にさしかかり、「アタシちょっと様子を見てこようかしら？」とガウェインが立ちあがったところで、到着の声がした。




「すまない！　遅くなった」




　扉を開いた『彼』の息は白い。駆かけ込むような足音と焦あせった声こわ音ねから、よほど飛ばしてきてくれたのだろうと、暖炉の脇わきにかけた鉄てつ鍋なべから湯気の立つ葡ぶ萄どう酒しゆをひとすくいカップに注ぎつつ、フェルは笑った。

　馬車を停めたところから距きよ離りがあったのか、夫の黒髪は雪に濡ぬれている。鋭えい利りな頰は少し冷気でわずかに青ざめて見えた。

「おかえんなさぁいクロウ」

「フェルは？　もう眠っているか」

　彼の位置から、ちょうど陰かげになって見えないらしい。「健けな気げにもあんたを待っててくれたのよん」とガウェインが身体を壁に寄せると、クロウはフェルの顔を見て、ほっと息をついた。

「先に眠ってもよかったのに……」

「あはは。大丈夫です。先生やみんなと話しているのが楽しかったので」

　眉まゆ尻じりを下げる夫の脳のう天てんを、ガウェインが「こら」と軽く小こ突づく。

「罰ばち当あたりなこと言ってないで、早くあんたも暖炉のそばに来なさいねえ。アタシの息子でいっとう風か邪ぜひきそうなのがあんたなんだからん」

「……それはいちばん知性があるから、か？」

「いちばん軟なん弱じやくそうな育ちってことよん」

　ついでと言わんばかりに、ガウェインは乾かわいた布で彼の黒髪を拭ぬぐいにかかる。容よう赦しやなくガシガシふく手つきに、クロウは「痛いんだが」と不満をこぼしたが、なんだかんだと少し嬉しそうだった。
















「あらやだ。どれだけ箱を持ってきたの、あんたったら」

　ガウェインが、腕に抱えたものに目を丸くしたので、クロウは「ああ」と苦笑した。

「冬至ユールの贈り物に。今の人数が分からなかったから、とりあえず果物とナッツのケーキをありったけと、積めるだけのおもちゃと、蜂蜜酒を」

「それは助かるわあ。でも、相変わらず如じよ才さいないっていうか気ィ使いいねえこの坊ぼうやは。お土産みやげなんかなくてもいいのよ？　単なる里帰りなんだから」

「まあ、つい癖くせで」

　ガウェインと慣れた会話をしながら、受け取った布で肩もふく夫の姿に、フェルも頰を緩ゆるめる。それから、手の中で持ちっぱなしだったカップの存在を思い出し、慌あわてて彼に差し出した。

「おかえりなさい。クロウさま」

　蜂蜜やスパイス、果物を入れてあたためた赤葡萄酒を一口飲んで礼を言うと、クロウはフェルを見た。

「……ああ。ただいま」

　──〝ここは実家よ。いつだって帰ってきていいんだから〟

　それはガウェインが、フェルだけではなくクロウにも向けて言ってくれたこと。

　その時の言葉を受け取った彼が、それはそれは嬉しそうだったので。

　まるでもうひとつの故こ郷きようのような挨あい拶さつは、この孤児院に彼も来るようになってから、どちらともなく始めた習慣だった。
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「それじゃ、ふたりとも早く寝るのよ。特にフェルディアちゃん！　これ以上の夜よ更ふかしは禁きん物もつなんだからねん」

　しばらく談笑したあと、ガウェインは、暖炉の火を埋うめて出ていった。

「おやすみなさい先生」

　同時に自分たちも使い慣れた部屋に引っ込み──そう、孤児院には、何度も通ううちに、フェルとクロウの部屋ができていた──そこでやっと、ふたりきりになる。

「お疲れさまでした、クロウさま」

　寝しん台だいに並んで腰こしかけると、フェルは改めて、遅くまでセタンタと話していた夫をねぎらう。

「お前も。身体は苦しくないか？」

「元気ですよ。こっちのほうも」

　おなかに手を当ててにっこりすると、彼はくすりと笑い、上から包みこむようにして自らのそれを重ねた。

　──最初の子供たちの時もそうだったが、彼は、赤ちゃんがいるフェルのおなかに触ふれるのが好きらしい。日課のように手を当て、もっと大きくなるとしゃがんで耳を当てて、胎たい動どうを感じ取ろうとする。

　二人分の熱が、じんわりとおなかに伝わる。そのまま、もう片方の手で肩を抱き寄せられ、首くび筋すじに鼻を押しつけて悪いた戯ずらするクロウに、「くすぐったいです」とフェルは笑った。

「無事にお話は済すみましたか？」

「途中少し不ふ穏おんになりかけたがな」

「主おもにあなたが、ですね」

「まあ……そうだ」

　昼間、シレイネとも話していたこと。

　──双子の妹姫ウィスタリア＝エルラントは、いずれ、ユナイア王家の養女となる。

　もっとも、シレイネを慕い、自立心も向学心も強いウィスタリアは、大好きな叔母のそばに遊学に出るような気持ちらしい。「あなたの子こ離ばなれ、意外に早くしなければならないことになっちゃいましたね」とフェルが笑うと、「正直、俺はまだ反対なんだが」とクロウには若じやつ干かんふてくされた顔をされた。

「ウィスもローエンも。結局のところ、あの子たちは、血ち筋すじに翻ほん弄ろうされることになるんだな」

「……クロウさま」

「こんなに早く兄妹を引き離すことになるとは思っていなかった」

　眉まゆ根ねを寄せ、クロウは重いため息をつく。

　しばらくフェルはじっと黙だまっていたが、ふと思い出したので尋たずねてみた。

「あの子たちのことも、そうですが。何かお話があるとおっしゃっていましたね」

　──〝フェル。話がある。できれば、……今度の里帰りで話したい〟

　わざわざガウェインの孤児院を選んで、ということは。よほどのことなのだろうなと、その時点で察しがついた。

　というより。

　時じ宜ぎも、場所がら的にも。話の内容は、ある程度分かっているつもりだ。

「ジルフォードお義に兄いさまとミゼの件でしょう」

「……ああ」

「ミゼが『死んだ』ことになって、もうすぐ三年。お義兄さまもそろそろ『後を追う』時機かなと、わたしも思っていたところです」

　想いを焦こげ付つかせていたあの主しゆ従じゆうが、本心を自覚してともに生きていくことを決めて、もうそんなに経つ。

　彼らの人生を応援しようと思えば、フェルも、クロウも、決めなければならない覚かく悟ごがあった。

「冬が明けたら、兄上は病やまいで『死んで』、俺は新しい皇帝になる。その時……お前は皇こう妃ひだ」

「……はい」

　皇こう太たい子しクロウは、世継ぎがいないままこの世を去るジルフォードの代わりに授じゆ剣けんされることになる。

　一度受うけ容いれた運命だから、分かり切っていた事実だが。

　改めて認にん識しきすると、その重みが胸に沈しずんだ。

「今一度確認しておきたいんだ。今はこうして二人で孤児院を訪れることもできているが、皇妃になればずっと、難むずかしくなるぞ」

「あのですね。気軽に里帰りできなくなるのはたしかに残念ですけど、だからってそんな大事な約束、翻ひるがえしませんよ」

　彼が、この話をするのにこの場所を選んだのは、その確認もあったのだろうが──おそらくは、ここが、『フェル』のはじまりの場所だから。

　夫の懸け念ねんを笑い飛ばすように、フェルはかぶりを振った。

「クロウさま。あなたは……前に、中央教会で。オーゼン師の列れつ聖せい式しきのあとに……『お前を巻き込むことになる』と謝あやまってくださったことがありましたけれど」

「……フェル」

「一度目の結婚の時とは違います。今は、巻き込まれたんじゃなくて、わたしは、自分で飛び込んだんです。あなたのところに」

　以前なら、きっと彼は「逃げてもいいぞ」と言い添えたことだろう。だがその時、彼はそうしなかった。

　──あえて逃げ道を用意されなかったことが嬉しい。

　何があっても手を離さないつもりなのだと、言外に告げられたことが。

　こうして十年。一いつ緒しよに歩んできた証左のようで。

　こん、と夫の肩に頭を凭もたせかけて、フェルは横顔を見上げる。

「だいいち、ウィスも、ローエンも。ちゃんと自分の歩むべき道を覚悟して、一いつ生しよう懸けん命めいいろいろなことを勉強しようとしてくれています。母親のわたしが肚はらを決めなくてどうしますか」

「……そうだな」

　肩を竦すくめると、クロウも、くしゃりと破顔してみせた。

（ああ。本当に）

　──この人が、こんな風に、自然と笑顔を見せるようになって。

　笑った顔、困こまった顔。数少ないけれど、涙も。

（……パーシヴァルさま。今でも、どこかで見ておいでですか？）

　亡なくなった義理の弟に、心の中でそっと呼びかける。

　墓はか守もりとして、罪悪感でがんじがらめになった兄の心が解放されることを誰よりも願っていた、優しいクロウの同母弟おとうと。

　たくさんの表情を見せるようになった兄を、彼もきっとどこかで見守ってくれている。リグレインやウーベルも──今は、心穏おだやかな眠りの中にありますように。

（ジルフォードお義兄さまやクロウさま。セタンタ陛下やシレイネさまが、せっかくエルラントとユナイアの和平の道を拓ひらいてくれたんだ。ケイさまや……ユアンさまもヨミさまもいてくれる。子供たちの乳う母ばになってくれたラナだって……）

　こうして、故郷ではガウェイン先生やみんなが待っていてくれて。

　──歩んできた道、築いてきた絆が続いているのだ。着実に、少しずつ。だから、怖がることなんて何もない。

　そんなことを考えていたら、ぽろ、と自然と言葉がこぼれていた。

「クロウさま。エルラントを、大陸でいちばんいい国にしたいですね」

「え？」

「ジルフォードさまが築いたものを守って、あの子たちが安心して引き継げるぐらい。戦いくさがなく、みんなあたたかい寝ね床どこで、当たり前みたいに暮らせるような、そういう国にしたいですね」

　少しだけ違う台詞せりふを、フェルは以前、クロウから聞いて知っていた。

　──〝兄上。クルヴァッハを、エルラントでいちばんいい領地にしようよ〟

　夫にとってひときわ大切な意味を持つだろう同母弟おとうとの言葉を、自らも胸に抱くように。

「だって。──あなたはもう、箱庭を守る龍ではないんですから」

「……──」

　わずかに目を瞠みはる夫に、「でしょう？」と微笑んでみせた。

　フェルの想いはひとつだ。

　ド庶民から一転、せっかく皇妃になるのだ。なかなかできることではない、だから。

（昔からの経験をまるごと活いかして、庶民密みつ着ちやく型がたの皇妃になって、エルラントの発展に努つとめてやるわ！）

「でなきゃ、もったいないですからね!!」

　パーシヴァルさまも他の皆さまも、きっと同じことをおっしゃいますよ！　と握にぎり拳こぶしで決意を語ると、クロウはしらばらく絶句していたが。

「ああ、そうだな」

　やがて小さく噴き出し、傍らに座る妻を抱きしめた彼は、そこで不思議な言葉を付け加えた。

「……だが、お前の認識には、ひとつ訂正を要求したいところだな」

「訂正？」

「何よりも、今の俺があるのはお前とだから、ってことだ。フェル」

　ぱちぱちと目をしばたたく妻から少し身を離し、その頰を両手で包みこんで。群ぐん青じようと茜あかね色いろの眼まな差ざしをしっかり絡み合わせるように、クロウは、ゆっくりと言い含める。

「他の誰でもない、お前と出会えたから、ここまで来られた。お前がそばにいてくれるから。俺は、これからも歩いて行ける」

　改めて誓いを。これからもずっと、互いの命の灯ひが尽きるその時まで共に在あらんことを。




「たとえ天が我が上に崩くずれ堕おちんとも、たとえ海うな原ばらが我が身を吞みこまんとも」

「我が誓い破らるることなし、ですね。──はい。望むところです、〝旦那さま〟！」




　懐かしい神誓ゲツシユに応えるなり、花が綻ほころぶように破は顔がんしたフェルの唇くちびるに、クロウのそれが重なった。どちらともなく目を閉じ、幾いく度ど繰り返しても甘さの引かないそれに酔よいしれる。




　──冬の夜は更け、やがては暁あかつきになり、また日が暮れる。

　きっとままならないこともある。波は乱らんだって続くけれど。

　そうして夜と朝を繰り返しながら年月は巡り、日常は続いていくのだろう。

　これからも、ずっと。


























Ｆｉｎ．
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　この度たびは、『（仮）かつこかり花はな嫁よめのやんごとなき事じ情じよう　～未み来らいへ続つづく協奏曲コンチエルト～』をお手にとっていただきありがとうございます。夕ゆう鷺さぎかのうでございます。

　本作は、（仮）が取れて（本）になったド庶しよ民みん花嫁と、一度髪の毛がガッサリ減った後に時を経て復活した旦だん那な様さまの結婚ファンタジーの後日談です。離婚も結婚も入らないタイトルも、旦那様が本文中でまともにデレてもらえる一冊も最初で最後です。ごめんクロウ。

　さて。今回は珍しく内容の裏話などできればと。本編未読の方はご注意ください。

　お察さつしのかたもいらっしゃるかもしれませんが、ジルフォード兄貴とミゼの話は、ロシアのアレクサンドル一世の生せい存ぜん説せつをもとにしています。ナポレオンを破ったことでも知られる皇こう帝ていですが、その死に不ふ審しんな点が多く、亡くなったふりをして市し井せいに紛まぎれて晩年を謳おう歌かしたとまことしやかに囁ささやかれています。ロマンがあって大好きなモチーフなのですが、念願叶って書き始めてみると、ふたりとも石頭すぎてなかなか大変でした……。

　では、遅ればせながら、お世話になった皆様に御礼を申し上げたく。

　イラストの山やま下したナナオ先生！　四年間ありがとうございました。全員集合が圧あつ巻かんの表紙は家か宝ほうすぎて、もう自分が死ぬ時には印刷して棺かん桶おけに入れてもらおうと固く誓ちかっています。そして、最後まで素敵すぎるカバー裏をありがとうございます……！　双ふた子ごが可か愛わいすぎて、旦那さまの変顔も気になりすぎて！　正面からも見たいような見てはいけないような。

　担当Ｉさま。毎巻ごとにかける迷惑がグレードアップして本気ですみません。初夜の話で色々ギリギリをぶっこみ、少女小説コード指摘待ちしてたら「まあ、下品作家としてきみの評判が落ちるだけだからＯＫ！」と爽さわやかにぶった切られた時は軽く絶ぜつ望ぼうしました。

　お忙しい中、素敵な描き下ろしを頂いた兔うさぎろうと先生！　楽しすぎるイグレック尽くしに腹を抱かかえて笑いました……！　あの屑くず兄貴が可愛く見えるのは確実に兔先生のお力です。

　デザイナー様、校正様、出版・販売・流通に携たずさわって下さったすべての皆様。たくさんアドバイスをくれた姉。また、サイン会にお越しいただいたり、温かいご感想を送ってくださった皆様。お声をうかがうたび、本当に元気を頂いております。こんなにたくさんの方々に応援いただき、幸せなシリーズです。

　最後に、この作品をお手にとっていただいた全ての皆様に。十四冊にわたり本を出させていただき、なおかつこうして短編集までお届けできるという得え難がたい僥ぎよう倖こうに、改めて感謝申し上げます。書ききれなかった『その後』もありますが、きっと彼らの日常はこれからも続いていくんだろうな……とご想像にお任せしたいと思います。

　またどこかでお目にかかれますように。改めまして、本当にありがとうございました。


この期ごに及んでシャ●が「未読」を「視み毒どく」に変換してくる　夕鷺かのう　拝























































著

夕鷺かのう

Kanoh Yusagi




(仮)花嫁シリーズも、ついに書き納めとなりました。14巻にわたる冊数にお付き合い頂き、皆様には心より感謝申し上げます。

こうして短編集までお届けでき「幸せです」って書こうとしたら、愛用ＰＣシャ●の変換一発目が「死泡背」でした。

最後までぶれないな、きみは……。




ＨＰ：bath*rabbit

http://bathrabbit.web.fc2.com/










イラスト

山下ナナオ

Nanao Yamashita




(仮)花嫁短編集でございます！

メインキャラが違うお話は読んでてとても新鮮です。本編のその後、フェル達の生活は予想通りでしょうか？　それとも斜め上でしょうか？

夕鷺先生の事なので当然斜め上です！

ありがとうございます！



















イラスト／山下ナナオ

デザイン／島田絵里子
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ビーズログ文庫『(仮)花嫁のやんごとなき事情　～未来へ続く協奏曲～』

2017年2月15日初版発行
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